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　ついにたどり着いた、慧けい心しん学がく園えん女子ミニバスケットボール部にとってはじめての公式戦。

　第１クォーターは愛あい莉りがまさにチームの支柱センターとして奮ふん闘とうし、硯すずり谷だに女じよ学がく園えんのスタメンと互角以上の戦い。

　さらに五年生に委ゆだねた第２クォーターも、袴はかま田だかげつちゃん、ミミ・バルゲリーちゃん、竹たけ中なか椿つばきちゃん、竹中柊ひいらぎちゃん、藤ふじ井い雅まさ美みさんの五人の連携が、プレーヤーとして未完成だった葦あし原はら怜れ那なさんを圧倒。19─12という大きな差を付けてハーフタイムを迎えることができた。

「みんな、前半は十人とも最高のプレーだった。でも、まだまだここからだぞ」

「はいっ。気を抜いたら、すぐに追い付かれてしまいますよね……」

　わざと笑え顔がおを隠して誇らしき選手たちの顔を見渡す俺おれに、胸元でぎゅっと両手を握って応えてくれたのは湊みなと智とも花か。

　うん、良い表情だ。もともと心配はしてなかったけど、油断なんて少しも感じられない。

「ちびリボンたち、この前もちょー粘ねばっこかったからな～」

　三み沢さわ真ま帆ほもまた、闘とう志しを漲みなぎらせた瞳ひとみを輝かがやかせ、

「勝ちたい、勝たなきゃっていう気持ちが、オーラみたいに溢あふれてたものね。だからこそ『強豪』なんだわ、きっと」

　永なが塚つか紗さ季きは大きく深呼吸を繰くり返しながら集中力を高めている。

「おー。でも、ひなたちも負けない」

　拳こぶしを突き上げ、純真に前向きさを露あらわにしているのは袴田ひなたちゃん。

「うんっ。後半も、みんなでひとつずつ積つみ重ねていこう」

　長ちよう軀くを恥じず、むしろ誇るようにまっすぐ背筋を伸ばした愛莉の姿が、心から頼もしい。

　いける、大丈夫。もちろん相手は非常に手て強ごわいが、このチームは必ず試合終了のブザーまで実力を余すことなく発揮できる。油断や慢心で、足を掬すくわれるような選手たちじゃない。

「よし、そろそろ時間だ。作戦はさっき話した通り。硯谷の出方によっていろいろ対応を変えなきゃいけないから少し複雑だけど、囚とらわれすぎて後手後手に回る必要はないからね。あくまでバスケの試合を楽しんで、ベストを尽くす。そうすれば結果も付いてくるはずだ」

「おー。ゆうじょう、ほほえみ、ふぇあぷれー」

「そう、ひなたちゃん。その三つが大事だ。……紗季、コートの中でのリーダーシップは全部任せるね」

「はい！　できる限りみんなでのびのびプレーできるよう頑張ってみます」

「くふふ、よろしくねん！　そのぶんあたしはフリーダムに弾はじけるぜ！」

「えへへ、一人ひとりじゃないから、みんなでする試合だから、今は不ふ思し議ぎなくらい緊きん張ちようしてないよ。でも、わたしもがんばる。わたしにしかできないことがあるなら、それを全部やらないとっ」

　それぞれが、この春から培つちかった信念を言葉にする。一つ一つ昇ってきた階段から眺めた景色けしきが、俺おれの心の中にも走そう馬ま燈とうのように映し出されていく。

「行ってきます。私たちにできる最高のバスケを、形にしてみせます」

　そして今、眼がん前ぜんに立つ輝かがやかしい少女たち。かつてささやかなプレゼントとして贈おくったリストバンドを掲げ、五人の中心で大きく一度、智とも花かが頷うなずいた。

　力強い響ひびきが、思い出を媒介してずしんと胸の奥に伝わる。

　──昴すばるさんも、いっしょに戦いましょう。

　そう言ってもらえた気がして、俺も同じように相あい槌づちを返した。

　自じ意い識しき過か剰じようだとは、あえて思わない。自分も含めてこのチームの一員であるという想おもいを共有できているからこそ、ここまで来られた。それだけは、確たしかな信念だ。

「姉ねえ様さま、みなさん、がんばってきて下さい！」

「ししょー。コートはあたためておきまシタ」

「このリード、死ぬ気で守って──ううん、広げてきなさい」

「そうだぞ、あとのことは気にするな！」

「疲れたら、いつでもボクたちがこーたいしてやるからさ！」

　第２クォーターを見事なチームワークで切り抜けた、かげつちゃん、ミミちゃん、雅まさ美みさん、椿つばきちゃん、柊ひいらぎちゃんの五人が、ベンチから腰を上げ激げき励れいを口々に伝える。

「おー。かげにまけないくらい、ひなもがんばる」

「ミミちゃんに師匠って呼んでもらうのはやっぱりおこがましいけど……それくらいの選手になるつもりで全力を出してくるね」

「ふふ、もちろんよ。これで追い付かれたら雅美に一生恨うらみごと言われちゃいそうだし」

「ざんねん、あたしは元気ありあまってるからバテバテにはなりそーもないなー。でも、五年生ズもいつでも出られるようスタンバっといてね！」

「うんっ。最後まで、十人みんなで戦おう！」

　それをまっすぐに受け止め、しっかりとバトンを握りしめて踵きびすを返す六年生たち。

　さあ、いよいよ時間だ。

　４番、湊みなと智花。

　５番、三み沢さわ真ま帆ほ。

　６番、永なが塚つか紗さ季き。

　７番、香か椎しい愛あい莉り。

　８番、袴はかま田だひなた。

　誇らしげに番号を背負った五人の後ろ姿が、センターサークルに向け進んでいく。

　後半戦が、幕を開ける。
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「飛べ飛べ愛あい莉りーッ！」

「飛べ飛べ慧けい心しんーッ！」

　コートの中に、十人の選手たちが勢せい揃ぞろいする。両陣営から降り注ぐ応援合戦。硯すずり谷だには部員も多いだけあって統制の取れたエールが手て強ごわいが、慧心側だって負けてはいない。特に万ばん里りと竹たけ中なかの大声は頼もしい限りだった。

　ふふっ、万里は当然として、竹中のやつもすごい熱ねつの入れようだ。普ふ段だんは素っ気なく振ふる舞まっている少年があれだけ必死に声を嗄からしてくれるというのは、なんとも有あり難がたい。

「よっしゃー！　みんながんばれー！」

「輝かがやいてるよぉ！　青春だよぉ！　弊へい社しやが失った若さが溢あふれてるよぉ……！」

　おお、気がつけば柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じの姿も。あの二人ふたりも、いろいろ協力してくれたからな。そりゃあみんなの晴はれ舞ぶ台たい、気にならないはずがない。

　高校生のくせに何を老ふけ込んだ気になっとるんだというツッコミは禁じ得なかったが、それはひとまず置いておいて。

「……さて、硯谷のメンバーだけど」

　気持ちをコーチモードに戻し、改めてコートへ視し線せんを向ける。

　敵陣に立つのは、未み有ゆちゃん、センターの久く美みさん、ポイントガードの甲こう本もとさん。

　それに、綾あやさんと怜れ那なさんか……！

「昴すばる、大穴が来ちゃったね」

「ああ。もしかすると……って考えてはいたにせよ、な」

　俺おれと同じくコートを注視したまま、葵あおいがごくりと息を吞のむ。

　ハーフタイムのミーティングで俺たちが想定した硯谷の出場メンバーは、全部で三パターン。

　本命、スタメン四人プラス、綾さん。

　対抗、スタメン五人のまま。

　そして、大穴がこの綾さんと怜那さん、二人の五年生を投入してくるパターンだ。

　綾さんの続投は高こう確かく率りつで有り得ると思っていた。第２クォーターの動きも見事だったし、序じよ盤ばんでこちらが愛莉中心の組み立てをした以上、何らかの対策を打たれるのは当然とも言える。性格的にも綾さんならすぐシステムに調ちよう和わできるだろう。

　判断に迷ったのは怜那さんの方。言うまでもなく、常じよう識しき外はずれの個人技は魅み力りよくだ。でもまだ荒削りな面が多いし、未有ちゃんとの両雄が果たして並び立つのかという疑問もある。

　それでもなお可能性を否定しきれなかった理由は、第２クォーター終盤で見せた怜那さんの急成長。まるでスポンジのように刻一刻と『五人で戦うバスケ』の形を吸収していくあの光景は、驚きよう異いを一周回って感銘すら受けてしまうほどだった。

　ハイリスク・ハイリターン。危ない橋だが、もし渡りきればとてつもない化学反応を起こしかねない編へん成せいだ。

「始まるわよ怜れ那な。集中して」

「い、言われなくてもしてますし。……んあ、出られんのはラッキーだけどなんかビミョーにやりづら」

　未み有ゆちゃんに背中を触れられ、一いつ瞬しゆん顔をしかめる怜那さん。

　うん、俺おれも集中だ。なんであれ、綺き羅ら星ぼしの如ごとき強つわ者もの揃ぞろいなのは変わらぬ事実。メンバーに関係なく油断なんて絶対にしてはいけない。





慧けい心しん　21─14　硯すずり谷だに






　第３クォーター開始のブザーが鳴なり響ひびく。

「行くわよ、みすず」

「うん、まずはじっくり一本！」

　先手は硯谷。ラインの外から未有ちゃんがポイントガードの甲本さんにボールを託し、両チームの選手たちがそれぞれの思惑で慧心側のゴールを目指す。

「いつでもオッケーだよ！」

「わ、私もです、先せん輩ぱい！」

　直後に、これからの攻防が間違いなく一ひと筋すじ縄なわではいかないことを実感させられた。

「……覚悟はしていても、実際に目まの当あたりにすると威圧感がすごいね」

「だな。まさに『ツインタワー』って感じだ」

　引ひき締しまった声の葵あおいに、同じような口く調ちようで返事する。

　硯谷の布陣でひときわ目を引くのは、左右のポストライン際に構えた久く美みさんと綾あやさん。個々で比べれば愛あい莉りの方が高身長だが、ビッグマンが二人ふたりに増えたことで総合的な制空権は相手に分ぶがある。高い位置での連携をいかに阻止するか。俺たちにとっては非常に大きな課か題だいだ。

「わたしが抜かれちゃうのは、絶対にだめっ」

「うにゅにゅ、負けるか～！」

　初しよ手てとして、久美さんのマークは愛莉、綾さんのマークは真ま帆ほに任せた。愛莉には正攻法で久美さんを抑え込んでもらい、真帆は粘ねばり強づよさとガッツを活いかして綾さんの自由を可能な限り奪う。単純な背の順で考えたとしても、これがいちばんストレートな回答であるはず。

「………………」

　ライン際のせめぎ合いをコートの中央から見据え、甲こう本もとさんは攻め口を探る。さあ、どっちで来る。久美さんか、綾さんか、それとも。

「お願ねがい！」

「……っ！　いきなり裏をかいてきたか！」

　答えはどちらも不正解。甲こう本もとさんが鋭するどいバウンドパスを繰くり出したのは、ゴール下から逸それた右サイドいっぱい。一見誰だれも居ない場所だったが、恐らくこれは事前に用意された攻こう撃げきパターンのひとつだろう。ツインタワーに意い識しきを引き付け、しかし実際の狙ねらいはコートを縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡る機き動どう力りよくを持ったエースへの──。

「おっけ、ナイスパ──なっ!?」

「よっしゃもらっ──うぇっ!?」

　意表を突かれ、しかめた顔が戻りきらないうちに、敵側でアクシデントが発生した。絶妙なタイミングでパスに追い付いてみせた未み有ゆちゃんの横から、突進するもう一つの影かげ。怜れ那なさんが、まるで仲間の攻撃を阻害するようにボールへ手を伸ばしてしまったのだ。

「な、なに？　アタシにくれたんじゃなかったわけ……？」

　そして怜那さんの方も急に飛び出してきた未有ちゃんに驚おどろき、パスを受け損なう。そのままボールはラインを割って、ボール権が俺おれたちの方に戻ってきた。

　今のは怜那さんが勝手な自己主張をしたわけではないだろう。単純に、ボールが飛んできたから反応した。動体視力と運動神経が良すぎて、逆に徒あだになってしまった場面とも言える。

　だとしても、少し悪いイメージが影を落とすかもしれないな。やはり、怜那さんはチームのシステムに適応できないのではないか。連携を磨き損ねていたぶん、試合の中で実力を発揮するのは難むずかしいのではないか。そんな懸け念ねんが、硯すずり谷だにの中で一息に蔓まん延えんしてもおかしくない。

「……いやあの、えっと」

「さすが、反応早いわね」

「えっ？」

　そんな局面だからこそ、未有ちゃんの対応は実に見事だった。

「あれにいきなり追い付くなんて大したものだわ。でも、今のは未有が打つパターンだから覚えておいて。心配しなくても怜那、あんたにもパスは出すから落ち着いて待ってなさい」

「………………やっぱ、ちょーし狂う」

　未有ちゃんは決して責めることなく、すまし顔で怜那さんの肩を叩たたき静かに踵きびすを返す。以前対戦したときには感じなかった懐ふところの深さと、チームリーダーとしての自負。その変へん貌ぼうは、ある種の貫かん禄ろくすら感じるほどだった。

「キャップ、どーしちゃったわけ？　前はこまっかいことでもいちいちギャーギャー文句付けてきたのに」

「怜那が、似てるからじゃない？　昔の未有に」

「……へ？」

「ほら、ディフェンス戻るよ。悩むより守備で挽ばん回かいしな」

　選手たちが逆サイドに向かう途中で、久く美みさんと怜那さんのそんな会話が耳に入る。

　なるほど。実力は確たしかだけど、モチベーションにムラがあるのが難なん点てん。怜那さんの立ち位置は、言われてみれば最初に出会った頃ころの未み有ゆさんに対する印象と重なる部分がある。

　自分と似ている。だから、なおのこと伝えたい。プレーヤーとしてもう一段高みを目指すために何が必要か。上級生として、チームメイトとして、未有ちゃんは一挙手一投足で語ろうとしているのかもしれない。

　そして、もしかすると。未有ちゃんの意い識しきをそんな風に変えた一因は……。

「いつでもいいわ。来なさい」

「……うん。よろしくお願ねがいしますっ」

　智とも花かたちとの、慧けい心しん女バスとの出会い。いつでも真しん摯しに、練習試合だろうと常に全力でボールを追いかけるみんなの姿が、未有ちゃんの心を動かしたのかもしれない。

　それくらい、五人の眩まぶしさは強く人を惹ひきつける。他ほかならぬ俺おれ自身が、身をもって知っていることだ。

「さあ、確かく実じつに一本決めて差を広げましょう！」

「おー。がってんがってん」

　誇らしさと頼もしさに包まれながら、紗さ季きの手元で弾むボールを見つめる。

　ディフェンスの布陣はオーソドックスなマンツーマン。怜れ那なさんと綾あやさんがまだ経けい験けん不ぶ足そくなことも含め、硯すずり谷だにの基本形であるゾーンディフェンスはあまり向かないという判断だろう。俺としても、慧心にとってはゾーンで来られるよりマンツーマンの方が攻め難むずかしい印象だ。

「さっきのちっこい外国人の師匠ってのがあんた？　ならアタシがばっちり止めてあげる」

　と、ここでもまた怜那さんが単独行動に打って出る。未有ちゃんに並び立つように、智花に対していきなりダブルチームを仕掛けてきた。

「ちょっと、いい加減マンツーマンくらい覚えたでしょ。未有と同じ相手にマークついてどうするの」

「アタシ、この人とやってみたいッス。よろしくッス」

　突然眼めの前で始まった小こ競ぜり合いに、困った表情を見せる智花。これは、さすがに未有ちゃんも怒るかな。わがままを野の放ほう図ずにするところまで甘く接するつもりは、絶対にないだろうし。

「結果を出す前からなんでも思い通りなるほど甘くないわよ。怜那はまずあのあほリボンを止めてみせなさい」

「えー。なんかあほっぽいし気が乗らないッス」

「いい？　甘く見てると痛い目にあうからね。慧心には、フリーにして良い選手なんて一人ひとりもいないんだから。止める自信があるなら、まずは形で証明して」

　ところが予想に反して、未有ちゃんはあくまで冷静に説得を続けた（とばっちりの真ま帆ほはかわいそうだが……）。怜那さんのプライドは傷つけないまま、しかし毅き然ぜんたる態度で違う相手をマークする意義を与えようとする。

「…………そこまでゆーならしゃーないッスね。じゃあ、ちょっくらあっち完封してきます。でも、ちゃんとアタシの実力証明できたらあとで交代して下さいね！」

「ふ、いいわ。その時が来たらね」

　結果、しぶしぶながら怜れ那なさんは真ま帆ほのマークに向かい、ようやくコート場でシンプルな一対一の構図が完成する。怜那さんもこれ以上器うつわの大きさを見せられるのはばつが悪かったのか、意外と素直な引き際だったな。その辺も、相手の心理をよく理解できている未み有ゆちゃんの狙ねらい通りなのだろうか。

「おっ。あたしの相手をする気かね。わはは、あたしは手て強ごわいぞ～！」

「……やっぱり、あほっぽい」

「んだとこらー！　てゆーかキミ、おすしにちゃんとおすしのこと謝あやまれよなー。悪いことしたまんまじゃ自分だってモヤっとしちゃうじゃんか」

「おすしにおすし……？　あー、この前のお祭りの時の話？　だからあれ、アタシのせいじゃないじゃん、ぜんぜん」

　マッチングは、智とも花かに未有ちゃん、真帆に怜那さん、紗さ季きに甲こう本もとさん、愛あい莉りに久く美みさん、ひなたちゃんに綾あやさんという組合わせ。

「……さて、と。どこから攻めましょうかね」

　各おの々おののポジション取りを眼めで追いつつ、静かにドリブルを続ける紗季と心をシンクロさせるつもりで、俺おれも攻こう撃げきの青写真を描いてみる。まずは、どう動く？

　以前のようにかっとなるようなことはもうないだろうとは思うものの、念のため怜那さんとの言い争いで気持ちが昂たかぶっていそうな真帆はいったんクールダウンさせたい。となると出鼻からエース対決に委ゆだねるか、それとも自分から切り込むか。

「──愛莉！」

「はいっ」

　あるいは、明めい確かくに対策が打たれたところへ、あえて放り込んでみるか。これが一番強気の選択となるだろう。相手に合わせるのではなく、あくまで自分たちの武器を固持してみせる構え。もちろんリスクはあるが、突破を為なせば点数以上に心理的なアドバンテージを大きく稼かせげる。

「紗季ちゃん強気！　ふふっ、なんだかどんどん昴すばるっぽくなっていくね」

「あはは、だとしたらすごく光栄だな」

　ぐっと拳こぶしに力を込める葵あおいにそう言われ、笑えみが漏れる。言葉を超えて共感を得られているのであれば、同じポジションとしてこんなに嬉うれしいことはない。

「……私も、ポイントガード目指せばよかったかな」

「えっ？　なんだって？」

「なんでもないわよ！　試合に集中しろバカ！」

　……理不尽な。歓声で聞き取りづらくて尋たずね返したらすごい剣けん幕まくで怒られてしまった。

　ともあれ、葵の言うことはもっともだ。今はコンマ一秒たりとも、コートから眼を離はなしていい時じゃない。

「綾あや、おねがい！」

「はい！　愛あい莉りさんっ、よろしくお願ねがいします！」

「綾ちゃん……！」

　パスが通るや、やはり綾さんが矛ほこ先さきを切り替え愛莉にダブルチームを仕掛ける。近い身長の二人ふたりが並び立つと、愛莉の長ちよう軀くをもってしても切り抜ける隙すきはほとんど見当たらない。かつて気弱だった頃ころの愛莉ならば、この圧迫感と対たい峙じしただけで萎い縮しゆくは免まぬがれなかっただろう。

「わたしも、負けない……引かない！」

　でも、もうそんな心配など無用。仲間に助けられ内面の強さを手に入れた今なら、戦わずして後ろに下がるような選択などするはずがない。この時も誰だれもが抱いた期待の通り、高い壁かべに正面から向き合ってくれた。

　さあ、どうだ。二人がかりとはいえ、付け焼き刃で止められるほどヤワじゃないぞ、俺おれたちの正センターは。

「綾、しっかりハンズアップ！　パスコース塞ふさいで！」

「はい！　何度も練習してきたんだもん。……いつか、こんな日が来ることを。愛莉さんの前で、恥ずかしくないプレーをする日を夢見て！」

「ん……っ」

　付け焼き刃──硯すずり谷だにを前に、あまりにも軽率な表現だったか。

　付け焼き刃であるはずがない。初はつ恵え先生、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが満を持して投入してきたのだ。連携が充分に熟じゆく練れんしていることは、その時点で明らかだった。

　ダメだ、隙がない。この二人を相手にして単身で攻め入ろうとするのは、いくら愛莉でも分ぶが悪すぎる。

「一度戻して！　無理に付き合うことはないわ！」

「うん、ごめんね紗さ季きちゃん！　おねがいっ」

　だからといって悲ひ観かんするつもりなど皆無だけどな。正面突破が無理でも、攻め口は別に作り出せば良いだけだ。

「ひな、みんなで愛莉をサポートよ！」

「おー。おまかせあれ」

　愛莉の背後からパスを受け取った紗季は、迷わずひなたちゃんへボールを託す。さすがは我らが頼れる司令塔、大事な場面で最善手を確かく実じつに選んでくれる。

　そう、ここはひなたちゃんの突破力に頼るべき場面だ。本来のマーク相手が手て強ごわければ手強いほど、綾さんはダブルチームに切り替えづらくなる。ひなたちゃんへの警けい戒かいを高めておけば、すなわち愛莉に対するプレッシャーを軽減することに繫つながるのだ。

「いくぞー」

「は、はいっ」

　逆サイドへパスが通るのを見て、綾あやさんはダブルチームを解除しひなたちゃんに付く。かなりの身長差がある組み合わせだが、オフェンスにおいては小さいから不利と必ずしも言えないのは前回の練習試合でも既に実証済み。

「とー」

　ひなたちゃんの十お八は番こ、沈み込むような低いダックイン。自分の膝ひざ下した近くまで身を屈かがめた相手を止めるのは、上うわ背ぜいが有れば有るほど困こん難なんを極める。

「……んんっ！」

「えっ!?」

　正直、この攻こう撃げきは成功する自信があった。

「……おー。失敗しちゃった」

　だからこそ、ひなたちゃんの手元からボールが消え去った瞬しゆん間かん、俺おれは驚おどろきの声を抑えることができなかった。

「やった、止められた……！」

　二人ふたりの身体からだが重なる瞬間、綾さんは見事スティールを決めていた。それも、並の方法ではない。腰を捻ひねりこみつつコートに肩がくっつくほど身体を後傾させ、それでも地に足をしっかり付けたまま、稲穂のようなしなやかさでひなたちゃんの手元をさらってみせたのだ。

「うはー。あの子、やわっこいな～。サーカス団員みたいじゃん」

「サーカス……あ！」

「そういえば、綾ちゃんって元々は……！」

　ミホ姉ねえの感嘆をきっかけに、ぎくりと顔を見合わせる俺と葵あおい。

　綾さんはバスケ部に入る前、体たい操そう部ぶに所属していたと聞いた。それゆえの柔らかさと、バランス感覚の良さが、あのスティールを成立させたのか。

　なんてこった。怜れ那なさんのプレーに関して曲芸的だという認にん識しきはあったが、それだけでは足りなかったようだ。

　──硯すずり谷だにに新加入したイリュージョニストは、二人いた。

　もっとも、元体操部所属という情報だけでその可能性を想像するのは、いささか難むずかしすぎたと言い訳せざるを得ないが。

「ナイスディフェンス綾！　相変わらず珍妙な動きするねぇ」

「ち、珍妙……」

「あはははは、褒ほめ言葉だってば。ん、いけるね。綾と組めば、ゴール下を私たちのものにできる」

「は、はいっ！　この後も、久く美み先せん輩ぱいのサポートがんばりますっ」

「違うよ。もうどっちがサポートとか、そういうカタチじゃない。綾もとっくに、硯谷のもう一人ひとりの正センターだよ。私と一いつ緒しよに、チームを支えよう」

「…………先せん輩ぱい」

　自信に充みち満みちた顔で自陣に戻る、久く美みさんと綾あやさん。あの二人ふたりの存在は、俺おれたちにとってこの後も文字通り高い壁かべとなりそうだ。

　だがしかし、それを乗り越えずして勝利はない。

「みんな、マークチェンジ！」

「おっ！　いきなりかすばるん！　よっしゃ了解っ！」

　予定を切り上げて、一枚カードを切る。天から舞まい降りた宝物のようなとっておきの『高さ対策』を、出し惜しみせず今ここで解放してしまおう。

「４番、オッケー」

「５番、オッケーですっ」

「６番、オッケーよ」

　ディフェンスに戻り、自分のマーク相手を声出し確かく認にんする五人。智とも花かは未み有ゆちゃんにつき、愛あい莉りが久く美みさん、紗さ季きが甲こう本もとさん。ここまでは変化なし。

「くふふ、取りかえそーぜヒナ！」

「おー。やられたら、やりかえす」

「……えっ」

　入れ替わるのは、真ま帆ほとひなたちゃん。ちょうど先ほどの攻防を逆転する形で眼めの前に立ちはだかるひなたちゃんを見て、綾さんは意外さを満面に刮かつ目もくする。

　戸惑うのも無理はない。真帆でさえミスマッチ気味だったのに、まさかさらに小さな選手を相手することになろうとは夢にも思わなかっただろうし。

「なめられてる、とは考えにくいけど……」

　怪け訝げんな顔をしながらも、甲本さんは迷わず綾さんにボールを託す。常じよう識しき的てきに考えればこのミスマッチ、突破口にしない理由などゼロに等しいのだから当然の判断だ。

　でも、その通り。決して相手をなめたり、自じ暴ぼう自じ棄きになったりしての作戦なんかじゃない。

「姉ねえ様さまなら、必ず……！」

　祈るように組んだ両手の奥で瞳ひとみに信念の光を宿らせるかげつちゃん。そうとも、姉妹で編あみ出したあの技術なら、綾さんにだってきっと通用する。

「とー。ぴったんこ」

「……っ」

　ボールを受け取った綾さんに、密着ディフェンスを繰くり出すひなたちゃん。ここまで距きよ離りを詰められると、ドライブで抜き去るのは物理的に難むずかしい。

「綾、落ち着いて！　そのまま打っちゃって良いよ。練習通りやれば大丈夫！」

　しかし、上方向のガードはがら空き。ひなたちゃんの身長では、綾さんのシュートを防ぐ術すべがひとつもない。

　と、思うよな。普通なら。

「だめです。しゅーとは打たせません」

「う……えっ。こ、これ、どうしたら……？」

　しかし、ひなたちゃんは思いもよらぬ方法で、自分よりだいぶ背丈のある相手の自由を奪ってみせる。

　ボールを持ち上げ、さらに高さの利を稼かせごうとする綾あやさんに対し、ひなたちゃんはあえて逆に下へと潜もぐった。背中を丸め、綾さんの腰から太ももにかけて覆おおい被かぶさるようにして、ほとんど肌が触れ合うすれすれのところまで自らの身体からだを投げだしたのだ。

「ジャンプ、できない」

　すると、綾さんの下半身の可動域が大幅に狭せばまる。少しでも上や前に動こうとするとひなたちゃんと接触事故を起こし、ファウルを取られてしまいかねない。

「くっ……！」

「シュート、落ちるわ！　みんなリバウンド！」

　結果、苦心して上体だけで放たれたシュートはいわゆる『手打ち』となり、精度が大幅に落ちてしまう。綾さんの手からボールが離はなれた瞬しゆん間かん紗さ季きが確かく信しんした通り、ポストライン際から描かれたアーチは長さが微妙に足りず、リングに弾はじかれ下にこぼれた。

「とったよっ！」

「ナイスだアイリーン！」

　すかさず愛あい莉りが跳び、ボールを確保。これで第３クォーターは開幕から三連続でターンオーバー。両チームとも得点を奪えず、奪われない、非常に緊きん迫ぱくした立ち上がりとなった。

「ドンマイ、綾。ごめん、想像以上に手て強ごわかったね。慧けい心しんさんが、無意味にマークチェンジなんてしてくるはずがないとは思ったんだけど」

「いえ、ありがとうございますっ。……ダメだよ、私。せっかくここまで来たんだもん。もっとしっかりしないと」

　悔しそうに、ぐっと唇を嚙かむ綾さん。ますます静かな闘とう志しに火が点いたことが伝わってくる。でも、あのディフェンスに急速対応するのは至し難なんの業わざだろう。

　例えば葵あおいのようにフェイダウェイシュートを打てれば、後ろに飛ぶことでひなたちゃんとの距きよ離りを稼ぐことが出来る。あるいはミミちゃんが見せたスピンムーブやターンアラウンド＆ジャンパー。あれらの技も狭いスペースで相手を引きはがすのに有効だ。

　しかし、綾さんはバスケを始めてから日が浅い。基き礎そ力りよくはもう充分備わっているとはいえ、持ち技の数自体はそう多くないはず。

　読みが正しければ、綾ちゃんとひなたちゃんは攻守ともがっぷり四つに組み合える相手となり得る。

　当初の予定では、もう少し綾あやさんの成長具合を見定めてからこの形に持ち込むつもりだった。が、いきなり度肝を抜くようなスティールを決められてしまった以上、続けて良いリズムに乗せるのは得策じゃない。綾さんを起点にチーム全体が活気付いて、流れが硯すずり谷だにの方へと向いてしまう事態は絶対に避けなくては。

　それに、もう一つ。ひなたちゃんのオフェンス失敗を、可及的速やかに成功で上書きさせてあげたかったのだ。

　だって、似合わないだろう。

　──天使に挫ざ折せつは、似合わない。

「ひなた、ナイスディフェンス！」

「さすが姉ねえ様さまです！　格好良すぎです！」

「完かん璧ぺきだったよ、ひなたちゃん！」

　智とも花か、かげつちゃん、俺おれ。さらにあちこちから称しよう賛さんの声がひなたちゃんに届けられる。

「おー。せんきゅー」

　それに応こたえる、無邪気な微笑ほほえみ。ひなたちゃんの成長をこうしてずっと見つめ続けてこられたことへの感かん謝しやが、今にも全身から溢あふれそうになる。

　でも、当然まだまだ油断は禁物。後半戦は、始まったばかりだ。





慧けい心しん21─14硯谷






　双方無得点の時間が長引いているが、この状況を『停滞』と見なす観かん戦せん者しやは、おそらくひとりとして居ないだろう。

　究極的に張り詰めた緊きん張ちよう感かんが、コートの中に立ちこめている。ほんの小さな綻ほころびから溜たまりに溜まったエネルギーが一気に噴ふん出しゆつされそうな、紙一重の均きん衡こう。次の得点は、数字以上に大きな意味を持ちそうだ。

「サキ！」

「…………ん、いいわ。任せたわよ」

　紗さ季きの選択は、智花と並ぶ得点力を誇る真ま帆ほへのパス。愛あい莉りの負担を軽くする意味でも、正しい選択だろう。既にエースとして認知されている智花に頼りすぎるより、バリエーション豊富な攻め手を見せて的を散らした方が硯谷に迷いを植え付けられる。

「おっしゃいくぜ。正義のライスシバーガーパワーを見せてやる！」

「意味分かんないし。なんでも良いからかかってくれば。とりあえずあんた止めなくちゃそっちのエースと対戦させてもらえないらしーんで」

「相変わらずナマイキちゃんだな……っと！」

　半はん眼がんで溜ため息いきを漏らしたのもつかの間、静止状態からいきなりトップギアに入れてドライブを繰くり出す真ま帆ほ。

「うわっと!?　……あぶな、急に来ないでよ」

「急に行くからキクんじゃん。ほらほら、まだ続くよん」

「……っ」

　惜しくも進路を塞ふさがれてしまったが、今のはただの小こ手て調しらべとばかりに連れん撃げきでストップ＆ゴーが続く。

　真帆の最大の武器は、この出足の速さと急ブレーキをものともしない軸の強さ、そして無酸素運動を底なしに繰くり返せるほどの体力を駆使して放つ波状攻撃だ。瞬しゆん間かん的な突破力なら智とも花かや未み有ゆちゃん、怜れ那なさんには敵かなわないかもしれないが、

「くふふ、さっすがよく付いてくるね～。でも、隙すきあり！」

「しまった!?」

　ディフェンスで相手する側にとって、より辛つらいのは真帆の方という見方もできる。追い付いても追い付いてもするりと逃げていく先の見えなさが心身に与える疲労感は、対たい峙じした者にしかわからない。

「あれ、ウザいよね……」

「うん、ちょーウザい……。いかにもマホって感じ」

　竹たけ中なか姉妹がベンチで溜ため息いき交じりに呟つぶやく評も、言葉は悪すぎるが敵側の立場からすれば正せい鵠こくを得ている。

　早い話。慧けい心しんの十人のうち、ディフェンスしていて一番しんどいのが真帆だ。

「おっしゃ、後半初得点！」

「…………ファック」

　怜那さんを躱かわしてレイアップを決め、真帆が右手を突き上げる。これで点差は九点まで広がり、最高の形でスコアボードが再び動き出した。

「ドンマイ怜那。よく食らいついていたわ。でもこれでわかったでしょ。警けい戒かいが必要なのはひとりじゃないって」

「……そういうの、いいッス。なぐさめとかいらねーッス」

「ちょっと待ちなさい。未有は別に同情してるつもりじゃ」

　唇を嚙かむ怜那さんの肩に優やさしく乗せられた未有ちゃんの手が、さっと振り払われる。

「大丈夫ッス。やられたぶんは、自分でやりかえすんで」

　でも、それがいじけてる態度なんかじゃないことは、怜那さんのぎらつく双そう眸ぼうを覗のぞけば明らかだった。

「ふ、余計なお世話だったわね。いいわ、好きになさい」

「どーも……っ！」

　呆あきれ笑いを浮かべながら、未み有ゆちゃんはエンドラインからパスを送る。それを受けるや、矢のようなドリブルで敵陣に突っ込んでいく怜れ那なさん。息をもつかせぬ速攻で、いきなりこちらのゴールを狙ねらってきた。

「そーはさせるかっ！」

　負けじと追いかけ、真ま帆ほがマークに付く。再び別の形で、そっくり攻守を入れ替えた一対一のバトルが勃発した。

「たったひとり抜くのにまだるっこしく時間使ってどーすんだっ、ての！」

「えっ、ちょっ!?」

　しかし、決着は一いつ瞬しゆん。怜那さんは、またしても超ちよう弩ど級きゆうの『曲芸』を披ひ露ろうする。

　立ちはだかった真帆の眼がん前ぜんで、力いっぱいコートに叩たたきつけられたボールが跳ねる。

　ただし目標は股また下したではなく、頭上。身長よりも遙はるか高いところまで到達した軌道を啞あ然ぜんと目で追う真帆を尻しり目めに、怜那さんはゴール下まで駆け抜け、ジャンプして中空で待ち構える。

「──っし！」

　そしてそのまま、キャッチ＆リリース。プロ選手がエキシビションで披露するような『一人ひとりアシスト』を、小学生が実戦の最中に成功させてみせたのだ。

「……もはや、言葉も出ないな」

　溜ため息いき、不ふ可か避ひ。いやはや後半の先取点で流れを摑つかめるかと思ったが、そんな単純にことが進む相手ではないと再さい確かく認にんさせられた。

「うあー失敗した。びっくりしてないであたしも一いつ緒しよにボール追いかければよかった」

「ふふ。……リベンジ、したい？」

「あたりき！」

　とはいえ、今さら怜那さんの大技だけで情勢が動くこともない。こちらはこちらのリズムで、取り返せば良いだけだ。

　再さい反はん撃げきに燃もえる意を汲くむように、紗さ季きは再び真帆にパスを出す。幼なじみへの粋いきな計らいとも見て取れるが、純粋にここまでの動きの良さを買っての選択かもしれない。判断力や身体からだのキレ、どこを見ても今日きようの真ま帆ほは絶ぜつ好こう調ちよう。硯すずり谷だにのインサイドがさらに鉄てつ壁ぺきとなった今、ムードメーカーの負けん気の強さは突破口を開くための要かなめとなりそうだ。

「もいっちょいくぜ！　ついてこれるかな～？」

「あーもー声でかい。うっさい。また長ったらしくてウザい攻めでもなんでも勝手にすれば。今度は蹴け散ちらしてやる」

「ふふふ。あたしはドコンジョーのねばりもすごいけど、他ほかもすごいんだぜ……ヒナ！」

「おー。からのー、まほ！」

「!?」

　執しゆう念ねんを満面に立ちはだかる怜那さんの脇わきをかすめ、真帆はひなたちゃんにボールを通す。刹せつ那な、跳弾のように鋭するどくリターンされたパスを受けて、ランニングシュートが放たれた。

「ナイスアシスト、ヒナ！」

「わーい。ないしゅーと、まほ」

　見事な連携で得点を奪った二人ふたりが、誇らしげにハイタッチ。さすが、お見事。真ま帆ほは断じて１ｏｎ１に固執するプレーヤーではなく、むしろ仲間とのコネクトこそが本領だ。他ほかの四人もそれは同様で、だからこそ慧けい心しん女バスはチームとしてこんなにも隙すきがない。

　硯すずり谷だに女じよ学がく園えんのベストメンバーとだって、互角以上に渡り合える。

「くっそ、くっそ！」

「怜れ那な！　いったんこっち！　じっくり攻めるわよ！」

「でも！」

「チームのバスケ、楽しいって思えたんでしょ！　なら、ちゃんとチームで戦って。でないと、あの五人には絶対に勝てない。心配しなくても、ちゃんとパスは出す。これでも、わりとあてにしてるんだからね」

「…………あのツインテウザ女。あとで覚えてろ」

　即座に反はん撃げきを試みようとした怜那さんだったが、未み有ゆちゃんから冷静にいなされ、しぶしぶながらパスを出す。

　あのまま熱あつくなってくれたらこちらとしては楽だったが、自分の立場を棚に上げてあえて言えば『そうこなくちゃ』という思いもあった。せっかく、ボルテージ最さい高こう潮ちようの激げき戦せんが繰くり広げられているのだ。相手にするのはバッチリ嚙かみ合った硯谷が良い。その上で、慧心が勝利するところを見たい。

　ガキだよな、俺おれもまだまだ。でもこの気持ちに噓うそをつくのは、ちょっと難むずかしそうだ。

「いくよ、一本じっくり！」

　リズムを取り直すように、預けられたボールを静かにドリブルで運ぶ甲こう本もとさん。さあ、ここはどう来る？　折り合いを付けたい怜那さんはいったん休ませる可能性が高いが、誰だれもがそう考えてしまう場面なので逆に裏をかかれないよう注意は必要だ。

「13番オッケー！　超オッケー！」

「だから声でかいっての。しかもくっつきすぎだっての。だーじゃまくさ！」

　真帆もその辺はよく理解していて、マークに抜かりは少しもない。単純に、いつでも全力投球だからという性格的な理由かもしれないけど、とにかくしっかりとフェイスガードを継続してくれている。

「未有！」

「任せなさい」

　託されたのは未有ちゃん。エースの刃やいばを鞘さやから抜き、ここは確かく実じつに点数を奪いに来た。

「怜那、逆サイド行くよ。……よーく見てて、あんたもこれから、こういう場面増えるはずだから、ね」

「別に、今すぐでもいーんスけどね……」

　続けざまに久く美みさんに導みちびかれて怜れ那なさん、さらには残る硯すずり谷だにメンバー全員も未み有ゆさんの立つ側とは逆の左サイドに集結する。

　──アイソレーション。ポイントゲッターの個人技を最大限活いかすため、あえて一人ひとりと四人に分ぶん離りしてスペースを広く使わせる布陣だ。

「負けないよっ」

「ふ、まずは小こ手て調しらべね」

　慧けい心しんも、真っ向から迎むかえ撃うつ形で智とも花かだけが右サイドに。両エースが静かに視し線せんで火花を散らし、ベンチにもぴりりとした緊きん張ちよう感かんが迸ほとばしる。

「っ！」

　外け連れん味みなく、未有ちゃんが仕掛けた。ぱっと見は直ちよく線せん的てきなドライブだが、目線で一回、さらには肩で一回、巧たくみにフェイクを織おり交ぜてからの急速発進だ。さすが強豪を牽けん引いんしてきただけあって、以前見たときよりも鋭するどさと流りゆう麗れいさが増している。

「まだまだ！」

　さりとて智花も負けてはいない。一いつ瞬しゆんバランスを崩しかけたもののすぐに立て直して食い下がり、併走状態を保ったままレイアップの態勢に入った未有ちゃんのシュートコースを高く掲げた両手で塞ふさいでみせた。

「綾あや！」

「はいっ！」

　しかし、相手の狙ねらいにはまだ奥があった。ブロックショット成功を予感した直後、密集状態の左サイドから飛び出してくる影かげが一つ。綾さんが滑らかな身体からだ捌さばきで人垣をすり抜け、空中でパスへ狙いを切り替えた未有ちゃんからボールのバトンを受け取る。

「やっ！」

「おっけ、ナイッシュ綾！　飛び出しも良かったよ」

「あ、ありがとうございますっ！」

　新たな攻こう撃げきパターンを披ひ露ろうした二人ふたりが、控えめにタッチを交わす。

　く、敵ながらあっぱれ。優すぐれたバランス感覚を活かし小さな隙すき間まを突いてゴール下に躍おどり出る綾さんの姿からは舞ぶ踊ようを見ているかのような優ゆう雅がさを感じたし、寸分の狂いもないコンビネーションはちょっとやそっとの努力で身につくものじゃない。

　短期間でこの域に達するには、いったいどれほどの地道な鍛たん錬れんが必要だったのだろう。想像するだけで、綾さんのバスケへ注いだ真しん摯しな情じよう熱ねつが伝わってくる。

「すごい、綾ちゃん。わたしも負けていられないね」

「愛あい莉りさん……。も、もっともっと愛莉さんに認めて貰もらえるように、私もがんばります！」

　恵まれた身体からだを並べ、短く会話を交わす愛あい莉りと綾あやさん。互いを称たたえ合う二人ふたりの絆きずなに、どこかライバル関係を超えた美しさを感じてしまう。

「怜れ那な、見たでしょ。今みたいに一対一に的を絞らせないことが、後々一対一を仕掛けるときにも役立つの。自分で抜くことだけが、エースの仕事じゃない」

「い、いちいち言われなくてももう大丈夫ですし」

「ディフェンスも同じだよ！　抜かれないようにするだけじゃ足りないの。周りの動きも常に注意してないと！」

「わかりました！　わかりましたってばもう！」

　六年生の間でリレーするように、今度は甲こう本もとさんが怜那さんにアドバイスを投げかける。あまり吞のん気きなことを考えていられるような場面ではないものの、大事な愛まな娘むすめを交代で辛しん抱ぼう強づよくしつけているような様よう子すに、つい微笑ほほえましい気持ちになってしまう。

　やっぱり、硯すずり谷だにも良いチームだ。実力は言わずもがな、それ以外も含めて。

「あーくそ。試合に出られんのはいいけどさっきからオコゴトばっかり。アタシの才能がかわいそうだ……」

「こらこら～、そんなぶーたれてないでちゃんと先せん輩ぱいの言うこと覚えといた方が良いよん。バスケは上う手まいんだからあとは経けい験けんだけだって！」

　げんなりした面持ちで守備につく怜那さんに、白い歯を覗のぞかせる真ま帆ほ。悪気がないのは俺おれたちならすぐにわかるんだけど、怜那さんには挑発に聞こえてしまったのかもしれない。目め尻じりをますます釣り上げ、今にも襲おそいかからんばかりに真帆を睨にらみ付けている。

「……いい気になんなボケ。止める。次こそ絶対止めてやる」

「くふふ、受けて立ってやる。サキ！　パスちょーだい！」

「……また？」

「もう一回だけ！　だいじょび、今日きようのあたしはキレッキレだぜ！」

「ふふ、まぁそれは残念ながら認めざるを得ないわね。いいわ、頼んだわよ！」

「あいよっと！」

　リクエストに応こたえ、紗さ季きは再び真帆にボールを持たせる。あまり攻めがワンパターンになるとよろしくないが、確たしかに好こう調ちようの勢いに乗っかるのも大いにアリだ。真帆が作りだしてくれている良いリズムに、今は身を委ゆだねてしまおう。

「いくよんっ」

「そうそういつまでも好きにさせるかっ！」

　連続する、タイマン勝負。緩かん急きゆうを織おり交ぜて右に左に、時には後ろに。変幻自在な動きで真帆は怜那さんを翻ほん弄ろうしにかかる。

「抜くだけじゃない。周りも使ってくる。よく見ろアタシ。よく見て、全部防げ」

　今回の怜那さんは、良い意味で慎重だ。闇やみ雲くもにスティールを狙ねらうだけじゃなく、有効なパスコースを与えないよう機き敏びんにポジショニングを修正しながら、我慢強く真ま帆ほの狙ねらいをひとつひとつ潰つぶしにかかっている。

　派は手でさはないが、決定的な隙すきも見せない。教科書に載せたいくらい、真しん摯しでひたむきなディフェンスだ。

　ますます、成長している。この試合を通して、怜れ那なさんはどんどん真の意味で名プレーヤーとしての片へん鱗りんを覗のぞかせつつあった。

　……そう。怜那さんの変化は、敵味方を超えて確たしかな形としてひしひしと伝わってくる。

　だから、だからこそ。




　次の瞬しゆん間かんに起こった出来事は。

　本当に、本当に不幸な事故だったと言うしかない。




「アイリーン、ちょいと失礼っ！」

　やや攻めあぐねていた真帆は、愛あい莉りとスクリーンプレーを仕掛けた。仲間に壁かべ役やくとなってもらい、食い下がる怜那さんを引きはがそうと愛莉の背後を急速旋回する。

「そうくると思ってたっつーの！」

　しかし、怜那さんはその狙ねらいを読んでいた。愛莉と身体からだが重なるより速く自分もまた進路を変更し、真帆の行き先に先回りするべくやにわに右に折れる。

「えっ!?　怜那!?」

「うわ、ちょ、邪じや魔まッス先せん輩ぱい！」

　すると、同じ場所に走り込もうとしていた選手がもう一人ひとり。真帆に対しヘルプディフェンスに付こうと、愛莉からマークを外した久く美みさんだった。硯すずり谷だにの選手同士、向かうベクトルが図らずも交差してしまう。

「くそっ！」

　このままでは仲間とぶつかってしまうと、横っ飛びで緊きん急きゆう回かい避ひする怜那さん。

「──え」

　その、着地点に。

　………………真帆もまた、トップスピードで走り込んでいた。

　はっと双そう眸ぼうを見開く二人ふたり。しかし既に身体の動きを制御する猶ゆう予よは残されていない。

　真帆と怜那さんとの距きよ離りが、急きゆう激げきに、しかしどこかスローモーションに似た無情な鮮せん明めいさを保ちながら、どんどん狭せばまっていき、そして──

「んがッ……！」

　──火花が散るような激はげしい衝しよう突とつ。

　螺ら旋せんを描きながらコートに叩たたきつけられる、俺おれたちの、頼れる仲間。

「……………………ぅ、ぁ」

　胎たい児じのようにうずくまり、ベンチに小さな背中を向けたまま、真ま帆ほはぴくりとも動かない。

「真、帆……？」

　眼めの前の出来事を信じたくない、受け入れたくない。智とも花かの虚うつろな瞳ひとみが、愕がく然ぜんの色に染まる。

　数秒前の躍やく動どうが噓うそのように、慧けい心しん側も、硯すずり谷だに側も皆が皆、眼の前の出来事を受け入れられぬまま、全すべての動作を止めて立ち尽くし、コート全体の時が静止する。

「まほ！」

「真帆ちゃん、大丈夫っ!?」

　鉛のような硬直を経て、ようやく至近にいたひなたちゃんと愛あい莉りが我に返り、血相を変えて駆け寄る。

「……う、うあああっ……い、いっつ……！」

　それでも真帆は依然として、起き上がれない。右足を両手で抱くように身体からだを丸め、悶もん絶ぜつと共に身をよじり続けるばかりだった。

「そんな、噓でしょ……」

「真帆、真帆ぉおおっ！」

　紗さ季きと智花も喉のどを震ふるわせながら叫びかけるが、未いまだ真帆は返事もままならない。

『担架、担架だ！』
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　競きよう技ぎは一時中断され、蒼あおざめた俺おれ、葵あおい、ミホ姉ねえ、羽は多た野の先生も身を強こわ張ばらせながら真ま帆ほを囲む輪わに加わる。

「ち、違う……。違うってば。今のはわざとじゃ……」

　コート内では両手で髪をかき乱す怜れ那なさんが、未み有ゆちゃんに肩を撫なでられている。

　故意で起きた衝しよう突とつではないと、誰だれの眼めにも明らかだったから、怜那さんを責めるような心こころ積づもりはない。

　それでも、今は相手に伝えるべき言葉を用意する余裕など、俺たちは持ち得なかった。
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「……どう、真ま帆ほちゃん？」

「んあ。まだちょっとピリピリするけど、だいぶ痛くなくなってきた」

　羽は多た野の先生の問いに、ベンチに横たわったまま苦笑いで答える真帆。

　不幸中の幸いと言うべきか、今すぐ病院に行かなくてはならぬほどの深刻な傷は受けていないようだ。みんなの顔に、いくらか安あん堵どの色が浮かぶ。

「腫はれも出てこないし、よかったわ。たぶん、一時的に足をつっただけだと思う。でも、まだ捻ねん挫ざや肉にく離ばなれの可能性もあるからアイシングでもうしばらく様よう子すを見ましょう」

　てきぱきと、真帆の足に氷をあてがって下さる羽多野先生。こんな事態を想定していたわけではないが、ベンチに加わって下さったことを改めて感かん謝しやせざるを得ない。おかげで、自分たちもパニックに陥らず済んだ。

『………………』

　ふと応援席を見上げれば、真帆の両親と久く井い奈なさんが切せつ羽ぱ詰つまった表情で身を乗り出していた。今すぐ駆けつけたい気持ちを必死で抑えているのが伝わってきて、なんとも言葉に詰まる。

「あはは、おとーさんもおかーさんもやんばるも大げさに心配しすぎだってば。だいじょびだいじょび、ぶいっ」

　真帆もその様子を目に留めるや、高らかにピースサインを掲げる。

　……強い子だ。辛つらいだろうに、おくびにも出さない。

「慧けい心しん学がく園えんさん。選手交代を認めるので、五人でコートに戻って下さい」

　主しゆ審しんの方が歩み寄り、遠えん慮りよがちにそう伝えた。本来第３クォーターの途中でメンバーチェンジすることはできないが、こういう不測の事態では特例となる。

「でも……」

　言いい淀よどみ、泣きそうな瞳ひとみを真帆に向ける智とも花か。つながりが深い五人だから、気持ちを切り替えて試合に……とはどうしても考えることができないのだろう。

「もっかん、みんな。行ってきて。すぐ、戻るから。必ず戻るから」

「真帆ちゃん……」

「そんな泣きそうな顔しないでよアイリーン。ハッチも大したことないって言ってたじゃん」

　真帆本人から背中を押されても、四人はなかなか動けない。

　と、不意にミホ姉ねえが『ぱん』と掌てのひらを打ち合わせて耳目を集めた。

「みんな。……真帆が、一番喜ぶと思うことをしてあげな。こんな時、真帆ならどうされたいと思うか。真帆の気持ちになって考えて、そんでどうするか決めろ」

　その言葉に、はっと顔を見合わせる智花たち。

「……試合、続けましょう。真帆が戻って来るまで、みんなで持ちこたえましょう」

「おー。まほ、休んで元気になって。それまで、ひなたちががんばる」

「くふふ、了解っ。任せたぞ～！」

　横たわる真ま帆ほと、紗さ季き、そしてひなたちゃんが優やさしくタッチを交わし、智とも花かと愛あい莉りも同じように続く。

　……さすがは、皆の担任教師。試合前、ミホ姉ねえに対し『ベンチインさせなくても』なんて冗じよう談だんでも思ってしまったことを、平手を突いて謝あやまりたい気分だった。

「ほれコーチ！　ぼさっとしてないで五人目誰だれにするか決めろ」

「……おう。ありがとうミホ姉、恩に着る」

「にゃはは、余計なことは言わんでいいから仕事しろって」

　明るく振ふる舞まうミホ姉に頭を下げ、俺おれも襟えりを正す。今はうろたえるより、チームのためにできることをしよう。

　予期していなかった、イレギュラーなメンバー交代。

　適任は、誰だ。

「……いいよ、いつでもいくよ」

「ボクもつばも、真帆の穴くらい埋めてみせる！」

「カタキウチ、おまかせいただけるナラバ」

「もう許さない。あの暴あばれ者もの、いい加減黙だまらせてくるわ」

「姉様と共に戦う覚悟はできています」

　五年生たちの方に視し線せんを向ければ、全員が闘とう志しを表に出して頷うなずきを返してくれた。

　どうする、べきか。

　椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんは、二人ふたり同時に出てもらうのがベスト。

　雅まさ美みさんは怒りが強すぎて、今すぐだと気合いが悪い方に向きかねない。

　となると、ミミちゃんかかげつちゃんだが。

「……かげつちゃんに、お願ねがいしたい。葵あおいは？」

「私も賛さん成せい。愛莉ちゃんの負担を軽くするためにも、高さを足す方向で良いと思う」

　見解が一致。やはりここで奇策は不要か。ツインタワーに対抗するため、こちらもセンタープレーヤーをもう一人ひとり増やそう。

「かげつちゃん、いいかな？」

「……はい。真帆先せん輩ぱいの代わりは務まらないと思いますが、自分にできることは出しきってみせます！」

「たのんだぞゲッタン。ゲッタンなら、絶対うまくやれる！」

「おー。かげ、ひなといっしょにがんばろう」

　真帆とひなたちゃんからの激げき励れいを受け、唇を嚙かみしめながら立ち上がるかげつちゃん。

「行ってきます！」

「カゲツ、たのみマシた」

「五年生パワー、全部預けるぞ！」

「だいじょぶだ、ボクたちもついてる！」

「後のことは考えないで、フルパワーで戦ってきなさい！」

　五年生たちの想おもいを一身に受け、智とも花かたちと頷うなずき合ってまっすぐコートの中へ入っていく。

　頼んだぞ、みんな。思わぬ形になってしまったが、真ま帆ほのためにも踏ん張りきろう。





慧けい心しん　25─18　硯すずり谷だに






「……申し訳なかったわ。でも、悪いけどこの後も手は抜けない」

「あれは事故でしょ、謝あやまらないで。むしろ、手を抜かれたらその時こそ本気で怒るから」

「ふ、未み有ゆも逆の立場だったら、きっと同じ事を言っていた気がする。余計な一言だったわね、取り消すわ」

　ゲーム再開間際、紗さ季きと未有ちゃんが小声で言葉を交わす。アクシデントはそれとして、この後も試合は全力勝負。両チームともその想いは揺るぎない。

　──しかし、慧心にとっての精神的支柱である真帆を欠くという事実は、とてつもなく大きいものだった。

「あっ……！」

　スローインから始まったこちらの攻こう撃げきは、愛あい莉りが久く美みさんからスティールを決められてターンオーバー。瞬またたく間まの速攻で、得点を許してしまう。

　その後も思うようにチャンスを作り出すことができず、築いたリードが縮ちぢまっていく。

　時計とけいが残り二分を割ったところで、気付けば七点あったリードは僅わずか一点まで詰まっていた。

「みんな……」

　真帆の、かすれた声。不ふ甲が斐いなく思ってしまっているのか、右手を握りしめ自分の太ももを叩たたく様よう子すに、俺おれはただ静かに頭を撫なでてやることくらいしかできなかった。

「大丈夫。五人なら、きっとリズムを取り戻す」

　信念のままに伝えると、真帆はコートから片時も眼めを離はなさぬままこくりと頷いてくれた。

　……がんばれ、五人とも。苦しいだろうけど、なんとか残りの時間を耐え抜いてくれ。

「く。真帆に情けないところ、見せるわけなんていかないのに……」

　ボールをキープしたまま、どこから攻めるべきか紗季は熟じゆつ考こうを重ねる。ミスを恐れているのか、少しばかり足を止めている時間が長い。焦りが、普ふ段だんの俯ふ瞰かん力りよくに優すぐれたパスセンスを邪じや魔ましてしまっているような感じだ。

　ぜひもないこととわかっていても、脳裏にちらついてしまう。こんな時こそ、勢い任せに道を切り開いてくれる真帆の存在が、俺たちにとってどれほど強力な武器だったのか、と。

　理屈以上のなにか、技術以上のなにかを、真帆は無む意い識しきにいつも与えてくれていたのだ。

「紗さ季きっ！」

「ん……お願ねがい、トモっ！」

　ネガティブな思考を追い出そうと俺おれが頭を振ったその時、智とも花かがアウトサイドまで戻りパスを求める。

　そして、ボールを胸に抱くようにしてすうっと大きく息を吸い込み、




「みんな！　獲とるよッ、まず一本ッ！」




　俺の知る限りでは最大音量の凜りんとした声で、体たい育いく館かんの隅々まで鋭するどい叫びを響ひびかせた。

「もっかん……！」

　驚おどろきと希望を半々に浮かべて、真ま帆ほがぽっかりと口を開ける。

「久しぶりに見たな、智花のあんな鋭するどい眼め……」

　おそらく、出会ったばかりの頃ころ。まだ腐っていた俺にもう一度バスケ部のコーチをして欲しいと告げ、幕を開けた１ｏｎ１の勝負。あの時以来の鬼気迫る気け配はいだ。

　こじ開ける気、なんだな。自分の中にある全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭として、この厳きびしい局面を乗り越えようとしている。

　真帆に、悲しい顔をさせないために。

「智花ちゃん……！　うんっ。わたしも、がんばるっ！」

　仲間と培つちかった場所を守るため、真帆のぶんまでチームを支えようとする真しん摯しさに感化されたかのごとく愛あい莉りも声を張り、瞬またたく間まに全員の表情から迷いが消え去る。

「ふふ、そうよね。真帆の眼の前で、弱気なバスケしてる場合じゃないわ！　みんな、足を止めずに強気でいくわよ！」

「かげ、こっち！」

「はい、姉ねえ様さまっ！」

　紗さ季きが歴戦の軍師顔負けに緻ち密みつな計算で攻めの布陣を整ととのえ、ひなたちゃんとかげつちゃんは姉妹ならではのコンビネーションでめまぐるしくポジションを移動する。不安をうち捨て、活気に満ちた慧けい心しん女バスが今再び舞まい戻ってきた。

「未み有ゆちゃん、行くよっ！」

「受けて立つわ！」

　満を持して、智花が仕掛ける。磁じ石しやくで操あやつっているかのようなボール捌さばきで持てる技を惜しげも無く披ひ露ろうしながら、前へ前へと未有ちゃんを押しやっていく。

「まだまだ！」

　しかし、敵エースも粘ねばり強づよい。何度もバランスを崩されながらも首の皮一枚で踏ん張りきり、智花に決定的な進路を与えようとはしなかった。

「っ！」

　結局、マークを振り切れないまま智とも花かはレイアップを仕掛ける。ちょっと強引な打ち方で、タイミングを合わせて飛んだ未み有ゆちゃんのブロックに潰つぶされてしまう可能性は、ひいき目に見ても少なくない。

　だからこそ、すぐにわかった。狙ねらいは別にあると。

「かげつちゃん！」

「はいっ」

　シュートに見せかけた挙動は、その実仲間へのアシスト。俺おれがコーチとしてチームに加えてもらってから間もない頃ころに伝えた技のひとつであるスナップパスで、智花はゴールにではなく、自分の真横にボールを流した。

「……やった！」

　そこに待ち構えていたかげつちゃんが即座にシュートを放ち、見事ネットを揺らす。停滞を打破し、久しぶりにこちら側へ得点が加算された。

　素す晴ばらしい。リズムを活性化させ、かげつちゃんに自信を与える、最高のプレーだ。

「ナイスシュートだよ、かげつちゃんっ」

「えへへ、やったねっ！」

「さすが、年下とは思えないほど冷静ね。頼りになるわ！」

「わーい。かげ、すごい。ひなも負けてられませんなー」

「ありがとうございます！　先せん輩ぱい、姉ねえ様さまっ！」

　祝福を受け、恐きよう縮しゆくしつつも面おも持もちを軽くするかげつちゃん。

　大丈夫だ、戦える。六年生同士、五年生同士で組んでもらうのがベストな布陣だとしても、十人で共に切せつ磋さ琢たく磨ましてきた今なら、他ほかの形でも慧けい心しん女バスは文句なしに強い。

　──それに、流れに乗り切れていなかった間だってむざむざと相手に好き放題やらせてきたわけじゃない。

　一応の可能性として、かげつちゃんと愛あい莉りにダブルセンターを務めてもらう作戦は選択肢のひとつとして用意してあった。

　だから、あらかじめハーフタイムのうちに伝えておいたのだ。もし今のような状況になったら、かげつちゃんはとにかく動きまくってくれと。

「久く美み！」

「おっけ……く、しつこいねっ」

「行かせません……！　愛莉先輩と、私でっ！」

　第一のセンターである久美さんにボールが渡ったら、かげつちゃんにはすかさず愛莉とダブルチームを組んでもらう。

「しかたない、綾あやおねがいっ！」

「はいっ……！」

「っ！　姉ねえ様さま、加勢します！」

「おー。姉妹こんび」

　そして、綾あやさんに対してもひなたちゃんと二人ふたりがかり。かげつちゃんには何度もポジションチェンジを強しいてしまうことになるが、もともとマラソン大会で学年トップになれるほどの資質の持ち主。本人も望んでくれたし、負担をかけて申し訳ないがその粘ねばり強づよさを頼りにさせてもらうことにした。

「かげと二人でとおせんぼ」

「袴はかま田だ姉妹の愛は、誰だれにも邪じや魔まさせません！」

　ひなたちゃんが積せつ極きよく的てきに距きよ離りを詰め、守りが甘くなってしまう高い位置をかげつちゃんが防御。連携の上う手まさは言わずもがな、二人のコンビネーションは試す前から予感していた通り相性抜群だ。

「ごめん、怜れ那なお願ねがいっ」

「あ、あいよ！」

　綾さんは突破を一時断念し、ダブルチームの副作用でフリーとなってしまっている怜那さんにボールを託す。

「させないわよ。13番オッケー！」

　もちろん絶対に警けい戒かいを解いてはならない相手なので、こういう時は紗さ季きがヘルプディフェンスでマークについてもらう。

「………………っ」

　そして──これを喜ばしく思うことはできないが、実はあの事故以降リズムを崩していたのは、慧けい心しんが一方的に、というわけではなかった。

「どうしたの。別に遠えん慮りよは要いらないわよ。来るなら来なさい」

「い、言われなくても！」

　怜那さんもまた、どこか様よう子すがおかしい。自じ由ゆう奔ほん放ぽうだったプレースタイルがなりを潜め、妙に消極的な選択をする場面が増えだしたのだ。

　もう既にファウル四つ。五つ目を犯して退場してしまうことを恐れているのだろうか。

　それだけならば、やむなしという部分もあるが。

「怜那、時間ない！　こっち！」

「う、うす！」

「…………入れっ！」

　結局怜那さんは持ち技を鞘さやから抜くことはなく、三十秒ルール成立間際でボールを受けた甲こう本もとさんがロングシュートを放つ。

「よっし！」

「ナイッシューみすず！」

　軌道はリングを射い貫ぬき、残念ながら得点を許してしまったが、決定的に切り崩されたわけではないので受けるダメージは少ない。今で言えば、怜れ那なさんに派は手でな技で抜かれる方がよっぽど嫌いやだった。

　先ほどからずっとこんな感じだから、ボールが渡るまで怜那さんに対するマークを比較的緩ゆるめることができる。おかげでディフェンス面での負担が予想以上に軽減されている、が。

「……むー」

　真ま帆ほが、眉み間けんに皺しわを寄せる。やはり、誰だれが見てもあの様よう子すは気になるよな。

　とはいえ、相手の心配をしていられるような状況でもない。今はただひたすら、自分たちのベストプレーを追求するのみだ。

「譲ゆずれない……っ。わたしも、わたしたちのバスケを守らなくちゃ！」

「愛あい莉りさん。やっぱり、すごい……！」

　右ポストに構え、綾あやさんと熾し烈れつなポジション争いを繰くり広げる愛莉。そのプレスの強さは、もはや出会った頃ころの控えめな印象などどこにも感じさせない。

　香か椎しい万ばん里りの──頼れる兄の気迫が、全身に乗り移っているかのようだ。

「五年生の代表として出させてもらってるんだもん……！　絶対に悔いなんて残せない！」

「んん、パワーあるね……！　年下とは思えないよ」

　かたや左陣は、かげつちゃんと久く美みさんのマッチアップ。愛莉に引けを取らず、少しでもゴールに近付こうと上級生に対し果か敢かんに勝負を挑んでくれている。

　力を均きん衡こうさせる、四人のセンター。

「とー。ぬしドライブ。まほがおやすみのときは、ひながおたすけする」

　そのど真ん中に、ひなたちゃんが正面から突っ込んでいく。同じ飼育委員である真帆の代役を果たすようなアグレッシブな突進は、なるほどあの大ヤギの姿も同時に彷ほう彿ふつとさせる。

「行かせるか……くっ!?」

　させじと食らいついたのは怜那さん。が、ポジション争いを続けるツインタワーの狭はざ間まとなっているスペースはごく僅わずか。このまま突っ込めばぶつかると思ったのか、ゴール下まで到達する間際に急ブレーキを踏んでしまった。

「やー」

「ひなちゃん、お願ねがい！」

「姉ねえ様さま、あとはお任せしましたっ！」

　二人ふたりの声援を両肩に受けて、ひなたちゃんは人垣の間を駆け抜ける。綾さんも久美さんも阻止しようとさらにスペースを詰めにかかるが、腰を入れてポジションを守る愛莉とかげつちゃんに押し出されそれも叶かなわず。

「おにーちゃんと、あおいと、たけなかと……ばすけ部直じき伝でんしゅーと」

「やった！　ひな、スーパーナイスプレーよ！」

　街並みを縫ぬって煌きらびやかに舞まう天使のようにひなたちゃんは飛ひ翔しようし、ゴール下からシュートを決める。

　三人の結束が、分厚い壁かべに風穴を開けた。

「……すばるん。やっぱ、みんなすごいね」

「真ま帆ほもね。今ゲームに出てる五人も、ベンチに居る五人も、十人ともがすごい」

「うん……！」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせて小声で呟つぶやいた真帆の頭を、再び撫なでてやる。

　もどかしさも、当然あるだろう。でも、自分のチームの強さを外側から実感できていることもまた、真帆は心底嬉うれしそうだ。

　こうしていつもこの位置から試合を見つめさせてもらっている俺おれと、今の真帆の心境は、もしかしたらすごく近いものなのかもしれない。

「五人ともすっごい！　どんどんあたしらのパワーを見せつけちゃえ！」

　誇らしき仲間が守備に戻る途中、両の拳こぶしをぎゅっと握りしめながらエールを送る真帆。

「うんっ。真帆が連れてきてくれた場所だもん。絶対に、守り抜くから！」

「真帆ちゃんが誘ってくれたから、わたしたちはここに居られるんだよね。だから、今もいっしょだよ。ずっと、真帆ちゃんといっしょに戦うよっ」

「ふふ、あんまり暴あばれないでしっかり休んでなさい。……今は、私たちに任せて」

「まほ、はやく元気になって。ひなたちも、元気にがんばる」

「私も慧けい心しん女バスのひとりとして、動けなくなるまで全力でコートに立ち続けます！」

　意を汲くむように輝かがやかしい笑え顔がおで、智とも花かが、愛あい莉りが、紗さ季きが、ひなたちゃんが、かげつちゃんがすかさず応じる。

「良い感じ良い感じ！　その調ちよう子しでどんどん強気に行こう！」

　俺も、称しよう賛さんだけを言葉に乗せる。今はただ、前だけを見つめていればそれで良い。

「綾あや、ファイト！　やられた分はきっちりやりかえそ！」

「はいっ！」

　硯すずり谷だにの進行が始まると、真っ先に最さい前ぜん線せんまで乗り込んでくる久く美みさんと綾さん。

「はぁ……はぁ……っ」

　──でも、少しずつじわじわと効いてきたみたいだ。まだ動きそのものに翳かげりが出るには至らないが、綾さんの息づかいが目に見えて荒くなってきた。

　かげつちゃんに繰くり返しダブルチームの補佐に回ってもらう作戦には、ただ守備を厚くする目的の他ほかに、実はもう一つの効果を期待していた。

「愛莉さん、助すけ太だ刀ちします！」

「ありがとうかげちゃん！」

「……っ！　久く美み先せん輩ぱい、こちらに！」

「ごめん、お願ねがい綾あや！」

　二人ふたりを同時に相手するのはさすがに分ぶが悪い以上、できる限りマークマンを引きはがそうとするのは当然のこと。だからこそ、久美さんと綾さんは常にコート内を大きく移動し続けなくてはならない。

　こちらが動けば動くほど、相手にも同じだけ多大な運動量を強しいることになる。

　点差は三点まで詰められてしまったが、無抵抗にやられっぱなしだったかといえば、それは断じて否。

　地道に、地道に削っていた。ツインタワーの根元に、かげつちゃん、ひなたちゃん、愛あい莉りの三人が小さなくさびを何本も打ち込み続けてきたのだ。

　格かく闘とう技ぎで言えば、牽けん制せいのローキック。目に見えるダメージには至らなくとも、必ず後から効いてくる。

「パワーや技術はまだまだでも、私にだってできることがきっとっ！」

「あっ……!?」

　とはいえ、今はまだまだ仕込みの段階。硯すずり谷だに両センターの動きは依然として良い。ボールを受けた綾さんは、沈み込むようなダックインでディフェンスの隙すきを突く。ひなたちゃんもかくやという低空ドライブを繰くり出され、駆けつけたばかりのかげつちゃんではどうしても反応が間に合わない。ゴール下までの突破を許してしまったこともやむなしだ。

「だめっ！」

「おお!?」

　歯は嚙がみする寸前、ある意味では今日きよう一番の驚おどろきと言いたくなるようなプレーが飛び出した。

「んうっ……！」

　レイアップの態勢に入った綾さんに対し、なんと愛莉が急追尾して果か敢かんにブロックを仕掛けたのだ。

『青７番、プッシング！』

「ご、ごめんなさい綾ちゃんっ！」

　ホイッスルが響ひびき、ディフェンスファウルが告げられる。でも、俺おれはテレパシーでこっそり称しよう賛さんを送りたいほどの気持ちだった。

　いや、当然ながらファウルを褒ほめてはいけない。でも、今のは故意に身体からだをぶつけに行ったわけではないし、何より、あの愛莉が……だ。

　愛莉が、自陣のゴールを守るためになりふり構わず身を賭とした。その事実を心の底から喜ばしく思ってしまう。この日まで成長をずっと見守ってきた者ならば、きっと理解してもらえる心境なのではないだろうか。

「大丈夫です愛莉さん！　久美先輩に鍛えてもらいましたので、これくらい慣なれっこです！」

「……こら、ちょっと人聞き悪くないそれ。でも、綾あやの言う通り。センターはぶつかりあってなんぼだからね。気にせずどんどん来て。こっちもガンガン行くから」

「えへへ……うんっ」

　すぐに立ち上がり胸先で拳こぶしを握る綾さんと苦笑いを浮かべる久く美みさんを見て、愛あい莉りもほっと息を吐いてからもう一度ぺこりと頭を下げる。

　清く、正しい、ガチンコの削り合いを、可か憐れんな小学生たちが繰くり広げている。そのギャップが醸かもし出す芸術性に、ぞわりと俺おれの全身が震ふるえた。

　やばい。なんか、プロの試合も目じゃないほどの熱ねつ戦せんになってきたぞ。

「ナイスファイトだぞー愛莉！　さすが俺の妹だ！　いいぞもっとやれ！」

　沸き上がる歓声の中でもはっきり聴きき取れるほどの大声で、応援席から万ばん里りが叫ぶ。

「こらこら、露ろ骨こつにファウル推奨すんな……」

　思わず苦笑。俺が胸の内に秘めたことを平然と吐き出しおって。

「あはは……。でも、本当に強くなったよね、愛莉ちゃん。見ていて眩まぶしいくらいだよ」

「ああ」

　頰ほおをかくその仕し草ぐさと表情を見ただけで、葵あおいも同じ心境なんだなとすぐに伝わってきた。

　さて、そろそろ試合再開だ。シュートを邪じや魔ましてしまったので、フリースローから仕切り直しとなる。気付けば第３クォーターの残り時間はあと三秒を割っている。これが、ラストプレーになる可能性もあるな。

「…………ふうっ」

　汗で首筋に貼はり付いた髪をそのままに、大きく息を吐き出し呼吸を整ととのえる綾さん。フリースローの熟じゆく達たつ度どはどれほどのものだろう。今までの動きから判断して、とても高をくくる気にはなれないが。

「あっ……」

「ドンマイ綾！　もう一本落ち着いて」

　一投目は失敗。でも、紙一重だ。ちゃんとリングの枠を捉とらえていて、バウンドの方向次第では入っていてもおかしくなかった。

　フォームを見ても、しっかり練習をしてきているのは疑いようもない。

「んっ！」

「おっし、ナイッシュー！」

　予感の通り、二本目に放たれたシュートが綺き麗れいにネットを揺らす。これで得点は29─27。慧けい心しんのリードは二点を残すのみとなった。

「トモ、お願ねがい！」

「うん！　──やっ！」

　紗さ季きのスローインから再び時計とけいが動き出したが、詰め切るのは無理と判断して残り一秒を切ったところで智とも花かがハーフライン付近から力一杯のシュートを放つ。

　そして、ボールがバックボードに跳ね返されたところでブザー。初めからダメもとの攻こう撃げきなので、外れたことは別段誰だれも気にしない。

　うし、いよいよ残すは最終クォーターのみ。全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭として凌しのぎきるぞ。

「みんなお疲れ！　五人とも完かん璧ぺきだったよ！」

『ありがとうございますっ！』

　誇らしき選手たちをベンチに迎え、ほんの僅わずかな休息を取ってもらう。

　インターバルは一分。無に等しく思えるほどの短さだが、考えるべき事は多い。

　……まずなにより、オーダーだ。

　この後の大一番に挑むのにベストなメンバーは、はたして。

「はぁ、はぁ……はぁっ……！」

　かげつちゃんの荒い息。さすがにこれ以上の負担を強しいるのは酷だろうな……。本人もまたこの六分間に余力の全すべてを捧ささげ、後先考えずに動き続けてくれていたのが伝わってきたし、もう休ませるべきだ。

「ありがとう、かげつちゃん。おかげで踏ん張りきれたよ。今日きようはもう充分だ、あとはみんなのことをしっかり応援してあげて」

「はぁ……はぁ……す、すみませんでした。あまりお役に立てなくて」

「とんでもない。かげつちゃんがいなかったら、とっくに逆転されていたかも」

「おー。かげ、がんばりました。ひなの自慢のいもうとです」

「姉ねえ様さま……。え、えへへ」

　ひなたちゃんに頭をなでなでされて、全てが報われたといった感じで眼めを細めるかげつちゃん。他ほかの子たちも、持てる言葉を尽くしてかげつちゃんの奮ふん闘とうを称たたえる。

「ん……。それで、第４クォーターのメンバーなんだけど」

　俺おれが切り出すと、全員が揃そろって背筋を正す。……ここは、さっき以上に鍵を握る選択となりそうだからな。責任重大だ。

「すばるん！　出る！　あたし出るよ！」

　沈ちん黙もくを破り、真ま帆ほが力強く手を挙げる。もちろん、怪け我がが大事ないとわかればそれがベストなんだけど……。

「……羽は多た野の先生」

　まずは専門家の判断を仰がねばと、俺はベンチサイドに問う。

「……養よう護ご教きよう諭ゆとして、忌き憚たんなき意見を言うわ」

　あご先に指を添え、静かに思案する羽多野先生。全員が緊きん張ちようを携え、答えを待つ。

「だめ。……まだ早すぎる」

　許可は、下りなかった。

「なんで、なんでなんでなんで!?　あたしもうぜんぜん平気だよ！　どこも痛くないってば、本当に！」

「わかって、真ま帆ほちゃん。倒れてから、まだほんの数分しか経たっていないでしょう。今は気持ちが昂たかぶっていて痛みに気付かないだけかもしれないわ。せめてもう少し、腫はれや違和感が出て来ないか経過を見ないと」

「うう、でも！　……でもっ！」

　切実な真帆の訴えに、心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされたような鈍どん痛つうを味わう。

　正しいのは、羽は多た野の先生だ。未来ある小学生に無理を強しいて、傷を深めさせてしまったとしたら、それこそ保ほ護ご者しやとして最低の悪手。

　しかし、わかっていてもなお。

　プレーヤーとしての俺おれが、真帆への同どう調ちようを捨てさせてくれない。

「出して！　一生のお願ねがい！　いいでしょすばるん、ねっ、ねっ!?」

「………………」

　なんとか同意を得ようと、真帆は懇こん願がんの矛ほこ先さきを俺の方に向ける。二律背反する想おもいが葛かつ藤とうし、情けなくもすぐには返事が出てこない。

　それでも決断しなければと口を開きかけた、その時。

「……あーもー。みっともないな、アホ！」

「しっかりしろ、アホ！」

「……ほぇ？」

　不意に椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんが真帆の両りよう脇わきに腰を落とし、寸すん分ぶん違たがわぬ動作で左右から真帆の肩を抱いた。

「マホは、まだ休まなきゃダメだ」

「応援だって、大切な仕事だ」

「わ、わかってるけど！　あたしが出なきゃ……」

『──仲間を信じろ！』

　双子の叫びに、真帆は目を見開いて息を吞のむ。

「……わかるってば。出たい気持ちなんて、わかるに決まってる。ボクたちだって出たいもん」

「でも、ボクたちの出番はここじゃないってことも、わかってる。ボクたちは、二人ふたりいないとダメだから」

　……驚おどろいた。椿ちゃんと柊ちゃんの口から、そんな言葉が出るとは。

　そうなのだ。二人のコンビプレーはとても頼りになる武器だが、活いかすためには片方ではなく、互いが揃そろってコートに立たなくてはならない。

　実力とは関係なく、一つだけ空いたポジションを埋めるには、どうしてもそぐわない。

「つばひー……」

「つばひーってゆーな。でもとにかく、そーゆこと。出たいけど、今は出られない」

「でも、それで良いって思ってる。ボクたちには、信じられる仲間がいるから」

「ボクたちよりももっといいプレーができる仲間がいるって知ってるから、信じて任せる」

「だから、マホも信じろ。信じて任せて足をちゃんと治して、その間にボクたちはボクたちができることをするんだ。……声が嗄かれるまで、応援するんだ」

「マホひとりで戦ってるんじゃない。十人だ。十人で戦って勝つんだ」

　視し線せんは正面に向けたまま、芯しんの通った声で代わる代わる語りかける竹たけ中なか姉妹の言葉は、この場に居る全員の覚悟を、ぎゅっとひとつに結びつけた。智とも花かも、紗さ季きも、愛あい莉りも、ひなたちゃんも、かげつちゃんも、ミミちゃんも、雅まさ美みさんも。互いに視線を重ねながら、信念を共有するように大きく頷うなずき合う。

　……すごいな。俺おれが考えているよりずっとずっと速いスピードで、このチームはチームとして成長していたんだ。

　五年生と、六年生ではなく。もうとっくに、十人で一つだ。

「………………あはは。まさかつばひーなんかにセッキョーされちゃうとはな～」

　張り詰めた想おもいを吐き出すように、真ま帆ほがやれやれと笑う。

「おいこら、なんかってなん……わわっ」

　かと思えば、今度は逆に真帆が双子それぞれの肩に左右の腕を回し、抱き寄せるように力を込めた。

「あんがと、二人ふたりとも。……うん、わかった。あたし、もう少しだけ休んどく。任せられる仲間がたくさんいるから、安心して休む」

「か、顔近いってば。恥ずかしーじゃん！」

　照れる椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんの間からぐりぐりと頰ほおずりを続ける真帆を見て、緊きん迫ぱくした場面に似つかわしくないような笑えみが慧けい心しんのベンチ全体に広がった。

　でも、これでこそだ。この朗らかさ、明るさもまた、俺たちにとって大切な武器。

　戦える。最後のクォーターも、ベストな状態で。

「ふふ、私が叱しかる手間が省けた……ううん、それは強がりね。正直、ちゃんと『休め』って伝えられたかどうか、本当は自信ない」

「わたしが真帆ちゃんの立場だったら、きっと同じようにすごく出たいって思っていたはずだから」

「おー。でも、つばひーのおかげで、ひなもわかった」

「私たちは一人ひとりじゃなくて、五人でもなくて、十人。十人と、昴すばるさんたち。みんなでひとつ、なんだよね。……だから真帆、待ってて。真帆に負けないくらい、みんなで一いつ生しよう懸けん命めい戦ってくるから」

「うんっ、任せた！　みんななら、絶対に勝てる！　あたしも死ぬ気で応援する！」

　紗さ季きが、愛あい莉りが、ひなたちゃんが、智とも花かが微笑ほほえみ、真ま帆ほも満面の笑えみで応じる。

　改めて、思わずにはいられない。このチーム、大好きだ。みんなが思っているのと同じくらい、俺おれも。

「……おし。五人目はミミちゃんでいこう」

　残り時間ギリギリで、決断。ピークに達した士気に乗って、ここは押せ押せだ。全砲門を開き、ダブルエースの競きよう演えんで勝負をかける。

「ウィ、センエツながら。ししょー。しっかりスケダチいたしマス」

　呼ばれるや厳おごそかに立ち上がり、サポートを申し出るミミちゃん。しかし智花は笑え顔がおで静かにかぶりを振って、優やさしく伝える。

「違うよ。助すけ太だ刀ちじゃなくて、ミミちゃんの自由なバスケを見せて。私に遠えん慮りよせず、どんどん前に出て。私も、そうするから」

「……失礼しマシた。では、エンリョはナシで。力不足ですが、ししょーに並び立つつもりでがんばりマス」

　一度頭を下げてから再び前を向いたミミちゃんの青い瞳ひとみに、まるで冷気を孕はらんでいるかのような鋭するどさが宿る。これはまた、すごいものが飛び出すかもしれないな。

「うん、楽しみにしてるねっ！」

「時間よ、行きましょう！」

「おー。ぜったいに勝つぞー」

「あと六分。後悔は、残さないっ……！」

　ブザーに導みちびかれ、コートに戻っていく五人。

　──戦いは、ついに第４クォーターへと突入する。





慧けい心しん　29─27　硯すずり谷だに






　両チームの選手が無言のまま、粛しゆく々しゆくと四方に散っていく。ヒリヒリとした緊きん張ちよう感かんが、体たい育いく館かんの一角に充満する。

　硯谷のメンバーは、どうやら第３クォーターから変更なしのようだ。

「怜れ那なさんも、出てきたね」

　抑揚を付けず、葵あおいが呟つぶやく。やはり異変を感じ取っていたのだろう。四つ目のファウル以降明らかに精彩を欠く『眠れる獅し子し』の続投に、俺と同様いろいろ思うところがある様よう子すだ。

「このまま下げちゃったら、後を引きそうだからな」

「うん。怜那さんの未来のことを考えたら、きっと私もそうしてあげたいって思う」

　短期的に考えれば、硯谷は六年生の子を一人ひとり戻した方がチームとして安定するだろう。

　けれども、その代だい償しようとして怜那さんが立ち直るきっかけを失う。

　彼女のことを大事な選手と思っていればこそ、『育てる側』は無言で送り出してやるのがある種の義務とさえ言える。

　さりとて、この試合を捨てるつもりなんて毛頭ないだろう。つまりこの采さい配はいは怜れ那なさんに対する試練であり、メッセージだ。

　──自分で、自分を取り戻せと。我が子を谷に突き落とすような想おもいで、怜那さんに言葉を使わず伝えようとしているのではないだろうか。

　厳きびしいな、初はつ恵え先生。厳しくて、優やさしい。

「……ふふっ」

　ふと敵陣のベンチに目を向ければ、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが屈託なく笑えみを返してくれた。……やっぱり、この想像は間違いではない。根拠はなくとも、なんとなく確かく信しんできた。

「まだ、あと六分ある。終われるか、こんなんで……！」

　そもそも、あの怜那さんが長らくゲームメイクに加われていない自分自身を許容なんて、できるはずがないし、な。

「さあ行くぞみんな！　今までの積つみ重ねを全部活いかして、そして勝とう！」

『いけいけ慧けい心しん！』

『とべとべ慧心！』

　俺が叫び、真ま帆ほたちベンチメンバーも、葵あおいもミホ姉ねえも羽は多た野の先生もありったけの声で叫ぶ。

　選手十名、コーチ陣四名。応援席から支えてくれるみんな。

　全すべてひっくるめたチームとして、俺おれたちは声を揃そろえ仲間を鼓こ舞ぶする。

「紗さ季き！」

「うん！　みんな、きびきび行くわよ！」

『おー！』

　試合再開。智とも花かのスローインが紗季に渡り、五人一丸となって敵陣に進攻を仕掛ける。

　仕切り直しの初しよ手て、できれば確実に決めておきたい。どこから突くか、ボールを弾ませながら紗季は静かに熟じゆつ考こうを続ける。

「緊きん張ちようで硬くなる、なんてタイプじゃないわよね。……ミミっ！」

「ウィ。ふにゃふにゃデス」

　託した先は、交代したばかりのミミちゃん。早い内から流れに乗せてあげるという意味でも、またいかなる時にも動じない肝っ玉の強さを頼りにさせてもらうという意味でも、実にクレバーな選択だろう。

「…………こいっ」

　対するは、怜那さん。硬い面おも持もちながら、気迫はこれでもかというほど伝わってくる。たとえ本ほん調ちよう子しではなかろうと、楽らつ観かん視しなんてとてもできない。

「今のアナタに、ワタシをとめられマスか？」

「試してみろよッ！」

　短く言葉を交わした直後、二人ふたりが動いた。クロスオーバーでボールを持ち替えたかと思えば、流れるようにバックターンを仕掛けたミミちゃんに対し、怜れ那なさんもまた的てき確かくに進路を狭せばめていく。さらに一段、また一段とドライブが続くが、決定的なシーンには至らず一進一退の状況が打破できない。

　……いいディフェンスだ。ほとんどスティールを仕掛けてこない辺りはやはり『らしくない』と感じてしまうが、ある意味ではそれが逆に功を奏し、堅実で隙すきのないプレーに繫つながっているとも言える。これもまた、天てん賦ぷの才が至らしめる領域か。

「フゥ……。やはり、テゴワイ」

　突破口を見いだせないことを嘆くように、脱力して肩をすぼめるミミちゃん。

　──と、思わせることそれ自体がフェイクだった。

「なっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、一いつ閃せん。ミミちゃんが狙ねらった先は、なんと怜那さんの足の間！　相手の得意技である股また抜ぬきを、そっくりそのままコピーしてみせた。

　密ひそかに練習していたのか、その場の思いつきかはわからないが、まったくどこまで規格外な五年生同士のマッチアップなのだろうか。

「こんにゃろ、それアタシの技だろっ！」

「さっきマネされた、おかえしデス」

　とにかく、この場面はミミちゃんの勝利で決した。あとはゴールまで駆け抜けてレイアップを放てば、

「甘いっ！」

　ゆうゆうと得点──できるはずだった。普通ならば。

「……セイテンの、ヘキレキ」

　いざ、シュートをリリースしようという間際。矢のように飛んできてボールをはたき落としてみせたのは、強豪硯すずり谷だにの背番号４を堂々と背負う主将、藍あい田だ未み有ゆちゃんだった。

「もう遊びの時間は終わったわ。ここから先、未有の前で好き放題なんてさせないから」

　奪い取ったボールを小こ脇わきに、人差し指を突き立てる未有ちゃん。その威風堂々たる振ふる舞まいだけで、味方にとっていかに頼もしい存在であるか嫌いやというほど伝わってきた。

「さあ同点のチャンス、決めるよ！」

　一転して、今度は硯谷の五人がまっすぐに攻めてくる。配置はここまでの基本形を弄いじらず、綾さんと久く美みさんのツインタワーを前ぜん線せんで活かす布陣。

「……ふーん。まだ、袴はかま田ださんに綾あやのマークさせてるんだ」

「もちろんよ。ひなのおかげで、だいぶインサイドの怖さを抑えることができてるんだもの。動かす理由がないわ」

「確たしかに、あのディフェンスには驚おどろいちゃった」

　ポイントガード同士で対たい峙じしたまま、紗さ季きと甲こう本もとさんが言葉を交わす。歓声で聴きき取れないが、何を話しているのだろう。

「でもね。私見つけちゃったんだ。とびっきりの攻略法」

「攻略法……？」

「うん。ふふっ、こうするのっ！」

　推測が追い付く前に、局面が動いた。甲本さんはフリースローサークルのだいぶ外に陣取ったまま、唐突にロングシュートを放ったのだ。

「しまった！」

　俄が然ぜん、ぎくりと嫌いやな予感が俺おれの脳内でざわめく。まずい、こちらの『弱点』に気付かれた。

「強引すぎる！　そんなの入るわけない！」

　身を翻ひるがえしつつ紗季が叫ぶ。うん、射程圏外からただ無む理り矢や理り放り投げたシュートだ。決まる確かく率りつは非常に低いだろう。

　でも、違う。甲本さんの狙ねらいは、直接得点を奪うことじゃない……！

「綾あや、久く美み、リバウンドお願ねがい！」

　描かれたアーチはリングにぶつかって、ぽろりと外にこぼれる。

　それでもう、充分なのだ。この状況に置かれただけで、慧けい心しんにとっては絶対的不利。

「…………くうっ」

　タイミングを合わせて愛あい莉りも飛ぶが、綾さんと久美さんが二人ふたりがかりでポジションを死守しにかかり、ボールに近づかせてもらえない。結局リバウンドは久美さんに抑えられ、軽々とシュートも成功。

　追い付かれてしまった。一番恐れていた形で。

　ひなたちゃんが身に付けたディフェンス方法は、綾さんの横の動きとシュートに対してなら非常に有効だ。しかし……上方向は別。純粋に高さが求められてしまうリバウンド合戦では、分ぶが悪いなんてもんじゃない。実質的に、愛莉だけで二人のセンターに対し挑まなくてはならなくなる。

　ならば、シュートの成功率度外視でとりあえず枠にだけ当ててしまえば、一気に硯すずり谷だに側が圧倒的有利な状況になるのだ。

　可能性に気付いていても、対策は打ちようがなかった。かげつちゃんを下げない、というのが唯一の解法だったかもしれないが、疲労度を考えるとそれもいずれ綻ほころびに繫がっただろう。なにより、小学生に対し必要以上の無理を強しいることは、信念にもとる。

「どう未み有ゆ？　ナイスアイディアでしょ」

「えげつないわよ。……でも、だからって弱点を攻めないのも甘すぎるわね。慧心より、未有たちのチームの方が高い。そのぶん、未有たちが有利ってことだもの。いいわ、積せつ極きよく的てきに狙っていきましょ」

　甲こう本もとさんが、未み有ゆちゃんに対しパチリとウインクする。硯すずり谷だにの正ポイントガードなのだ。甘く見ていたわけではないが、少しばかりあの子の戦略力について、考察が足りなかったかもしれない。

　どうする。こういう時こそ俺おれが状況打破の方法を見つけないといけない。何もできないなら、ベンチにしがらき焼きのタヌキでも置いておくのと変わらないぞ。

「いただきっ！」

「く、しまった！」

　頭の中にコート図を描ききる間もないまま、紗さ季きがスティールを決められてしまう。きっと紗季もまた、『さっきの形はマズい』と焦りを感じていたのだろう。先を読む力に長たけていることが、今に限っては悪あく影えい響きようとなった。どうも、そんな感じだ。

「さー、どんどん行くよ！」

　反面、水を得た魚のようなのが甲本さんだ。なんとなく冷静沈着なイメージを持っていたが、その実勢いに乗るのが上う手まいタイプなのかも。だとすれば、致命的なところに風穴を開けられてしまった事実が、さらに重くのし掛かる。

「リバウンドお願ねがい！」

　危き惧ぐの通り、甲本さんは再度強引なロングシュートを放り込んできた。紗季も必死のディフェンスを見せてくれたが、入らなくても良い、枠にさえ当てれば良いというレベルの精度で打つならブロックを避けるのはさほど難むずかしいことではない。ボールは着実にリングを捉とらえ、大きく上方向にバウンドした。タイミングを合わせ、満を持して久く美みさんと綾あやさんが揃そろって飛ぶ。

　そして、ボールは伸ばされた二人の手に吸い込まれるように、静かに降下を始め──。

「──渡さないっ！」

「!!」

　思わず、両眼を見開く。

　ああ、再び自らの未み熟じゆくを恥じずにはいられない。コーチとして、俺はミスを犯してしまっていた。対策を考えるだけではなく、もう一つすべきことがあったのに、それを怠おこたった。

　勝手に嘆き、勝手に取り乱すよりもまずは──信じていなくでどうする。

「よかった、取れた……。えへへ」

　頼もしき、我らが正センターのことを。

「……やられたわ」

　リバウンドを確かく保ほしたのは、久美さんでも綾さんでもなく──愛あい莉り！

　圧倒的不利な状況にも怯ひるまず、二人の間に身体からだをねじ込んで、愛莉が見事ボールを摑つかみ取ってくれたのだ。

　落下位置に助けられた部分も多少はあるだろうし、この後も毎回二人を圧倒できるとは限らない。

　でも、この一度の確かく保ほが値あたい千せん金きん。必ずしもリバウンドを取れるわけではないという認にん識しきを与えられれば、外れる前提のシュートなんて打てなくなる。消極的で、運うん否ぷ天てん賦ぷな方法に頼らず、硯すずり谷だに本来のオフェンスでもっと確実に点を取りに来るはずだ。

「ナイスリバウンドだよ愛あい莉りっ！　……愛莉が、居てくれて。ずっとバスケを続けてくれて、よかった」

「えへへ、ありがとう智とも花かちゃんっ。こういう仕事は、わたしにまかせて。今はもう、ちゃんと知ってるよ。……ゴール下を支配すること。それが──『センター』のやくめだから」

　ボールを抱きしめ、まっすぐに背筋を伸ばす愛莉の勇姿が、ひたすらに頼もしい。万ばん里りのことを笑えないな。俺おれも、危うく目が潤うるんでしまいそうになるのを堪こらえるのが大変だ。

「……すんっ」

　葵あおいの方は、臨りん界かい点てんを突破してしまった模様。成長を見守ってきた距きよ離りと長さは俺たちとほとんど変わらないのだから、感極まるのも当然だろう。

「く、残念。そんなに上う手まくはいかないか……」

　守備に戻りながら、苦笑する甲こう本もとさん。でも、言葉とは裏腹にどこか嬉うれしそうに見えるのは俺の気のせいだろうか。

　──構わない、ならば正面からぶつかって勝つまで。

　そんな声を喉のどの奥に潜ひそませているようなオーラを感じてしまう。

　仮にそうだとすれば、ポイントガードとしてどちらの想おもいも理解できる。弱点を突き、戦略で優ゆう位いに立ちたいという気持ちと、純粋な力比べでがっぷり四つに組み合いたいという気持ち。矛む盾じゆんする両方の感情をまとめてかかえられることが、このポジションの面おも白しろさでもある。少なくとも俺自身は、そう思う。

「いこう！　次のオフェンス、成功させようねっ！」

「うん！　智花ちゃん、ボールお願ねがい──」

　ファインプレーの勢いを活いかすべく率先して動き始めた智花に、パスを託す愛莉。

「──さっきはお見事。そして、油断大敵よ！」

「ああっ!?」

　しかし、ボールは智花の手に至る直前で、突風にさらわれてしまった。

　二人ふたりの死角から唐突に飛び込んできた未み有ゆちゃんが、猛もう禽きん類るいが爪つめを立てるような鋭するどさでインターセプトを決めてみせたのだ。

「っ!?　ひな、ミミ、戻るわよ！」

「おー！」

「ウィ、デス！」

　慌てて引き返す面々、しかし既に未有ちゃんはペイントゾーンの中まで突入している。

「くうっ！」

　一番近くにいた智とも花かでも、不意打ちで自陣を背負う形になってしまったので追い付くのは困こん難なん。なんとか一いつ矢し報むくいんとブロックを仕掛けるが、最短動作でレイアップを放った未み有ゆちゃんの指先にはあと数センチ届かない。

　ゴールネットが揺れ、硯すずり谷だにに得点が加算される。スコアは29─31。……ついに、逆転。

「ここまで強くなってるなんて、正直驚おどろいたわ。でも、運がなかったわね。初戦が未有たちとじゃなかったら、けっこう良いセンいけたはずなのに」

　嬉うれしそうな様よう子すなどつゆほども表に出さず、まっすぐ前を見据えたまま自陣に帰っていく未有ちゃん。淡々とした雰囲気が逆に、勝つことに対する断固たる執念を醸かもし出す。

　……来る。そろそろ、間違いなく。『キャプテン』ではなく『エース』としての未有ちゃんが、顔を覗のぞかせる機きは、もう充分に熟じゆくしている。

　誰だれもが思っていただろう。今日きようの未有ちゃんは、あまりにも大人おとなしすぎると。

　理由は一つに絞れるものではなく、きっと複合的なもの。仲間との相互信頼が増したこと。久く美みさんと綾あやさんのツインタワーという強力なカードを手に入れたこと。五年生をチームの和に馴な染じませるためあえて一歩引いたこと。そのどれもが要因。

　そして、中でも最たるものは。

「ご、ごめんなさいっ……！　わたしが、注意しないでパスを出したから……」

「ううん、今のは私のミスだよ。……もう、絶対に未有ちゃんから眼めを離はなさない」

　智花との、エース同士の競せり合あいを是が非でも制すため、仕掛けどころを慎重に見極めていたからに違いない。

　つまり、二人ふたりはゲーム開始からずっと水面下でにらみ合いを続けていた。智花もまた同じなのだ。終しゆう盤ばんまで力を温存しろという指示を出したわけではないが、未有ちゃんに自由な仕事をさせないことは確かく認にんしあうまでもなく勝利への鍵かぎとして全員が認にん識しきしていた。その役目を果たせるのが智花だけだという事実も、言わずもがな。結果的に智花が重ねたスコアも、ここまで大きく目立つようなものにはなっていない。

　だからこそ、そろそろだ。未有ちゃんがついに本領を発揮しようという気け配はいを漂わせているのは明らか。

　頼んだぞ、智花。

　ここから先、エースの雌し雄ゆうが大きく戦局を動かす。

「行くよっ！」

「ふ、来なさい！」

　ガチン、という音が聞こえてきそうなくらい、智花のギアが変化した。柳のようなしなやかさから、日に本ほん刀とうのような鋭するどさへ。ボールを持ち、コートに立ったとき以外はほとんど覗かせることのない智花の深しん淵えんにある負けん気の強さが、刹せつ那なのうちに解き放たれる。

　右へ仕掛けたかと思えば、すぐ左へ。シュートする気け配はいを溢あふれさせたかと思えば、急速に抉えぐるようなドライブ。コンマ数秒の間隔でたちどころに変化する攻め手を、しかし未み有ゆちゃんもまた夜や叉しやのような形ぎよう相そうで互角にいなす。

　──また、速くなってる……！

　──ますます、上う手まくなってる……！

　無言の中でも、二人ふたりの驚おどろきの声がはっきりと聞こえてくるようだ。

　数ヶ月を経たリベンジマッチは、さらに高い次元で均きん衡こうした。両者とも、もはや『小学生の』という冠で括くくるのが無礼となるほどの技術と気合い。負けたくない、という想おもいが人を育てる力に、俺おれはある種の神聖さすら感じずにはいられなくなった。

　美しい。その言葉が、眼めの前の戦いを形容するのにいちばん相応ふさわしいような気がした。

「どんだけしつこく来ても、抜かせてなんてやらないわよっ！」

「諦あきらめない、絶対にっ！」

　双方五分のまま、緊きん迫ぱくした時間が続く。状況打破のためには仲間にパスを出すという選択肢も無む論ろん有効だが、智とも花かはあえてそうせず、他ほかの子たちもあえて求めない。

　個人プレーに固執しているわけではなく、この対決を制せずして流れを摑つかむことなどできないと、感覚的に理解しているから。慧けい心しんの全員が同じ想いで、今は黙だまって智花を信じる。

「──っ！」

「力勝負!?　ちんまいくせに良い度胸ね！」

「身体からだの大きさなら、未有ちゃんとそんなに変わらないよっ！」

　局面は、やがてポスト際の攻防に。まるでビッグマン同士が全身をぶつけ合うように、小柄な二人が真っ正面から対たい峙じする。パワードリブルで押し込む智花。させじと踏ん張る未有ちゃん。双方とも龍りゆうを背負っているかのような気迫で、前へ前へと推進力を注ぐ。

　……いや、違うよな。

　背負っているのはそんな抽象的なものではなく、チームへの想いだ。

「ししょー。いまデスっ」

　唇の動きだけで、見守りながらミミちゃんが囁ささやく。

「──っ!?」

　そして、智花の動きが線せんから円に変化した。密着状態から唐突に繰くり出すスピンムーブ。ちょうど、ミミちゃんとの初対決を制したときと寸すん分ぶん違たがわぬ方法で、智花は未有ちゃんの身体をペイントゾーンの外にはじき出す。

「んっ」

　あとはもう、一直線にレイアップを放り込むだけ。絶対に負けられない戦いを、見事智花は手中に収めてみせた。これでまたスコアは同点に。

「ディフェンス！　止めよう、絶対に！」

「ふふ、もちろんよ！」

　しかし、笑え顔がおはまだ見せない。この得点は、更なる死し闘とうの序曲でしかないことを、肌で理解しているから。

「未み有ゆ。どんどんボール集めるからね」

「うん。いいかげん、ちょっとあの子ヘコませてくる」

「頼りにしてるよ。大事な場面、悪いけど未有に預けるわ」

「悪くないわよ。望むところに決まってるじゃない！」

　硯すずり谷だにの選択も、やはり未有ちゃん。久く美みさんも甲こう本もとさんも迷うことなく自軍のエースを信じ最さい前ぜん線せんに送りだした。

「やられた分は、三さん億おく倍ばいにしてお返ししないとね」

　陣形は再びアイソレーション。智とも花かと未有ちゃんだけを右サイドに残し、残る選手たちは左側に集中する。

「さあ、ついてこられる!?」

「ついて行ってみせるっ！」

　一いつ瞬しゆんの静寂から、弾はじけるように二つの影かげが動き出した。稲いな妻ずまに似た鋭えい角かくな挙動でコールに詰め寄る未有ちゃんに対し、智花もつかず離はなれずで虎こ視し眈たん々たんとボールを狙ねらう。

「──ここっ！」

　ポストラインの内側に突入する間際、智花がきらりと眼めを光らせた。ほんの一瞬だけ生まれたドリブルの隙すきを見逃さず、未有ちゃんの手元目掛けてスティールを繰くり出す。

「かかったわね！」

　が、それは罠わなだった。智花の指先が迫るギリギリのところで、未有ちゃんは手首をひねってボールを自分の背中に回し込んだ。

「うっ!?」

　隙は、生まれたのではなく未有ちゃんが意図的に演出したもの。まんまと誘われた智花は体幹を傾けすぎて、更なる動きに対応出来ない。至近距きよ離りでビハインドザバック──背中の後ろを通してドリブルの進路を変える未有ちゃんに対し、完全に為なす術すべを失ってしまった。

「まずは二点よ。あと五億九九九九万九九九八点」

「……そんなに、あげないもん」

　そのままシュートを決められたが、智花の闘とう志しはまったく色いろ褪あせない。珍しく見せたふくれっ面つらは、『こちらはこちらで、やられた分を返す』という胸の内に秘めた決意を代弁しているかのようだった。

「トモ、行って！」

「ありがとう紗さ季き！」

　意を汲くむように、紗季がパスを託す。受け取った智花は一気に全速力で駆け出し、間かん髪はつを置かない速攻で再度のゴールを狙ねらう。

「させるわけないでしょ！　今度こそブチ止めるっ！」

　併走する未み有ゆちゃん。智とも花かよりも一歩前に出てゴールに至る道を遮しや断だんしにかかる。

「できる……！　きっと、いまならっ！」

　それでも智花は、迷わず飛んだ。フリースローラインを踏ふみ切きり線せんに見立てるようにして、リングまでだいぶ距きよ離りを残した状態から、ふわりと空へ舞まい上がる。

「焦ったわね！　そして、残念でした！　こんなところから打ったレイアップなんて、ヨユーではじけるわ！」

　共に飛んだ未有ちゃんは阻止を確かく信しんし、八重歯をむきだしにして笑う。

　確たしかに、待ち受けているのはブロックショットを決められる未来だけだろう。




　──もし仮にこのシュートが、ただのレイアップだったとしたら、の場合だけどな！




「……ううん、止めさせないよ。昴すばるさんに教えて頂いた大切なシュート。絶対に、誰だれにも、触れさせないっ！」

「────え」

　まるで、白い大きな羽をはばたかせるように、智花が右手を振り上げる。次の瞬しゆん間かん、その柔らかな飛ひ翔しように時間軸を支配されたかのごとく、世界の色は動から静へとたちどころに変容を遂げた。

　智花の指先から旅立ったボールは未有ちゃんのブロックの遙はるか上まで到達し、緩ゆるやかなアーチを描きながら音もなく滑かつ空くうを続ける。

　行き着いた先は、リングの中心。水面へ落ちた雫しずくを抱くようにネットが波紋を伝え、コート場で一度、二度とボールが跳ねたところでようやくコート内に『音』が帰ってきた。

　しかし未いまだ取り残されたように、試合を見つめる観かん客きやくは静まりかえったまま。

『──す、す、すっごおおおおおおおい！』

『何いまの!?　何っ!?』

　ようやく思い出したかのように、応援席が大歓声に包まれるまでには、さらに数秒のラグが必要だった。

　それも無理はない。こんなプレーが小学生女子の試合で飛び出すなんて、思ってなかった人がほとんどだろうから、な。

「…………スクープショット、ですって？」

　さすがの未有ちゃんも、驚おどろきを隠すことができないようだ。大きく開いた眼めと口を智花に向けたまま、再戦を誓った相手の底知れぬ成長に言葉を失っている。

「やりました、昴さんっ！」

「ナイスシュート、さすがだよ智とも花かっ！」

　可愛かわいらしくぎゅっと右手を握る智花に、俺おれも同じ動作で応こたえる。

　本当に、すごい子だ。間接的な形であれ同じコートに立てていることに光栄を感じずにはいられないし、プレーヤーとしていつもいつも刺し激げきと向上心をわけてもらえる。

　小学生であることなんて、なんの壁かべにもならない。心の底から、俺はもう智花のいない生活なんて考えることができない。

「さあ、トモがスーパープレーでもぎ取ってくれた得点！　絶対にここを止めてリードをつくるわよ！」

「おー！」

　すばやく守備に戻りながら、ハイタッチを交わす紗さ季きとひなたちゃん。愛あい莉りとミミちゃんも額ひたいから落ちる汗を拭ぬぐいながら、凜りんとした表情で頷うなずき合っている。

「…………っ」

　いっぽう、未み有ゆちゃんの顔つきは固い。今のは、多少なりとも内面に堪こたえたはず。エース対決の結末に大きく作用する一いち撃げきとなっても、まったくおかしくない。

　布陣は、変わらず未有ちゃんを独立させたアイソレーション。そりゃ、ここで一歩引くような子じゃないことは重々承知している。でも、だからこそ。このターンを凌しのぎきれれば智花の優ゆう位いをはっきり印象づけられる。硯すずり谷だににとっては、のるかそるかの大バクチになりそうだ。

　いや、その喩たとえは適切ではないか。これはあくまで、信頼。自分たちのエースを信じきっていればこその選択と捉とらえるのが正解だろう。もし逆の立場だったら、俺たちも間違いなく智花に委ゆだねていただろうからな。

「ずいぶんとハデなことしてくれたわね。でも、それでボーナス点が付くと思ったら大間違いなんだからね！」

　実直なドライブで仕掛ける未有ちゃん。何か大技を狙ねらってくる可能性も多少考えたが、あくまでも再びリードを得るために最短動作で襲おそってきた。……その方が、怖い。アツくならず、ただひたすらに二点を求めてくる執念は、以前の弱点であったムラッ気を完全に克服した証拠。元からの高い能力に冷れい徹てつさまで兼ね備えたなら、もはや未有ちゃんには大きな隙すきなどどこにも見当たらなくなる。

　だとしても、ここで一歩優位に立つのは智花だと、俺は信じて疑わない。

「いけるよ、智花ちゃん！　もう未有ちゃんにはスペースがない！」

　手て応ごたえを感じ、葵あおいが声を張る。

「くっ……！」

　鋭するどい攻撃に手こずりつつも、智花は先ほどと違って無理なスティールは仕掛けず、じわりじわりと進路を塞ふさいでいくことに徹てつした。行き場を失った未有ちゃんはコートの奥へ奥へと進まざるを得なくなり、気付いたときには足元にエンドラインが迫っていた。これ以上右には踏み込めず、左側には智とも花かのきついマーク。シュートを打とうにも既にボードの裏側まで到達してしまっており、リングと自分との角度はゼロどころかマイナスだ。今可能なのは、いったん仲間にパスを戻すことくらいだろう。

　即すなわち、凌しのぎきった。１ｏｎ１対決という意味においてはこれでついに、智花の一勝がはっきりと見えた。

「……負け、る？　未み有ゆが、一人ひとりを相手にして、後れを取る？」

「はぁっ……はぁっ！　絶対に、抑えるっ！」

「…………る、か」

　八重歯をむき出しにしたまま、俯うつむく未有ちゃん。

　さすがに、報いるべき矢すら見いだせない状況。その負けん気をもってしても、諦あきらめざるを得ないだろう。

「そんなの。そんなの…………認められるかあっ！」

「………………えっ」

　そう思った次の瞬しゆん間かん、信じられないことが起きる。

　なんと未有ちゃんは、その場で両手を掲げ飛び上がった。

　仲間にパスするという唯一としか思えなかった選択を封印し、あろうことかリングの裏側からボードの中心めがけて天高くボールを放り投げたのだ。

　──こんなシュート、いくらなんでも入るわけない！

　そう一笑に付したい気持ちを、『藍あい田だ未有』という名がノイズのような不安に形を変えて俺おれの頭の中を侵食してくる。

　会場全体から『まさか！』の集中砲火を浴びながら、鋭えい角かくなアーチは四角い板の上すれすれを通過し、表側に回ってくる。そして着弾地点には、まるで狙ねらい澄すましたように──否、間違いなく狙い通りにリングの縁ふちが待ち構えていた……！

　両チームとも啞あ然ぜんと首を持ち上げ見守る中、ボールはフープの先端で真上に跳ねる。

「入れ……入れ入れ入れ入れ入れッ！　未有が投げてやったんだから根性見せなさいッ！」

　そして、まるで打ち手の迫力に臆おくするように一度、二度と続いたバウンドが次第に弱まっていき──

「はいれぇえええええええええええええええっ！」

　最後は怒声に押し込まれたと錯さつ覚かくするほど、やけにあっけなく内側に転がって、ネットに絡みついた。

「な、なにそれ……。なんなのよ、それ……」

　どこか憤いきどおりすら覚えているかように見えるほど顔をひきつらせ、声を漏らす雅まさ美みさん。

　いやはや、いやはや……なんとも。さすがにこればかりは、俺もどんな言葉を持ち出せば良いのか、皆かい目もく見当も付かない。

「どう、見た!?　未み有ゆの神かみ業わざに比べたら、スクープなんて眼めじゃないんだからね！」

　びしっと人差し指を突き立てる未有ちゃんだったが、智とも花かもまた驚おどろきから回復できておらずほとんど反応を返せない。

　大フィーバーを迎えている硯すずり谷だにの応援が、違う世界の出来事に思えるほど、俺おれたちは全員絶句しきっていた。

　とりあえず、大技を狙ねらってこない方が怖いという評価は、大間違いだったと認めざるをえないか……。

「すっごいよ未有！　マグレだとしても最高すぎ！」

「マ、マグレじゃないし！　ずっと狙ってた必殺技だし！」

「あはは、さいですか。まあ入ってなくても絶対リバウンド抑えるつもりだったけど、とにかくナイッシュー！」

　久く美みさんにぽんとお尻しりを叩たたかれ、どこか気まずそうな、あるいはほっとしたような顔を覗のぞかせる未有ちゃん。

　……ん。

　そう、だよな。さすがにあれが持ち技の一つという可能性は低いだろう。あくまで、執念が生み出した一いつ瞬しゆんの閃ひらめき。……そして、ダメでも最悪センターの二人ふたりにリバウンドを託せるという冷静な読みもまた、あえて一いちか八ばちかに踏み切らせた理由なのではないか。

　そう考えた方が、成長を遂げた未有ちゃんの姿として、よりしっくり収まる。

　どうあれ、テクニックの繰くり出し合いをもってしても差は広がらず。やはりこの試合、そうそう容易たやすく決着なんてつきそうもない。





慧けい心しん　33─35　硯谷






「ミミちゃんっ！」

「ウィ、ししょー」

　続く攻め番は、いったんギアを落としてチームプレーで押していく。智花と未有ちゃんとの技比べは双方一歩も譲ゆずらない形で均きん衡こうしてしまいそうだったし、１ｏｎ１に固執しすぎるのもリズムが単たん調ちようになる。二点を追いかける形の慧心としては、いったん的を散らしておいた方が良いだろう。

「来いよ、止めてやるっ」

　果か敢かんに攻め気を見せるミミちゃんだったが、怜れ那なさんの目立たないながらも変わらず実直な守備に阻はばまれ、完全には抜ききれない。

　しかし、慧心の『もう一人ひとりのエース』が持ち合わせた妙技は、ドライブだけには留とどまらないのだ。

「S'il vous plait.」

「へ!?」

　静止状態から前進気勢を見せた直後の、ビハインドバックパス。ミミちゃんは自分の背中を通し、一見誰だれも居ない右サイドギリギリいっぱいめがけてノールックでボールを弾ませた。

「──っ！」

　そこへ、絶妙なタイミングで智とも花かが走り込んでくる。全すべてのマークを振ふり解ほどき、かつて俺おれの腐った心を目覚めさせてくれた美しいフォームで放たれる、ジャンプシュート。

「ないっしゅーデス、ししょー」

「ミミちゃんこそ、ナイスパスですっ！」

　音もなくリングに吸い込まれたボールを確かく認にんしてから、笑え顔がおでタッチを交わす二人ふたり。このコンビも、本当に強力だ。基き礎そ能力の高さは言わずもがな、意外性に溢あふれたミミちゃんのセレクションと、それにドンピシャで対応出来る智花。どこから来るのかわからない怖さが、ディフェンスに疑心暗鬼を植え付ける。

「フゥ……フゥ。まだデス、まだ、足をとめるわけにはいきマセン」

　ひとつ心配があるとすれば、体力面か。バスケの運動負荷の高さは、恐らく未み経けい験けん者の想像を絶する。それが精神的にも常に高い緊きん張ちようを強しいられる実戦となればひときわきつい。スタミナには太鼓判を押されていたかげつちゃんですら保もたなかったのだ。小柄で、モーションの大きい技を何度も使ってきたミミちゃんにとっては尚なお更さらだろう。まだ五年生という意味でも、過度な負担を強いてしまう結果は避けなくてはならない。

　新たなカードを、切るべきだろうか。第４クォーターに入ったので、今ならメンバーチェンジを申しん請せいできる。

　考えられる選択肢だが…………真ま帆ほの復帰という線せんは、ひとまず忘れよう。

　怪け我がを痛がっている様よう子すはもう見受けられないが、ボルテージが最さい高こう潮ちようまで達したクラッチタイムからいきなりゲームに参加したら、心身とも急きゆう激げきにアクセルをふかすことになる。心の面は真帆なら耐えられるかもしれないが、もしそのせいで怪我を再発させてしまったら最悪のミスディレクションとしか言いようがない。

　真帆を出してあげたいという気持ちは、この試合を制すことで叶かなえるべきだ。勝てば、きっと次の試合から復帰できる。

　となると、この状況でベストな布陣は──。

「雅まさ美みさん。ウォームアップをお願ねがいするよ。君の武器を頼りたい」

「……！　あは、望むところよ……！」

　名を呼ばれると大きく眼めを見開いた雅美さんだったが、すぐさま普ふ段だんの勝ち気な表情を取り戻し、拳こぶしを固めながら立ち上がる。さすが、肝の据わり方は小学生離ばなれしている。きっと、こういう場面でも実力をいかんなく発揮できるはずだ。

「ましゃみ！　頼んだぞ！」

「ボクたちの双子パワーも預けるからな！」

　左右からぎゅっと雅まさ美みさんの手を握る竹たけ中なか姉妹。終始全力で応援を続けてくれていたから、二人ふたりの声は少ししわがれている。……ありがとう。みんなにとって底力の源となっていることは、絶対に間違いない。

「おすしパワー、見せつけてきな！」

「当然。あんなしなびたかんぴょうの皮みたいになった輩やからなんて、恐るるに足らないわ」

　真ま帆ほからも鼓こ舞ぶを受けて、氷のように鋭するどい目つきをコートに向ける雅美さん。怜れ那なさんとの因いん縁ねんも、緊きん迫ぱくした今ならきっと悪い方には働くまい。一時的に感情を高ぶらせたとしてもすぐに冷れい徹てつさを取り戻せる力を持っているからこそ、雅美さんはシューターとして高い素質を開花させたのだと思う。

　心こころ積づもりを固め、タイムアウトを申しん請せいする。ほぼ同時に硯すずり谷だにのオフェンスも大きく動きを見せた。向こうも選択肢の幅を広げるためか、今回はアイソレーションではなく通常のフォーメーションからパス回しを中心に組み立てている。まずは久く美みさんにボールを預け、ディフェンスを引き付けたところで未み有ゆちゃんにパス。隙すき間まを縫ぬうような鋭いドライブから、レイアップを決められてしまう。

『タイムアウト！』

　このタイミングで、主しゆ審しんから試合の一時中断が告げられた。作戦会かい議ぎのためベンチに戻ってくる智とも花かたち。試合の残り時間は一分に迫り、最佳境を前に僅わずかばかりの休息を得る。

「みんな、良い感じだよ！　この調ちよう子しでチャンスをものにして、逆転しよう！」

『はいっ！』

　返事が綺き麗れいに揃そろう。六年生の面々も疲労は明らかだが、春に比べたら段違いに余力が残っている。ずっと地道な基き礎そ練習を続けてきたことが実を結んだ証拠だ。

「ミミちゃん、すごいプレーを連発してくれてありがとう。おかげでここまで食い下がれているよ。……最後は、雅美さんに託そう」

「……わかりマシタ。マサミ、あなたのシュートになら、安心してまかせられマス」

「ミミの代わりに出る。その意味の大きさはちゃんとわかっているわ。絶対に、一本たりとも落とさない」

　堅い握手を交わす二人。そこへ、紗さ季きも手を伸ばして加わる。

「よろしくね。全力を出し切りましょう」

「紗季に言われるまでもないわ。それより、チャンスがあったらちゃんと私にパスよこしなさいよね」

「もちろんよ。絶対に、絶対に勝ちたい。雅美も私たちと同じくらいそう思っているって、わかるもの」

「ふん、勝ちたい気持ちはむしろ私の方が大きいんじゃない？　土ど壇たん場ばで気合い負けしないでよね」

「そればかりは譲ゆずれないわ。……この試合、私にとっても因いん縁ねんがあるの。今度こそ、負けるわけにはいかない」

「……そう。なら、いいけど」

　紗さ季きをまっすぐ直視する雅まさ美みさんに、以前のようなとげとげしさは感じられない。対抗心は抱えたままだとしても、どこか互いを認め合っているかのような、本当の意味でのライバル関係が、新たな形の絆きずなとして二人ふたりを結んでいる。

「さあ、時間だ。五人が五人とも、自分のベストを尽くせばそれで大丈夫。それだけで、慧けい心しん女バスには最高のチームワークが生まれる。──行こう、勝つぞ！」

『おー！』

　智とも花かが、真ま帆ほが、紗季が、愛あい莉りが、ひなたちゃんが、かげつちゃんが、ミミちゃんが、椿つばきちゃんが、柊ひいらぎちゃんが、雅美さんが、葵あおいが、ミホ姉あねが、羽は多た野の先生が、俺おれが、一斉に拳こぶしを掲げて吼ほえる。応援席からも限界突破した大音量が響ひびき、全すべてがみんなの力に変わる。

　残り六十秒の総力戦。明暗は、もはや気持ちの強さに委ゆだねられた。





慧心　35─37　硯すずり谷だに






　ひなたちゃんのスローインからゲームが再開されるや、紗季を中心に一丸となって五人が一気に進攻を開始する。ビハインドの慧心にとって、時間は一秒でも惜しい。速攻のラン＆ガンで、意地でもこのオフェンスを成功させなくては。

「止めるわよ、なにがなんでも！」

　硯谷も真まっ向こうからぶつかってくるが、智花たちは互いにフォローし合い、タイトなパス回しでゴールまでの距きよ離りを詰めていく。まずは愛莉が最さい前ぜん線せんに到達し、久く美みさんとポスト際の攻防を開始。その周りをひなたちゃんが絶え間なく移動し注意を引き付けて、綾あやさんにダブルチームの機き会かいを与えない。

「いつでも来て！」

　さらに智花もペイントゾーン内に突入。未み有ゆちゃんを引き連れつつも、シュートさえ放てれば確かく実じつにゴールを奪える位置で眼めを光らせる。そこへボールマンの紗季が自らも強気に前へ前へと進み、甲こう本もとさんに力勝負を挑む。

　俄が然ぜん、密集するインサイド。互いが互いの身体からだを重ね合い、完全なる肉弾戦の様相だ。

　──ただ、一つの砲門を除いては。

「頃ころ合あいねっ！　頼んだわよ、雅まさ美み！」

「当然ッ！」

　ドリブルを続けると見せかけて紗さ季きがバックパスを送った相手は、ひとりぽつんとアウトサイドに構えていた雅美さん。見事マークを振ふり解ほどき、ゴールから左斜め四十五度の位置で満を持してボールを受け取った。

　硯すずり谷だにも、注意を怠おこたったわけではないだろう。でも、迷いもあったはずだ。この大事な局面で、変わったばかりの五年生に、ロングシュートを任せるリスクをはたして背負ってくるのだろうかと。

　でも、俺おれたちは信じる。雅美さんの努力の結晶を。がっちりと座った胆力を。なにより、勝ちたいと強く願ねがう信念を。

「さあ、目に焼き付けなさい。私こそが、スナイパー──慧けい心しんの藤ふじ井い雅美よ！」

　それは、今まで見た中でも最も力強く、自信に満ちた軌道だった。

　描かれたアーチは垂直にリングを突き抜け、ネットを大きく翻ひるがえさせる。

　ぞくりと、俺おれの全身が震ふるえた。いろんな賛さん辞じが浮かぶけど、あえてこの言葉を選ぼう。雅美さん。本当にかっこいいよ、君は。

「褒めるのは後にするわ！　このディフェンス、絶対抑えるわよ！」

「褒めなくていいわ！　決めるためにここに立ったんだから！」

　一いつ瞬しゆんだけタッチを交わし、即座にオールコートのマンツーマンを仕掛ける看板娘コンビ。緩ゆるい攻めで時間を消化させないため、敵陣にいるうちから全力でプレスを仕掛けていく。

　もっとも、負けん気の強い硯谷の五人が、時計とけいを浪費して逃げ切りを狙ねらってくる可能性なんて、おおよそ想像できないことではあったが。

「真まっ向こう勝負！　決めて、止める！　それで勝つ！」

　未み有ゆちゃんの叫びに頷うなずき、一斉に攻め込んでくる五人。作戦立てを武器に戦ってきた俺であっても、この局面は『そうでなくちゃな！』と心が震える。幼い故のひたむきさでしか出せない輝かがやきが、この戦いを眩まぶしい光で染め上げる。

　バスケの面おも白しろさを、大人おとな以上に小学生が身をもって示してくれている。

　硯谷も横の連携を活いかし、淀よどみなく前へ出てそれぞれが自分のマークマンに強気でポジションを主張する。ピークに達した緊きん張ちよう感かんに飲み込まれたように、気付けば双方の応援席から一切の音が消え、バスケットシューズの摩ま擦さつ音おんだけが静かに響ひびいていた。

「思い知らせてあげるわ。こういう場面の経けい験けんなら、未有たちの方が圧倒的に多いってね！」

　ボールが未有ちゃんの手に渡った刹せつ那な、急きゆう激げきに世界が加速する。左奥から右のポスト際目掛け、斜めに突っ切って全速力で駆け抜ける敵エースに、智とも花かも必死に食らいつく。

「──っ!?」

　が、行き先には愛あい莉りと久く美みさんのマッチアップが立ちはだかっている。二人ふたりとの衝しよう突とつを避けるため、智とも花かは多少なりとも迂う回かいせざるを得なくなる。逆に未み有ゆちゃんの方は、自ら愛あい莉りに挑戦状を叩たたきつけるかのごとく正面から立ち向かっていった。

「智花ちゃん、まかせてっ！」

「お願ねがい愛莉っ！」

　このままでは智花が体勢を立て直している間にやられてしまうと悟り、愛莉はマークをスイッチしてヘルプディフェンスに付く。高さなら圧倒的に愛莉が有利。直接シュートを狙ねらうのなら、未有ちゃんにとってはむしろ逆に状況が厳きびしくなったはず。

「──んうううっ！」

　そう推測した俺おれの読みを出し抜き未有ちゃんが次に選んだ行動は、愛莉と交こう錯さくする直前での急ブレーキだった。

「え、えっ!?」

　トップスピードから足を突っ張り、慣かん性せいを身体からだ全体で必死に受け止める未有ちゃん。怪け我がをも恐れない力ちから業わざの減速にリズムを崩され、逆に愛莉の方が前のめりになってしまう。

「まだまだぁっ！」

　さらに未有ちゃんが仕掛ける。完全に静止しきる前に今度は股また下したを通すクロスオーバーで右から左にボールを持ち替え、弾けるように身体を捻ひねり込んで方向転換してゴールを正面に捉とらえてみせる。

「これが、エースってことよッ……！」

　とんでもない力業で智花と愛莉を同時に振り切った未有ちゃんが、一転してたおやかなフォームでジャンプシュートを放つ。

　……決められた。リングに届く前に確かく信しんできてしまうほど完かん璧ぺきな軌道は、予感を裏切らず硯すずり谷だにに再度のリードを届けた。

　追い付いても追い付いても、逃げていく。ほんのすぐ傍にある背中が、どこまでも果てなく遠い。

「まだ大丈夫っ！　さあ、オフェンス──」

「──ディフェンスよ！　止める！　絶対に絶対に絶対に死んでも止めるッ!!」

　智花の声をかき消さんばかりの咆ほう哮こうで、未有ちゃんが焚たき付ける。それに感化され、静寂から一転荒波のように硯谷の応援席が『ディフェンス！』コールで沸く。

　……場の勢いの掌しよう握あくも、抜群に上う手まい。

　これもまた『くぐってきた修しゆ羅ら場ばの数が違う』ことの現れか。

　残り時間は三十秒を割り込み、慧けい心しんにとっては事実上のラストチャンス。この攻こう撃げきで追いつけなければ、九く分ぶ九く厘りん次はない。祈りを捧ささげるように両手を組むかげつちゃん。仲間を信じる気持ちを力に変えて喉のどを嗄からす真ま帆ほ、椿つばきちゃん、柊ひいらぎちゃん。もはや日に本ほん語ごで思考する余裕を失ったのか俺には理解出来ない流りゆう麗れいなフランス語を絶え間なく漏らし続けるミミちゃん。ぎゅっと唇を嚙かみしめボールから眼めを逸そらさない葵あおい。いつになく真剣な顔で腕組みするミホ姉ねえ。慣なれない緊きん張ちよう感かんにあてられたのか肩で息をする羽は多た野の先生。

　向けられた万感を背負い、慧心のラストターンが動き出す。

「私は未み有ゆみたいにハデなことはできない。でもね、地味な嫌いやがらせなら硯すずり谷だにで一番得意だっていう自信があるよ。こうやって、私はレギュラーを摑つかんだの！」

「く……みんなの位置が……！」

　ボールをキープする紗さ季きに対し、執しつ拗ような密着ディフェンスを仕掛ける甲こう本もとさん。鋭いスティールを仕掛けてくるわけではないが、まるで後ろに眼が付いているかのように有効なパスコースを確かく実じつに潰つぶしている。これでは、紗季が起点となって攻こう撃げきの糸口をつかむ慧心の黄金パターンが上う手まく機き能のうしない。進展のないまま、時間だけが無情に失われていく。

「お願ねがい！」

　なんとかドリブルで態勢を立て直し、紗季は高さを頼りに愛あい莉りへボールを送る。しかし、まだ充分にマークを分断できていない状況で、すかさずダブルチームに囲まれてしまった。

「私一人ひとりじゃ愛莉さんには遠く及ばないけど、私はこのチームで、バスケでもっと上を目指したいです！　愛莉さんがそう思わせてくれましたっ」

「私からも感かん謝しやするね。あなたのおかげで、最高の相棒を手に入れることができたんだもん。綾あやになら、安心して全部預けられる……！」

　左右からプレッシャーをかける、硯谷のツインタワー。愛莉はボールを奪われないようにするのが精一杯で、その場から動くこともままならない。ひなたちゃんが助けに向かうが、こちらのパターンを読み切った甲本さんにヘルプディフェンスを敷しかれ、またしてもパスコースをディナイされてしまう。

　残り時間、十秒。もはやこれまでかと、五人の顔に悲ひ愴そう感かんがにじみ出す。

　進退窮きわまる局面。もう、俺にしてやれるのは、ただ信じて、見守ることだけ──。

　……………………………………………………いや、違う。

　そんなわけ、あるか。俺がこの日まで、みんなから預かった大切なものがあることを、まさか忘れたのか。

　それを今、返してあげなくてどうするというんだ。

　俺が、すべきことは。




「諦あきらめるな────────────ッ!!」




　ただ、叫ぶ。年上の高校生として威圧感を与えてはならぬと普ふ段だんリミッターをかけていた音量を完全解放し、怒声に近い響ひびきになるのも厭いとわず一息にありとあらゆる想おもいを乗せる。

　届け、届いてくれ。ほんのひとしずくでも良い。五人に、最後の瞬しゆん間かんまで前を向き続ける力を、お願ねがいだから分けてやってくれ。

　だってこんな俺おれでも、自分のバスケを諦あきらめずに済んだんだ。

　──みんなと、出会うことができたから！

「昴すばる、さん……」

　はっと、一いつ瞬しゆんだけこちらに顔を向ける智とも花か。

「諦め、ない……！　昴さんが教えてくれた、私たちのバスケを、最後まで諦めないっ！」

　そして、小さな少女はまっすぐに駆け出した。自らの信念を、時計とけいが止まるまで貫き通すために。

「愛あい莉り！」

「智花ちゃんっ！　お願いっ！」

「──っ！」

　まっすぐにゴールを見つめ、智花はボールを受けて駆け出す。すぐ近くには久く美みさんと綾あやさんが控え、未み有ゆちゃんも横から飛んでくる。目に見える壁は分厚く、ゴールは遠い。

　それでも智花は、一歩も引かず空に舞まい上がる。

「たたき落としてやるっ！　スクープだろうとなんだろうと！」

　目一杯腕を伸ばす未有ちゃん。小柄な少女の身体からだが、重力を置き忘れたかのように高く高く上へと伸びる。なんて、ジャンプ力だ。ここ一番で、会心のブロック。どんなシュートだろうと、きっと今の未有ちゃんの領空は越えられない。

　どんな、シュートだろうと。

「……これが、私の手に入れた答えだよ。泣きそうだった心を暖めてくれた、この場所と出会わなければ、絶対に選べなかった、私のラストプレーだよっ！」

　──智花は、仲間を信じた。

　繰くり出したのは、シュートではなく、パス。伸ばした腕を真横に振り抜き、智花は渾こん身しんの力でボールを外へと送り出す。

「……っ！」

　受け取ったのは、絆きずなが繫つないだ新たな仲間。生きつ粋すいのピュアシューター、藤ふじ井い雅まさ美みさん。

「そう来ると思ったっての！　打たせるかっ！」

　しかし、すぐさま怜れ那なさんが正面に立ちはだかる。再度の長ちよう距きよ離り砲ほうを警けい戒かいし、彼女だけは絶えず雅美さんを執しつ拗ようにマークし続けていた。

　それでもあえて、智花はボールを託した。

　真の意味で、雅美さんを、信じた。

　雅美さんならばきっと……いや、絶対に『繫いでくれる』と信じ、硯谷の堅固な守備をこじ開けるために最後の布石を置いたのだ。

　……口には出さずとも。みんな俺と同じく、漠然と予感を抱いていたはずだ。

　もし、こんな局面が訪れたなら。ラストシュートを担ねらうのは、誰だれになるか。

　確たしかめるまでもなく、答えはたった一つに決まっている！

「……言ったわよね、絶対に勝ちたいって。じゃあ、証拠をみせて。ちゃんと実力で、示してみせなさい！」

　雅まさ美みさんが、ノールックで再びボールを横に流す。

「……っ」

　軌道の先で待ち構えていたのは──永なが塚つか紗さ季き。

　インサイドからシューターへ硯すずり谷だにの注意が移り変わる隙すきを突き、紗季が、音もなくゴールと一いつ直ちよく線せん上じようのポジションを確かく保ほしていた。

　残り二秒、ノーマーク。あたかも、前回の対戦を再現するかのような形。

　無言のまま、紗季がシュートフォームに入る。

　アイガードの奥で見開かれた瞳ひとみに宿る想おもいは、想像を絶するほど複雑なものだろう。




　──また、外したら？




　そんな不安も、断ち切れはすまい。

　でもあえて、今は何も言わずに見守る。

　真ま帆ほも声を吞のみ込み、ひたすらまっすぐに幼なじみの姿を眼めに焼き付けようとする。

　慧けい心しんの誰もが無言で、頼れる仲間にこの瞬しゆん間かんの全すべてを託す。

　迷いも、恐怖も。

　全てを飲み込んで、紗季ならばあの日の自分自身を乗り越えてみせてくれると、俺おれたちはただ黙だまって信じた。

　残り一秒で紗季は跳び、放たれたアーチが最高点に達するのと重なってブザーが鳴なり響ひびく。

　刹せつ那なの静寂。

　全ての視線が、シュートの行く末に注がれる。




　そして。




　──ボールは力強く、ネットの内側を突き抜けた。

「～～～～～～～～っ！」

　ぎゅっと握り込んだ両手を自らの額ひたいに重ね、声にならない声で溜ため込んだ感情を解き放つ紗季。喜び。極度の緊きん張ちようから解放された安あん堵ど。信じてくれた仲間への感かん謝しや。とめどなく溢あふれてくる熱ねつ量りようをそのままに、普ふ段だんの大人おとなびた振ふる舞まいをかなぐり捨てて全身を震ふるわせる。

「できるじゃない！　やれば、できるじゃないっ！　あは、あははははっ！」

　真っ先に抱きついたのは、以い心しん伝でん心しんでアシストを決めてくれた雅まさ美みさん。まるで紗さ季きと同どう調ちようするように、その表情はいつになくあどけなさを宿している。

「繫つながるって、信じてた……！　みんなで届けられるって、信じてた……！」

「紗季ちゃん、ずっと練習してきたもんねっ。部活の時以外も、たくさん、たくさんっ」

「おー。ひなもがんばったけど、さきはもっともっと、がんばりやさんだった」

　さらに智とも花かが、愛あい莉りが、ひなたちゃんが、満面の笑えみを浮かべて輪わに加わる。

「わああああすばるーんっ！　やったよ、サキがやってくれたよ～！　うええええええん！」

　顔をぐしゃぐしゃにした真ま帆ほにギュッと掌てのひらを握りしめられたとき、ようやく俺おれも嬉うれしさが実感としてこみ上げてきた。

　……やったな、紗季。

　みんなが言う通り、本当に今日きようまでずっと、黙もく々もくと頑張ってきたもんな。

　あの日の──夏の練習試合の置おき土産みやげを、取り戻すために。

「ふふ……！　ありがとう、みんな。私のこと、信じてくれて……本当にありがとうっ」

　アイガードを持ち上げ、もみくちゃにされながら浮かべた笑え顔がおには、どんな宝石でも敵かなわないほどのきらめきが宿っていた。

『総得点、39─39。タイムアウトののち、三分間の延長戦を開始します！』

　主しゆ審しんの声に、喜びもつかの間、きりりと気合いを入れ直して頷うなずき合う五人。
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　届いた。勝ちには至らなかったとはいえ、まるまる一試合を戦い抜いて、ついに硯すずり谷だにと肩を並べたぞ。

　ひまわりのように、光の射さす方へ一いつ直ちよく線せんに伸び続けてきたみんなの成長を、この日まで間近で見届けてきた今だからこそ、改めて思う。

　ああ、やっぱり。やっぱり。




　慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部は、最高のチームだ。




　世界中全すべての人間を前にして、俺おれは高らかにそう宣言したい気分だった。
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「これはどう、真ま帆ほちゃん？」

「痛くないよ！　超へいき！」

「じゃあ、こっちに捻ひねるのはどうかしら？」

「ぜんぜんだいじょび！　もうカンペキに治ったっぽい！」

　ベンチに腰掛けた真帆の足を取り、入念に診察する羽は多た野の先生。表情を見ても言葉通り真帆は元気いっぱいで、辛つらいのを我慢している気け配はいはない。朗報に、あちこちから安あん堵どの溜ため息いきが漏れた。

「……うん。昴すばる君、どうやら問題はなさそうよ。痛みも消えたみたいだし、腫はれが出てくる様よう子すもない。肌もつるつるですべすべ。養よう護ご教きよう諭ゆとしてゴーサインを出せるわ」

　最後の情報はいらなかったと思うのだが。

　とにかく、良かった。双方の回転数が上がりきった第４クォーターの途中で送り出すことは憚はばかられたが、一度仕切り直しとなった今であれば問題なく流れに乗れるはず。

　それなら。

「ふふ。延長戦、いけそうね」

「もっちろんエネルギー満タンだぜ！　………………でも」

「……？」

　優やさしい瞳ひとみを向ける紗さ季きにガッツポーズを披ひ露ろうした真帆だったが、どうしたのか突然ふと顔つきを神妙な色に染めた。

「あたし、ムリに出して欲しいとは言わないよ。もちろん出たいけど、だって、あたしたちチームだから！　十人でチームだから、もしあたしじゃない方が良さそうなら、今日きようは全力で応援がんばるし！」

「真帆……」

　五年生と肩を並べて声援を送り続け、真帆もいろいろ思うことがあったのだろう。さて、なんて言ってあげるのが正解かな。その言葉の後ろに多くの感情が折り混ざっているであろうことを想像すると、結けつ論ろんは迷わずとも、俺おれも少し考え込んでしまう。

「……はー、やっぱアホだな」

「マホだもん、しかたないよ」

　そうしているうちに、椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんがそろって盛大な溜息を漏らした。

「ちょ、なんでそーなるのさ!?」

「決まってるじゃん！　……マホが出るのがいちばん良いに、決まってるじゃん！」

「そんなこともわからないなら、本当にアホだぞ！」

「……ほぇ」

　眉み間けんに皺しわを寄せて人差し指を突き立てる双子に、きょとんとした顔を向ける真帆。

　あはは、うん。ここは俺おれが余計な言葉を飾るより、二人ふたりに任せた方が率直に全員の気持ちが伝わりそうだ。

「技術、経けい験けん、チームワーク。どこをとっても六年生五人がベストメンバーでしょ。悔しいけど、いい加減わかっちゃうわよ。私たちだって、ね」

「今のところは、だけどな！」

「いつか絶対、追い越すけどな！」

　少し頰ほおを染め、そっぽを向きながら告げる雅まさ美みさんに、椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんも前のめりで付け足す。

　対抗心は強くとも、真しん摯しにバスケと向き合ってきたからこそ、認めざるを得ないのだろう。それもまた、五年生たちがプレーヤーとしてめざましい成長を遂げた証あかしなのかもしれない。

「ふふ、どうするの？　こうまで言われて、まだらしくもない遠えん慮りよを続ける？」

「ま、自信ないならのんびりしててもいーけどさ！　今度はボクかひーがマホの穴埋めてやるし！」

「いつか追い越すんだし、だったらこの試合中に追い付いてみせるし！」

　さらに焚たき付けられた真ま帆ほの面おも持もちには、もうとっくにいつも通りの晴れ晴れしさと自信が戻っていた。

「……ありがと、みんな！　あ、あのさ、すばるん」

「行っておいで。延長戦は、六年生五人で戦おう」

「っ！」

「お帰り、真帆っ」

　喜びで白い歯を覗のぞかせた真帆を、智とも花かが後ろからそっと抱きしめた。

「よかった……。すごく、心配したんだよっ」

「おー。でも、まほならぜったいだいじょうぶって思ってた」

「病み上がりなんだし、いきなり無む茶ちやしすぎちゃダメよ。……いつも通りで、充分頼りになるんだから」

　続けざまに、愛あい莉り、ひなたちゃん、紗さ季きも優やさしく真帆の身体からだに触れる。

「任せといて！　休んでたぶん、しっかりあたしの役目をはたすぜ！」

　拳こぶしを突き上げ、大切な仲間の思いを真まっ向こうから受け止める真帆。

「先せん輩ぱいたち。あとは、よろしくお願ねがいします！」

「ワタシたちも、エールで力になりマス」

　かげつちゃんとミミちゃんからも信頼のバトンを託され、五人は自信に満ちた表情で互いに頷うなずき合う。

「残り三分。全すべてを出し切っておいで。今までの積つみ重ねが、みんなにとって一番の武器だ」

『はいっ！』

　揺るぎない瞳ひとみに、俺おれも葵あおいと共に心を重ねる。ここまで来たら、いよいよもってみんなの力を信じるのみだ。

「……あの、長は谷せ川がわさん。ひとつだけ、よろしいでしょうか。ひとつだけ、始まる前に決めておきたいことがあるんです」

「ん？　もちろんなんでも言ってみて」

　試合開始までもう僅わずかというところで、意を決したように紗さ季きが挙手をした。頷うなずき返し、俺は選手たちと輪わを作って、紗季の言葉に耳を傾ける。







　提案は、満票で可決された。

　きゅっと口元を結ぶ智とも花か。静かに深呼吸を続ける紗季。準備運動で気合いを露あらわにする真ま帆ほ。ぴんと背筋を張り詰める愛あい莉り。天使のひなたちゃん。

　表情はそれぞれでも、想おもいはひとつに重なっている。

『時間です、両チームともコートに戻って下さい！』

　ほんの僅かだけ得られた休息が終わり、互角の戦いは延長戦に突入。苦しいだろうが、それはきっと相手も同じこと。地道に積つみ重ねて来た鍛たん錬れんが必ず五人を支え、強豪とも最後までひけを取らず渡り合わせてくれるはずだ。

「もっと、硯すずり谷だにと試合ができるんだね」

「おー。たいへんだけど、すごく嬉うれしい」

「このチームで、もっともっとバスケしたいよね」

「ええ、最後まで悔いなく全力を尽くしましょう」

「うんむ！　そして、勝つ！」

　智花も、ひなたちゃんも、愛莉も、紗季も、真帆も、すごく晴れやかな顔をしている。際どい決着になるのは必至。でも今はただ、ひたすらに楽しみだけが胸の中で躍おどる。

　みんな、がんばれ。





慧けい心しん　39─39　硯谷






「おいっち、に、さん、しっ」

　身体からだを慣ならしつつコートの感触を確たしかめるように、真帆が屈伸運動を繰くり返す。いつも通りの弾むような足取りで、見ていて不安を感じるところはない。

「まさか、ここまで粘ねばられるとはね。素直に認めるわ。強くなったじゃない。もちろん最後に勝つのは未み有ゆたちだけど」

　硯谷のメンバーに変更はなし。引ひき締しまった面おも持もちで智花を見据える未有ちゃんはもちろん、怜れ那なさんも続投だ。ここまで来たら進退を共にする他ほかはあるまい。それに、消極的な部分は変わってないにせよ守備要員としてはしっかり機き能のうしているわけだし。

「ね、ねえ」

「……ん？」

　その怜那さんが、ぎこちなく真ま帆ほに声をかけた。彼女にしては珍しい行動に思える。

「……足、大丈夫なわけ？」

「おっ、心配してくれてんの？　くふふ、あんがと」

「ハ、ハァ!?　そんなんじゃないし！」

「違うの？　ま、とにかく全然へーき！　だから気にすることないよん」

「だから気にしてなんかないし！　くそ、話しかけなきゃよかった」

　苦虫を嚙かみつぶしたように顔をしかめ、怜那さんは攻こう撃げきに向かう。ふむ、今の反応からすると、やはり不ふ調ちようの原因は……。

「未み有ゆ！」

「オーケー、行くわよみんな！」

　思いを巡らせているうちに時計とけいが動き出した。なんにせよ、雑念は捨てて俺おれも試合に集中しないとな。

「怜那。どうなの、そろそろ眼めは覚めた？」

「アタシがいつ寝たんスか……」

　少し考え込むようなそぶりを見せてから、未有ちゃんは怜那さんにパスを出した。この総力戦、できることならばその突破力を武器に加えたいだろうからな。リスク覚悟で試すなら、序じよ盤ばんしかない。

「さー、ガンガンこい！　ぜんぶ止めてやる」

　対するは、真帆。あの事故が起こったときと同じマッチアップだ。どう転ぶかはわからないが、何か起きそうな気け配はいだけは色いろ濃こく漂っている。

「──っ！」

　大きく息を吸い込んでから、怜那さんが仕掛けた。しかし、そのドライブは相変わらず大胆さも、思い切りの良さも不足している。このレベルの攻撃ならば、真帆にとって防ぐのは造作もない。

「く!?」

　予想通り、怜那さんはすぐに動きを止めざるを得なくなった。ボールを奪われぬよう守るのが精一杯で、踏み出した足もすぐさま引っ込めてしまう。

「……あのさ。さっきからずっとだけど、やる気、ある？」

「あるに決まってるでしょ！　ざけんな！」

「じゃあなんで……そんなにおっかなびっくりなのさっ！」

「あっ!?」

　一いつ閃せん、スティールが決まる。そのままターンオーバーで速攻を仕掛け、真ま帆ほは追いかける怜れ那なさんを引き連れたまま全速力で敵陣に突っ込んでいく。

「あたしの足なら、心配無用だよ！　ほら、こんなにグイグイ動くしっ！」

「してないって言ってんでしょ！」

「じゃあ全力で来い！　今できること全部やらなかったら、試合が終わってから絶対に後悔する！　あたしはそんなの嫌いやだ！　だから、何も怖がらないっ！」

「………………っ」

　レイアップを放つ真帆の背中を追いかけながら、怜那さんは肩を震ふるわせる。

　先制点は、慧けい心しん。それも復帰したばかりの真帆が得点するという、もっとも理想的な形だ。

「さ、そっちの番だよん」

　リングに放り込んだボールを自ら拾い、怜那さんに渡してやる真帆。

　……ふふっ。今の真帆は、なんだかやけに大きく見えるな。

「怜那、これがラストチャンス。悪いけど、もう余裕ぶってる時間がない」

　エンドラインからパスを受けた未み有ゆちゃんは、そのまま送り手である怜那さんにボールを返した。辛しん抱ぼう強づよく、怜那さんの復活を信じ続けて。

　エースとしてではなく、キャプテンとしてでもなく。きっとただ、ひとつ年上の先せん輩ぱいとして。未来を担うべき部員に、どうしてもここで取り戻してもらいたいものがあったから。未有ちゃんはあえて、全ぜん身しん全ぜん霊れいの厳きびしさと優やさしさをぶつける。俺には、そんな光景に見えた。

「………………」

　再び、アウトサイドで真帆と向き合う怜那さん。うつむき加減の表情は、俺おれの位置からだと確かく認にんできない。

　はたして何を感じ、何を想おもっているところだろうか。

「ほらほら！　ぼやっとしてるとまたスティール決めちゃうよん！」

「………………いいかげんに、しろよ」

　ボールを狙ねらう真帆の指先を躱かわし、怜那さんが顔を持ち上げる。

「ん……」

　その眼めを見た瞬しゆん間かん、俺はうっかり間の抜けた言葉を漏らしてしまいそうになった。




　──あ、起きた。と。




「……どいつも、こいつも」

　きつく嚙かみしめた口元から覗のぞく八重歯が、まるで牙きばのようにギラリと光る。被かぶっていた草そう食しよく獣じゆうの皮を突き破り、怜那さん本来の、プレデターのような攻こう撃げき性せいがたちどころに回復する。

　来るぞ。久しぶりにとびきり強烈な一発が。

「あーもう、クソが！　どいつもこいつもこのアタシにえらそーな説教たれやがって！　この！　天才の！　アタシにッ！」

「……わは！　よっし、待ちわびたぜ！」

　真ま帆ほも気け配はいの変化を感じ取り、より一層気合いを露あらわに腰を落とす。あらゆるドライブに食らいついてやろうと、全方位に向けて警けい戒かいを深める。

　──しかし、決着は一いつ瞬しゆんだった。

「そんなにアタシの全力が見たきゃ、そこで指くわえてろ」

「…………あ、れ？」

　何の変哲もないダックインで、怜れ那なさんが飛び込む。これまで何度も披ひ露ろうした派は手でな妙技とは正反対の、ごく見み慣なれた攻撃。

　だからこそ、あの真帆が一瞬で置き去りにされるというまさかの事態は、今まで見た怜那さんのドライブの中で、最も俺おれの度肝を抜いた。

「思い知ったか。……はは、はははっ！」

　く、なんというか。さんざん引き絞られた弓が、怒りのエネルギーまで推進力に加えてはじけ飛んでいくような、極限の一撃をお見み舞まいされてしまったな……。

　真帆は、大丈夫かな。復帰早々あんなのを見せられたらけっこうなショックが残っても不ふ思し議ぎはないが。

「…………くふふ！　そーこなくっちゃ！」

　なんて、そんなにやわな子じゃないよな。いっときでも心配してしまったことを、心の中でお詫わびする。

「サキ！　ちょーだいちょーだい！」

「もー。しょーがないわ、ねっ！」

　やられっぱなしでは済まさぬと飛び跳ねながらパスを要求する真帆に、苦笑しつつも応じる紗さ季き。皆の消耗が激はげしいことを踏まえても、ここは有り余る元気と不屈の心に期待を寄せて良い場面だ。

「れっつ、ごー！」

　ボールを手にするや、真帆は今一度全速前進で突っ込んでいく。待ち受けるのはどこか吹っ切れたように一点を見つめる怜那さんだ。

「どーしてそこまで、いちいちアタシのバスケにケンカ売ってくるかね！」

「楽しいからに決まってんじゃん！　強い相手とショーブして、勝つのがさ！」

「だったらなおさら意味不明だっての！　だって、勝つのはアタシじゃん！」

「やってみなきゃ、わかんないっ！」

　怜那さんと交こう錯さする間際、斜めに踏み込んでドライブの方向を変化させる真帆。まったく減速しない、跳弾のような軌道にさすがの怜れ那なさんも僅わずかに対応が遅れ、しかし執念深くもう一度真ま帆ほの影かげに食らいつく。

「決めるっ！」

「決めさせないっ！」

　次の瞬しゆん間かん、二人ふたりは同時に飛び上がった。レイアップを狙ねらう真帆に対し、躊ちゆう躇ちよ無く踏み切った怜那さんのブロックが迫る。

　そして、矛ほこと盾たては空中で激はげしく激げき突とつし、

「……っ!?」

　袂たもとを分かつようにして墜つい落らくした。

　二つの身体からだが鈍にぶい音と共にコートへ叩たたきつけられた直後、ぎくりと双方のメンバーが身を強こわ張ばらせる。

「……しまった」

　怜那さんの方は、すぐに起き上がる。

　しかし真帆は、未いまだ仰あお向むけに倒れ込んだまま。

「……っておい、ちょっと。そりゃ、ないだろ」

　ぴくりとも動かないその姿を捉とらえて、みるみるうちに怜那さんの顔から血の気が失うせる。

「真帆、真帆っ!?」

　大慌てで、智とも花かたち四人も駆け寄っていく。

　全員の脳裏によぎる、第３クォーターの悪夢。

「──いよっと！」

　それが杞き憂ゆうだったとわかった瞬間、コートのあちこちからも、ベンチからも、応援席からも長い息が協奏するかのように漏れた。背筋の力だけでぴょこんと跳ね起きた真帆の顔は、いつもと何ら変わらぬ朗らかな笑えみ。

「ほらね、ぜんぜん平気。さっきのはちょっち運が悪かっただけ。これくらいでどうにかなるほどヤワじゃないぜ！」

「なら、すぐ起きろよアホ。……びびるじゃん」

　ピースサインを向けられて、怜那さんは反応に困ったように苦笑を浮かべる。どこか嬉うれしそうにも見えるなんて感想は、大否定されること請うけ合あいだから胸の内だけに秘めておこう。

『13番、イリーガルユースオブハンズ。これで累るい積せき５ファウル。退場です』

　今のは死力を尽くしぶつかっていった結果であり、故意に真帆の身体を狙ねらったわけではないのは明らか。それでも結果としてファウルを犯してしまったことに対し、怜那さんは異を唱えずルールに従って審しん判ぱんへまっすぐ右手を掲げた。

「……どう、アタシの全力」

「うん、すごかった！　また、勝負しよーぜ」

「いつでも受けて立ってやる。次は、ファウルなんてしないで完かん璧ぺきに止めてみせるから」

　それから、毅き然ぜんと胸を張って真ま帆ほに言い残し、静かにＵターンして自軍のベンチに向け歩き出す。

「…………今日きようは、すみませんでした。次はちゃんと、バスケ、覚えてきます。五人でやる、バスケを」

「ふ、期待してるわよ」

　最後に未み有ゆさんと低い位置で軽く手を重ね合って、怜れ那なさんはこの日のスコアを閉じた。

　荒削りで、いびつで。

　だからこそ底知れない素質を感じる、未完の大器と呼ぶのにまさしく相応ふさわしい少女だった。

「あんにゃろ、いつかボクたちにもごめんなさいさせてやる」

「ボクたちだってもっともっと、今のひゃくおくまん倍くらい上う手まくなってやるんだからな～！」

「私たちが最強の五人になって、敗北の味を何度も教えてやりましょ」

「うん。これからも、みんなで頑張ろう……！」

「ニホンのミニバス、こんなにハイレベルとはしらなかったデス。この国でくらせることを、もういちど感かん謝しやしマス」

　初はつ恵え先生と麻ま奈な佳か先せん輩ぱいにも短くお辞じ儀ぎし、タオルを被かぶって座り込んだ怜那さんに対してメラメラと情じよう熱ねつを燃もやす慧けい心しんの五年生たち。でもどこか、試合の前の単純な敵視とは雰囲気が変わったような印象も受ける。

　最後の攻防を見て、少なくともプレーヤーとしては怜那さんに一目置かざるを得なくなった──という感じかな。もちろんただの想像でしかないけれど。

　とにかく、戦局はまたひとつの転換期を迎えた。怜那さんの抜けた穴には、背番号７の矢や作はぎ蘭らんさんが入る。チームメイトとタッチを交わしてポストラインに並び、先ほどのファウルで真帆が獲かく得とくしたフリースローを待つ。

「………………」

　ボールにバックスピンを与えながら軽く手元から浮かせ、集中力を高める真帆。佳境の中で精神的に難むずかしい状況だが、点数を加算してくれることを信じて俺たちは静かに見守る。

「……うあ」

　一投目は、失敗。勝負強い真帆にしては少し意外な感じもした。言わずもがな、１００％の精度なんて得られるはずはないのだけど。

　二投目。さらに強くプレッシャーがのし掛かり、成功させるのは本当に難しくなる。

　……それより、真帆は本当に万全なんだよな。本当はさっきの衝しよう突とつでどこか痛めていて、それを隠しているせいで手元が狂ってしまったわけでは……ないよな。

　ネガティブなことを考えるなと自分に言い聞かせるが、勝手に不安の芽が土の中から顔を出してくる。プレーヤーとして全幅の信頼を置いていることとは別に、コーチの立場から身体からだの不ふ調ちようを見落とすわけにもいかない。勝利に目が眩くらんで、悪いサインを看過していたりは、しないだろうか。

　智とも花かたちも似た感情らしく、シュートを外したことではなく真ま帆ほ自身を慮おもんぱかって、僅わずかに眉まゆ尻じりを下げている。肌寒い緊きん張ちよう感かんが、ぽつぽつとまばらに降り注いでくるような錯さつ覚かく。

「……だめだ、こんなんじゃ」

　周りの懸け念ねんを感じ取ったのか、不意に真帆が自らの頰ほおを片手で叩たたく。

「あたしのいちばんの仕事は──チームのみんなを元気にすることだろっ！」

「おお……！」

　そして、暗雲を本人が自ら放つ熱ねつ量りようできれいさっぱり吹き飛ばしてくれた。

「うっしゃ！　一点だけど、あたしたちがリード！」

　二本目のシュートは、見事成功。アーチがネットに突き刺さるのを確かく認にんすると、真帆は大きなアクションで仲間に向けてガッツポーズを披ひ露ろうした。

「……っ！　うんっ！　ナイッシュー真帆っ！」

　にわかに歓喜で溢あふれるコート内。四人はディフェンスに戻りながら貴重な得点を挙げてくれた頼れるムードメーカーと順番にハイタッチを交わしていく。

　あの躍やく動どう感かんと、きらきらした笑み。間違いなく普ふ段だん通どおりの真帆だ。そうとも、ずっと共に歩んできた自分自身を信じろ。

　あえて不ふ遜そんに言う。

　俺おれが、そしてこのチームの仲間が、真帆の異常を見落とすはずなんてない。

「さー、みんなで守って、みんなでもっともっとリードつくろ～！」

「ふふ、もちろんよ！」

「えへへ、みんなといっしょなら、どんどんどんどん力が湧わいてくるよっ！」

「おー。ひなもまだまだげんき！」

「ひとりじゃないから、最後の最後まで戦える！」

　真帆が張り上げる声に合わせて、長なが丁ちよう場ばを戦い続けているとは思えないほど全員から活力が溢れだす。




「──どんなときでも枯れないパワーを発火点にして、俺たちをもっともっと高いところへ、華々しい世界へと導みちびいてくれる。これが……打ち上げ花火フアイアー・ワークス、三み沢さわ真帆！」




　残り時間、二分。一点を追いかける硯すずり谷だには、息の合ったパスワークで固い守りを翻ほん弄ろうしにかかる。

「綾あや！」

「はいっ！」

　めまぐるしく陣形が変わる中でポスト際にボールが送り込まれ、綾あやさんと愛あい莉りのマッチアップが再勃ぼつ発ぱつ。

「綾ちゃん。わたしのおかげで変われたって言ってくれて、本当に嬉うれしかった。……でも。それならまだ、わたしは負けられないの。わたしが変われたのは、誰だれかひとりだけのおかげじゃない。みんなが、たくさんの人が、わたしを優やさしく支えてくれたからだもんっ！」

「うっ!?」

　柔軟な関節を駆使してすり抜けようとする綾さんに対し、愛莉はさらに深く身体からだを沈み込ませて下からボールを弾はじく。

　なんという、しなやかさ。なんという、力強さ。なんという、想おもいの強さ。




「──愛莉の才能が花開いたら、理想的なセンターに成長するはずだって、ずっと楽しみにしていた。でももう、気付いたんだ。君は必ず、俺の想像の遙はるか先まで飛び越えていく。宿る色は、ひとつじゃない。花が咲いて、またひとつ新しい蕾つぼみが生まれる。……七色彩蕾プリズマテイツク・バドは、これからもずっと絶え間なく芽吹き続ける！」




　綾さんの手元から転がったボールに食らいつき、愛莉は智とも花かへとボールを託した。さらに先行して突き進んでいた真ま帆ほに対し、智花が全力のロングパスを送り出す。

「させるかっ！」

　その軌道上に、なんと未み有ゆちゃんが飛び込んできた。インターセプトを決められたことより、あの強烈な球威に一いつ瞬しゆんも怯ひるむことなく身を投じる勇気に舌を巻く。何度嚙かみしめても足りないくらい、強豪のエースは、間違いなくエースだった。

「これで逆転──ちっ!?」

「行かせないわよ……！」

　弾道をねじ曲げた反動にも留とどまることなく、未有ちゃんは智花を迂う回かいして速攻を仕掛けようとする。が、紙一重のタイミングで紗さ季きが回り込み、陣形を立て直す時間を作りだしてくれた。

「ごめん紗季っ！　ありがとう」

「ふふ、気にしないで。──みんな、ディフェンスの輪わを広げて！　相手に動きやすいスペースを与えないで！」

　その隙すきに智花が未有ちゃんのマークに戻り、紗季の方も本来のマッチアップ相手である甲本さんの許もとへ向かう。真帆も急速に帰き還かんを果たして、なんとか五ご分ぶと五分の態勢にまで持ち直すことができた。




「──常に冷静で、広い視野を失わない紗季がいち早く未有さんの狙ねらいに気付いてくれたから、速攻を未然に防ぐことができた。どんなにボルテージが上がるような場面でも、紗さ季きは心の片隅にニュートラルな感情をキープしてくれている。……氷アのイ絶ス対・女エ王イ政ジが居るから、俺おれたちはいかなるときもオーバーヒート知らずで疾走できる！」




　足止めをくらってしまった未み有ゆちゃんは再度前に出ようと画策するが、智とも花かの粘ねばり強づよいディフェンスをなかなか引きはがせない。一ゲームまるまる戦い抜いたあとの延長戦。いくら鍛きたえていようと、全力ダッシュを仕掛けた直後は息を整ととのえてからじゃないと鋭するどいドライブは繰くり出せない。この状況なら、智花が大きく優ゆう勢せいだ。

「未有、こっち！」

「久く美みっ！」

　きっと凌しのぎきれる、と拳こぶしに力を入れた矢先、久美さんがアウトサイドに飛び出してきてパスを受ける。そして、ミドルレンジ──ペリメーターからのジャンプシュート。この形は初めて見る、想定していなかった奇き襲しゆうだ。

「よっしゃ！」

「ナイッシュー久美っ！」

　嫌いやな予感が的中し、リングの上で一度跳ねてからボールはネットに吸い込まれる。これで42─43。今度は逆に硯すずり谷だにが一点リードし、残り時間は一分半ほど。

「パワータイプのセンターだと決めつけてたけど、どこからでも打てるんだね……」

「ああ。さすが強豪校のスタメンには、穴がない」

　葵あおいと低いトーンで唸うなり合う。先天的な武器だけに慢心せず、地道な鍛たん錬れんを積つみ重ねて来たからこそ久美さんは──いや、硯谷の選手たちは皆、こうして堂々とコートに立ち続けていられるのだろう。

　だが悲ひ観かんは必要ない。まだ時間が残っている時点で、隠し持っていた刀を抜かせたのは収しゆう穫かくだ。これで終しゆう盤ばん、今のように出し抜かれぬよう睨にらみを利かせられる。

　それに、今日きようまでの積み重ねという意味では、俺たちだって絶対にひけを取らない。

「んぐ……！　ジミにディフェンスちょー上う手まいな……！」

「地味っていうな！　でもま、その通り。私もみすずと同じく、未有や怜れ那なみたいな派は手でな技はひとつも持ってない。それでも硯谷のスタメンに入れた理由は、つまり、こういうこと！」

　慧けい心しんのターンに戻り、右サイドから突破を目もく論ろむ真ま帆ほに対して矢や作はぎさんが執しつ拗ようにマークを続ける。

　盾というよりは、闘とう牛ぎゆう士しのマントのようなつかみ所のなさ。真帆が猪ちよ突とつ猛もう進しんに攻め入ろうとすればするほど、矢作さんは巧たくみにいなし、誘い込み、袋ふくろ小路こうじに縛しばり付けてしまう。このマッチアップ、ちょっと相性がよろしくない。気付けば真帆は、コートの右角に追いやられて可動スペースを失いつつある。

「まほ！」

　そこに、天使が救いの糸を垂らす。逆サイドからマークの合間を縫ぬって駆けつけたひなたちゃんが、苦戦する真ま帆ほを助けるべくパスを求める。

「たのんだヒナ！」

「そうはさせない！」

「おっと！　せっかくだしもうちょっとあたしに付き合ってよ、くふふ！」

「う、このっ」

　矢や作はぎさんは咄とつ嗟さにマークをスイッチしにかかるが、真帆がすばやくスクリーンを仕掛けて出足を止める。連携のかいあって自由を手にしたひなたちゃんは、意志を受け継ぎゴール目掛けて一気に駆けだした。

　その速度に、衰えなし。今日きようまで何キロも走り込みを続けてきた小柄な少女は、延長戦に入った今も輝かがやきを失わず、天てん衣い無む縫ほうに羽ばたき続ける。




「──ひなたちゃんの努力とひたむきさに魅みせられて、元気を分けてもらっている人は、知っているだけでも大勢いる。もちろん俺おれも、その一人ひとり。無垢なる魔性イノセント・チヤームは、ひなたちゃんが頑張る子だからこそ、こんなにも憧あこがれを引き付けるんだ！」




「私が止めないとっ！」

　ゴールとの間に立ちはだかるのは、綾あやさんのみ。体格の違いすぎる相手に一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするようなそぶりも見せた綾さんだったが、すぐ雑念を振り払い、ひなたちゃんがレイアップに踏み切るタイミングを逆算してどんびしゃでブロックショットを仕掛けた。

　そう、どんぴしゃだった。普通のレイアップを打つなら、まさしくそのタイミングで飛ぶのが正解。

『綾、ダメ！　まだ早い！』

「えっ!?」

　自ら止めに行くのでは間に合わない位置にいるもどかしさを悔やむように、硯すずり谷だにの六年生四人の声が重なる。

　そう、まだ。ひなたちゃんの狙ねらいにはもう一段奥がある！

「とー。ひなスペシャル」

　身体からだを浮かせた綾さんの小こ脇わきをすり抜け、ひなたちゃんはゴールの真下を通過してしまう。それから満を持して、身体を反り返らせながらリバースショットを放つ。

　前回の練習試合でも披ひ露ろうした妙技を見事に決め、再逆転をもたらしてくれるひなたちゃん。

　いいぞ、流れも向いてる。久く美みさんのミドルショットを俺たちが知らなかったのと同様に、コート内で唯一この技を見たことがない綾さんとの競せり合あいに持ち込めたことは、天に感かん謝しやすべき僥ぎよう倖こうだった。

　やはり、ひなたちゃんはこの世の存在法則そのものに愛されているのだろう。

「ご、ごめんなさいっ！」

「良い良い！　取り返すだけ！　気にせずどんどん攻めるよ！」

　悔やむ綾あやさんの背中を上級生たちが立て続けに触れ支え、前進気勢を促す。44─43。残り一分と数秒。

「……うん！　まだまだ、諦あきらめないっ！」

　先せん輩ぱいたちの激げき励れいを受け、綾さんも落ち込むことなく顔を上げて一気に距きよ離りを詰めてきた。その気概を買うようにポスト際で後輩にボールを預ける甲こう本もとさん。センターを起点とした十お八は番こで、硯谷は間かん髪ぱつ入れず再逆転を図る。

「お願いしますっ！」

　粘ねばり強づよいポストプレーでディフェンスを引き付けてから、ボールを外に送り出す綾さん。待ち構えていたのは未み有ゆちゃんだ。

「ナイス！　後輩の援えん護ごだもの、モノにしないとねっ！」

　受け止めたその手で未有さんはドリブルを開始し、猛スピードでペネトレーションを仕掛ける。させじと進路を狭せばめる智とも花か。二人ふたりは同時に踏み切り、空中戦に突入する。タイミング的には、充分ボールをたたき落とす余裕がある。

「これでもずっと、鬱うつ憤ぷんが溜たまってたんだからね！　あんたも怜れ那なも、未有の前で未有より目立つんじゃないっ！」

「……あ!?」

　予断は、軽々と覆くつがえされた。レイアップの態勢に入った未有ちゃんが、飛び上がったまま腕を引っ込めて智花のブロックをかいくぐる。そして落ち際にもう一度ボールを持ち上げ、放り、リングの中へと押し込んだ。

　──ダブルクラッチ。

　しまった、未有ちゃんにはこれが残っていた。しかし、わかっていてもどうしようもない部分があることも事実。備えてブロックのタイミングを遅らせれば、今度はそのままレイアップを決められてしまう危険が高まる。受ける側にとって非常に不利な二択を強しいられてしまうのがこの技なのだ。

　ならば、誰だれしもが積せつ極きよく的てきに狙ねらえば良い……というのは、机上の空くう論ろんでしかない。そもそも、並たいていの人間には再現不能な超ちよう高こう難なん度どの技なのだから。

　智花、ミミちゃん。未有さん、怜那さん。たとえ全国大会でも、こんなスーパープレーヤーが一堂に会すカードなんて、そうそう有り得るものではないだろう。

　俺おれたちは今、伝説に立ち会っているのかもしれない。

「ふん！　ざっとこんなもんよ！」

「………………ふふっ」

「……？　ちょっと、なんでやられて笑ってるわけ？」

　胸を張り存在感をアピールする未み有ゆちゃんに対して、不意に智とも花かが口角を持ち上げる。

「ごめんなさい。ただ、すごく楽しくて」

「楽しい？」

「慧けい心しんのみんなと出会えたこと。昴すばるさんたちに出会えたこと。それから、未有さんたちと出会えたこと。全部が、宝物。だって、私に教えてくれたから。バスケの、本当の楽しさを」

　怪け訝げんそうな顔をしていた未有さんだったが、智花の独白を聞き終えると表情を和やわらげる。

「……ま、未有もあんたたちと出会えて、少しは感かん謝しやしてる。未有に全力を使わせて、最後は負けてくれることも合わせてね」

「ふふっ、ダメだよ。負けてなんてあげない」

　そこでどちらからともなく会話を止やめ、攻守に向かう二人ふたり。お返しをしてきなさいとばかりに、紗さ季きが智花にボールを預ける。

「だって、もう私はひとりじゃない。勝ちたいっていう気持ちは、自分だけのものじゃない」

「……!?」

　面食らったように大きく口を開く未有ちゃん。

　智花が足を止めた瞬しゆん間かん、ついさっきまで目に見えるほど溢あふれていた闘とう気きが、跡形もなく霧む散さんしてしまったためだろう。

「……この気持ちは、みんなと繫つながっているって、わかるから」

　ふわり、と。

　雲が風に身を任せるように、清流を流れる水のように、智花の身体からだが前に出る。

「え」

　未有ちゃんは、ぴくりとも反応できなかった。いつ、ドライブを仕掛けられたのかすらわからないといった様よう子すで、ぎこちなく振り返るのが精一杯だった。

「今のは……まさか」

　俺おれが、須す賀が竜りゆう一いちに勝負を挑んだあの夏。みんなのおかげで身に着けることができた、『静』のオフェンス。

　そうか。またひとつ、受け継いでくれていたのか。毎日共に切せつ磋さ琢たく磨まを続けているうち、智花と俺の心は、自分でも気付かぬ領域まで結びついていた。




「──本当に、すごいよ。智花の才能とひたむきさに心の底から憧あこがれるし、負けてられないなって躍やつ起きにもなる。いつも傍そばに智花がいたから、この一年、前だけを見て進んでこられた。やっぱり君は、俺にとっての雨上がりに咲く花シヤイニー・ギフトだ！」




　未み有ゆちゃんを抜き去った智とも花かは、誰だれにも邪じや魔まされず、静かにジャンプシュートを放った。初めて見たときとまったく同じ、俺おれがバスケを始めたばかりの頃ころ受けた憧どう憬けいを思い起こさせてくれるような、美しいフォームで。

　スコアは46─45。一点差のシーソーゲームが途と切ぎれないまま、決着の瞬しゆん間かんが刻一刻と近付いてくる。

　続く硯すずり谷だにの攻こう撃げきに対し、五人は粘ねばり強づよく守りを固めて決定的なチャンスを与えず踏ん張りに踏ん張った。しかしショットクロックも僅わずかとなったところで未有ちゃんに再びダブルクラッチを叩たたき込まれ、再逆転。

　一点ビハインド、残り十九秒。おそらくこれが、正真正銘最後の攻撃となるだろう。

　決めれば、勝利。決められなければ、敗北。

「………………」

　もはや双方とも言葉を発する余裕すら失い、熱ねつ量りようの全すべてを一挙手一投足に捧ささぐ。スティールを警けい戒かいしながら、紗さ季きは智花を一いち瞥べつ。未有ちゃんの修しゆ羅らの如ごときマークが、全てのパスコースを塞ふさいでいて、今ボールを送るのはターンオーバーのリスクが高すぎる。

　残り十二秒。ボールは真ま帆ほへ。しかしこちらも状況は厳きびしい。矢や作はぎさんの巧たくみなディフェンスは、どこにも突破口が見当たらない。

　残り九秒。ミスマッチをプラスに変えられるひなたちゃんに希望が委ゆだねられる。その刹せつ那な、久く美みさんはファウルも厭いとわぬほどの迫力で小さな身体からだにまとわりついた。ひなたちゃんのフリースロー精度は、正直高くない。残念ながら、相手の方が制約少なく動けるシチュエーションと言わざるを得ない。

　残り七秒。ならばとひなたちゃんは愛あい莉りへパスを出す。綾あやさんとの直接対決に勝ち抜く。それが、ベストな選択か。

「はあっ……はあっ！」

　体力的にも、さすがに綾さんの消耗は誰だれより目立つ。かげつちゃんの奮ふん闘とうが、確たしかな実を結んだ結果だ。

「……愛莉さんに、出会わなければ。私はここに立てていません。でも、それだけじゃない。私も、同じです。今は、先せん輩ぱいたちも、チームのみんなも、背中を押してくれている！」

「っ!?」

　しかしこの土ど壇たん場ばで、綾さんはまたひとつ高みへと到達する。乾けん坤こん一いつ擲てきのスティールを仕掛け、愛莉の手元からボールをはじき飛ばしてみせたのだ。

　強い。なによりも、心が強い。チームの枠を越えて、綾さんがバスケを志してくれたことを、俺は手放しで喜びたくなった。……もし、こんな場面でなかったならば。

　残り四秒。ボールはてんてんと、センターサークルの方に転がっていく。そこに殺到する双方の選手たち。もはや作戦も陣形もなく、ただがむしゃらに、誰よりも早くボールを──勝利を摑つかみ取らんともみくちゃになりながら一いつ直ちよく線せんに駆ける。

「ぜったいぜったい、とる！」

　ひなたちゃんが、併走する久く美みさんの体格を恐れず何度もよろめきながらも前を目指し、

「わたしたちが、みんなで繫つなげてきたボールなんだからっ！」

　愛あい莉りが、一番遠いところにいたにも拘かかわらず執念の限りを尽くして全力疾走し、

「必ず、最後の最後まで、繫がなきゃっ！」

　紗さ季きが、身体からだを打ち付けることもまったく躊ちゆう躇ちよせず頭からコートに飛び込み──そして。

「受け取って！　遅くなっちゃったけど、『あの時』のお礼……ちゃんと返すからっ！」

　見事、最初にボールを摑つかんだのは、未み有ゆちゃんとのしのぎ合いをギリギリで制してコートを一いつ直ちよく線せんに駆け抜けた、真ま帆ほだった。

　真帆はそして、慣かん性せいに流されながら振り返らず真後ろにボールを送り届ける。




　──角度、リングから右に斜め四十五度。距きよ離り、目算で３メートル。




　五人の『絆きずな』のその場所で、静かに待っていたのは。











─延長戦開始前─






「紗さ季き、決めておきたいことって？」

「最後の、シュートです。さっきは、みんなが私に任せるって思ってくれてたおかげで、うまくノーマークの状況を作り出せたと思うんです。だから延長戦も、もしなかなかチャンスを作り出せない時は、最後にシュートを狙ねらうのは誰だれにするか決めておいた方が、迷いなく動けるような気がして」

「……なるほど。うん、俺おれは賛さん成せいするよ。みんなの意志に任せる」

「おー。ひなもさんせい」

「わたしも、それがいいと思うっ」

「もちろんあたしも文句なし！　そんで、シュートを打つのはやっぱり──」

「待って。試しに、せーので一斉に言ってみましょう」

「ばっちこいだ！　そんじゃ、せーのっ！」

「トモ」「智とも花かちゃん」「ともか」「もっかん！」「え、ええと……ふぇっ？」

「ふふ、決まりね。トモ、引き受けてくれる？」

「わ、私で本当に良いの……？」

「むしろ、あたしたちがもっかんに頼みたいんじゃん！」

「おー。ともかが教えてくれなかったら、ひなはバスケしたいって思わなかった」

「えへへ、わたしもだよ。こんなすてきな場所に立たせてくれたのは智花ちゃんだから、智花ちゃんにお願ねがいしたい」

「今日きようまでトモと歩いてこられたから、今日の私たちがあるの。だから、トモが打つなら、それは五人で一いつ緒しよに打つのと同じ意味だわ」

「…………みんな。…………うん、わかった。みんなの気持ち、きっと形にしてみせるよ」

「おっしゃ、決まり！　あとはただ、勝つのみ！」

「そろそろ時間ね、行きましょう。私たちの力を、全部出しきるために」

「硯すずり谷だには本当に強いけれど、みんなといっしょなら、必ず最後まで諦あきらめずに頑張れるよ」

「おー。ひなもまだまだ、げんき」

「…………ありがとう、みんな。みんなと出会えて、本当によかった」







「……ありがとう」

　智とも花かが、両手でぎゅっとパスを抱き止める。残り二秒。地を蹴けって舞まい上がる智花とゴールとの間に立ちはだかるものは、もう何もない。

　一秒。希望と、諦てい観かん。行く末を予感した瞳ひとみが、敵味方で二つの色に分断される。




　──たった一人ひとり、そのどちらでもない、灼しやく熱ねつの闘とう志しを満面に携えた少女を除いて。




「っ!?」

　自由を得たと思われた智花めがけ、背後から飛び込んでくる影かげ。

「……………………硯すずり谷だに、なめんな」

　未み有ゆちゃん、だった。完全に出し抜かれたはずの場面だったのに、不屈の闘志で身を切り返し、鬼神の如ごとく眼めを尖とがらせながら空へ旅立とうとする智花を追つい撃げきしにかかる。

「なめるはず、ないよ……！」

　それでも智花の、仲間たちと重ねた心は折れない。中空で身体からだの軸をずらして未有ちゃんのブロックを躱かわし、再度腕を持ち上げてボールを解き放つ。

　同時に、試合終了のブザー。
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　静まりかえる両陣営。全すべての視し線せんが、ゴールに集中する。

　そして。

　智とも花かのシュートは、まっすぐにリングの中を突き抜けた。
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　大歓声に沸わく、慧けい心しんの応援席。

　しかし、その声量は次第にフェードアウトしていき、困惑混じりのざわめきに変わる。

　──コート内の人間全すべてがその場からぴくりとも動かず、硬い面おも持もちで主しゆ審しんに視し線せんを集中させていることに気付いて。

　…………はたして、どっちだ。

　智とも花かのシュートは、かなり際どいタイミングだった。

　指がボールから離はなれたのが先か。

　それとも、試合終了のブザーが先か。

　結末は、コンマ一秒よりも短い世界に委ゆだねられた。

　そしてついに、判定が下される。

『ノーカウント！　最終スコアは46─47。硯すずり谷だに女じよ学がく園えんの勝利です！』

　わっ──と、堰せきを切ったように喜びが弾はじけ、抱き合って互いを称たたえ合う硯谷の選手たち。

　……そう、か。届かなかったか。

　ほんの、オブラート一枚にも満たないような、幽かすかな差だけ。

　硯谷の方が、慧心よりも前に出ていたようだ。

「ナイッシュー、もっかん」

　静かに歩み寄り、ぽんと智花の方に手を置く真ま帆ほ。

「……ごめんね、間に合わなかったよ」

　振り返った智花は、笑え顔がおだった。残念そうに眉まゆ尻じりを下げてはいたが、その表情に迷いはない。全員で力を出し切ったという誇りが、智花の瞳ひとみを決して下へは向けさせない。

　迎えた真帆も、澄すみきった微笑ほほえみに包まれている。

「ふふ、『ごめんね』は禁止。……ありがとう、トモ」

「おー。ひな、とってもとっても楽しかった」

「えへへ、わたしも。負けちゃったけど、みんなで最高の試合ができたから」

　紗さ季きも、ひなたちゃんも、愛あい莉りも。後悔の色など欠片かけらも覗のぞかせない。

　かげつちゃんも、ミミちゃんも、椿つばきちゃんも、柊ひいらぎちゃんも、雅まさ美みさんも。激げき闘とうの記き憶おくを焼き付けるように、穏おだやかな瞳で上級生たちの輪わを見つめ続けている。

「強かったね。……どっちのチームも、本当に強かった」

「ああ。みんな本当に、強かった」

　葵あおいも俺おれも、ミホ姉ねえも羽は多た野の先生も。ただ静かに嚙かみしめた。この二チームの試合でなければ間違いなく実現しなかった究極のバスケットボールを、心にしかと刻みつけた。

『ありがとうございましたっ！』

　最後の整せい列れつまで毅き然ぜんと胸を張り、選手たちは深く深く礼を交わす。芽め生ばえた絆きずなを確たしかめ合うようにそこかしこで飛び交う握手と激げき励れい。

「互角、だったわね。……その、なんていうか。自信、持ちなさい。あんたたち……めちゃめちゃ強いから」

　どこか照れくさそうながら、あの未み有ゆちゃんも手放しで智とも花かに称しよう賛さんの言葉を伝える。

「ありがとう。……すごく、楽しかったよ」

「ふ、そうね。未有も楽しかった。勝ち負けは、関係なしに。……でも次は、未有たちももっともっと強くなって、完全にやっつけてやるから。だから、また中学でもバスケ、やりましょう。…………と、智花」

「……うん！　私もまた、みんなで試合したい。…………未有」

　敬意と親愛が、互いの呼び方さえ変えてしまう。二人ふたりは、きっとこれから何度も何度も全力でぶつかり、切せつ磋さ琢たく磨ましあっていくのだろう。

　たとえ、立つ舞ぶ台たいが変わっても。それはずっと、変わらない。

「昴すばるくん、葵あおいちゃん。ナイスゲーム」

「麻ま奈な佳か先せん輩ぱい」

　ようやく今日きよう初めて、声の届く距きよ離りでもうひとりの恩人と向き合う。俺おれに『今』を目一杯生きることの大切さを教えてくれたその人は、勝ち誇りもしなければ憐れん憫びんもまったく覗のぞかせず、柔らかな面おも持もちで静かに頭を下げた。

「未有も、アヤも、怜れ那なも。慧けい心しんと戦う度たびに、すごい勢いで成長してくれた。ありがとう。みんなと出会えたことが、硯すずり谷だにの選手にとって最高の贈おくり物ものだよ。もちろん、私もね」

「……麻奈佳先輩。それは、こちらも同じです。硯谷を、麻奈佳先輩を目標にして頑張れたからこそ、この日までたどり着けました。感かん謝しやしています」

「また、やろうよ。どんな形でも良いから、一いつ緒しよにバスケ、続けていこう」

「はい、もちろんです！」

　まずは俺が、次に葵が、麻奈佳先輩と堅い握手を交わす。

　そうだな、どんな形でも良いから。俺はここに居る全すべての人たちと、共にバスケの世界を生きていきたい。そう、心から強く思った。

　こうして、慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部にとって初めての公式大会は、幕を閉じた。

　記き録ろくの上では、一回戦敗退。でも、誰だれに対しても堂々と胸を張れるような、栄誉ある結果を残すことができたと、迷わずに断言できる。





＊






　戦いの疲れを癒いやしたのち、俺たちは大会の結末を応援席から全員で見守った。

　地区優ゆう勝しようを果たし、見事県大会への切符を手に入れたのは、硯すずり谷だに女じよ学がく園えん。二回戦以降は圧勝続きで、決勝戦ですら相手に倍以上の点差を付ける、ダブルスコアでの決着である。

　それも、怜れ那なさんの力を封印した状態での達成。なんでも、本人自ら『見学』を申し出たらしい。なるべく早く硯谷のシステムを理解するために、外側からの観かん戦せんを希望したとのこと。

　彼女が真の意味での脅威となるのは、来年度以降か。いや、あの吸収力ならば、もっと早いかもしれない。

　とにかく、大会を通して硯谷と接戦を演じきることができたのは、慧けい心しんのみ。トーナメントの組み合わせ次第では……なんて冗じよう談だんめかした声が出るほどだったけど、『どのタイミングで』なんて大した問題でもない。

　硯谷と延長まで戦い、一点差だった。それは、紛れもない勲章だ。

「うふふ、みんなお疲れ様でしたっ」

　閉会式を終え、外に出て余よ韻いんにひたっていた俺おれたちのところへ、全力で応援し、支えてくれた仲間たちと、選手十名の保ほ護ご者しやのみなさん全員が一団でやって来て、まずは智とも花かの母親──花か織おりさんが慈愛に溢あふれた笑えみを向けて下さる。

「お母かあさん。応援、本当にありがとう」

「私こそ、ありがとう。智花たちのおかげで、久しぶりに燃もえちゃった。……夢中になれるって、素す敵てきよね」

　うり二つの顔を向け合う母と娘。花織さんは試合の熱ねつがさめやらぬためか無邪気さを表に出し、逆に智花は少しだけ大人おとなびた雰囲気を高め、いつも以上に血のつながりを感じさせる。

「……バスケ、これからも続けるのか」

　肩を並べる、父親の忍しのぶさん。厳おごそかさは変わらないが、瞳ひとみがすごく優やさしい。

「うん、続けたい。もっと、みんなとおなじチームで戦いたい」

「そうか。……なかなか良いスポーツだと、私もようやく理解できてきた気がする。精一杯、がんばりなさい」

「お父とうさん……。ありがとう……！」

　優しく頭を撫なでられ、智花は何度も何度も頷うなずく。かつては気持ちの行き違いがあったけれど、もうそんなわだかまりは霧む散さんしている。

「昴すばる君。君にも、世話になった。智花たちのことを支えてくれて、ありがとう」

「三み沢さわ家けからも、心より感かん謝しやを申し上げます。おかげで真ま帆ほも、人に誇れるものを手に入れることができました」

「ひなちゃんも、かげちゃんも、こんなに立派になって。ううう、感動です～」

「昴くんは、もう香か椎しいジムの名誉会員だからな！　それくらいしかお礼できないけど、トレーニングで使いたいときはいつでも遠えん慮りよなく声かけてくれ」

「帰りは『なが塚つか』で、スペシャルメニューを用意しますねっ！」

　俺おれの方へ顔を向けて下さった忍しのぶさんに続き、口々にそんなことをおっしゃるみなさん。畏おそれ多いやら、感かん激げきやらで、なんだか顔が熱あつくなる。

「俺なんか未み熟じゆく者もので、子どもたちがすごかっただけです。……でも、そんな風に言って頂けて、本当に嬉うれしいです。ありがとうございます！」

　けれども、改めて。このチームの一員になれた巡り合わせに、ひたすら感謝が溢あふれてきた。

「帰りはどうするんだい？　もし、部員たちでもう少しいっしょにいるなら、僕たちは先に帰るよ。今日きようはまほまほの好物をたくさん用意しないと」

「にゃはは、そうですね。今日はミーティングの後で解散にしたいので、私が責任持ってご自宅まで送り届けます」

「わかりました。では美み星ほし先生、申し訳ありませんがよろしくお願ねがいします」

　風ふう雅がさんの問いに、即答するミホ姉ねえ。ちなみにミーティングの予定は、もともと特に決まっていたわけではない。

　……たぶん、気を利かせてくれたんだろう。

「愛あい莉り。めちゃめちゃ格好良かったぞ。さすがは俺の妹だ」

「えへへ、ありがとうお兄にいちゃん。お兄ちゃんたちが、わたしを支えてくれたから。がんばらなきゃって思えたんだよ」

「うう。愛莉の口から、そんな言葉を聞けるなんて。もう、この世に未練はない」

　愛莉の両肩に手を添え、今にも天に召されてしまいそうな遠い目を空に向ける万ばん里り。気持ちは理解するが、まだ死なれては困る。

「……いや、いかん。俺にもまだ、やり残したことがあるからな。なあ昴すばる、俺たちも負けてられんぞ。ボケッとしてたら、小学生に追い抜かれちまう」

「ああ、まったくだ」

「おし、明日あしたからまた気合い入れていこう！　そんじゃ今日は、先に帰るぜ」

　首を振り、ヘブン状態から回復した万里がまっすぐ拳こぶしを突き出してくる。俺もまた同じように右手を伸ばし、こつん、とぶつけながら未来の共きよう闘とうを誓う。

　──これからもよろしくな、相棒。

「センセー、すごかったね～。……うへぇ」

「もう弊へい社しや、感動で涙の赤字決済だよぉ。……ほへぇ」

「なんでお前らそんなジメジメしてるんだ……？」

　手を振り、両親と去って行く万里と立ち替わりでやってきたのは、柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じ。試合結果を悔やんでいる感じではないのだが、妙にらしくない暗さを携えているのが謎なぞだ。

「やー、なんかさー。あちしら、何してんのかなって……」

「智とも花かちんたち、青春してるなぁ、輝かがやいてるなぁって思ってるうちに、自分がとってもちっぽけに思えてきちゃったんだよぉ」

　なるほど、情じよう熱ねつにあてられたか。

　それならたぶん、心配しなくても大丈夫そうだ。

「センセー、あちしらって、どうすべき？　どう生きるべき？」

「あはは、訊きくなよ。答えなんて出てるクセに」

「ほんとだよ。……自分に素直になればいいだけじゃない」

　葵あおいと共に一笑に付すと、図ず星ぼしを指されたせいか二人ふたりは揃そろっていきり立つ。

「簡かん単たんにゆーなよ！　自慢じゃないけど、あちしら超絶根性ないんだぞ！」

「『たたかう』コマンドの上に『にげる』コマンドが乗っかってるのがデフォなんだよぉ！」

　幼児のように両手をぶんぶん振り回しながら、やけくそ気味に踵きびすを返す二人。本当に自慢じゃないな……。

「あと！　自分に素直にとか、ブチョーにだけは言われたくねぇ！　……あ、小学生ズはマジおつかれ！　すごかったよ！」

「葵ちんのひねくれもの！　ナルト！　ねじりカマボコ！　とろろコンブ！　……みんな本当に頑張ったねぇ！　今日きようはゆっくり休むんだよぉ！」

　捨すて台詞ぜりふと労ねぎらいを交互に叫びながら遠ざかっていく様よう子すに、ついつい苦笑が漏れる。あと、とろろコンブは別にひねくれてないような。というかなんでいきなりそんな喩たとえが飛び出したんだろう。

「……あはは、言われちゃった」

　当の葵は、どこか思い当たる節がありそうだけど。

「……デハ、ミミ。またアトデ」

「メルシー、パパ」

　次第に普ふ段だん通どおりの和気あいあいとした空気が戻ってくる中、一人ひとりまた一人と保ほ護ご者しやの方たちがこの場を後にする。

「おい、お前ら。……ま、負けねーからな！　俺おれたちだって、男バスだって、明日あしたの大会で女バスに負けないくらい、すっげー試合してやる！」

「わはは、楽しみにしてるぞナツヒ！　あたしらも応援いくから！」

「おー。たけなか、今日は来てくれてありがとう」

「……っ。べ、別にヒマだっただけだよ。じゃーなっ！」

　そして最後に竹たけ中なかが力強い宣言を残し、両親と共に帰路につく。あいつにも、本当に世話になったな。俺も明日は、応援に来よう。

　残ったのは、十四人。共に激げき闘とうを戦い抜いた、ベンチメンバーのみだ。

「おし、そんじゃそろそろ、慧けい心しん女バスご一行も移動すっか～」

　ミホ姉ねえに促され、レンタルのマイクロバスが停まる駐ちゆう車しや場じように向けて全員で歩き始める。

「………………」

　先ほどとは一転、急に誰だれもが言葉少なになってしまったけど、漂う空気はとても軽やかで。

　むしろどこか、家族のような居い心地ごこちの良さが、俺おれたちの周りを包んでくれているような気さえした。







「おっし、ついたついた～」

　ミホ姉ねえが車を駐とめたのは、慧けい心しん学がく園えんの駐ちゆう車しや場じよう。

「くす。それじゃ私は、保健室に顔を出してくるわね。みんな、今日きようはたくさん感動させてくれて、ありがとう」

　外に降り立つや、そう言って羽は多た野の先生が去っていく。常に小学生の傍そばにいたがるあの人にしては、少し珍しい。髪を風になびかせて、コツコツとハイヒールを鳴らす後ろ姿が、やけに格好良かった。

「よ、よっしゃ！　そんじゃ五年生しゅーごー！」

「ボクたちんちに集まって、五年生だけでこれからのこと、作戦会かい議ぎしようぜ！」

　次に声を上げたのは、椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃん。唐突な発言だったが、雅まさ美みさんもかげつちゃんもミミちゃんも異を唱えることなく、言われた通り二人ふたりの許もとへ集まっていく。

「姉様。では、またあとで」

「おー？　かげたち、行っちゃうの？」

「ワタシたちも、もっともっとうまくなって、もっともっとヒトツになりたいデス。みなさんのように」

「……今日は、未み熟じゆくさを思い知らされたわ。でも、負けないから。すぐに追い付いてみせる。硯谷にも、紗さ季きたちにも」

　延長の激げき戦せんを目まの当あたりにして、いろいろ浮かぶ想おもいがあったのだろうか。五人は横一列に並んで、六年生と正面から向かい合う。敵対ではなく、同じ志を持つ者として。本当の意味でのライバルとして、それぞれがさらなる飛ひ躍やくを宣言した。

「ほんでわ、そーゆーことで！　葵あおいさんも来てよ！　ボクたちの最初のコーチでしょ！」

「…………うん、わかった！　それじゃね、昴すばる」

「良いのか？　でも……」

「今日は水入らずにしてあげる。それに、コーチって呼んでもらえることが、やっぱり嬉うれしいから」

　朗らかに笑って、葵は六年生一人ひとり一人ひとりに挨あい拶さつしてから椿ちゃんたちの輪わに加わる。頷うなずき合って、手を振る六人。

「んじゃ、ボクたちはお先に失礼！　…………っと、それから…………んーと」

「ほら、つば！　早く言ってよ！」

「ひ、ひーに言わせてあげるよ！」

「つばの方がお姉ねえさんなんだからつばが言ってよ！」

「双子じゃん！　同じようなもんじゃん！」

　しかし、一歩踏み出した途と端たんに何やら竹たけ中なか姉妹が口げんかを始めてしまった。

「じゃ、じゃあ一いつ緒しよに言おうよ」

「……しょ、しょーがないな」

　かと思えば二人ふたりは手を繫つないで振り返り、

『今日きようは……あんがと。みんなで試合するの、思ってたよりずっと楽しかった』

　顔中を夕日の色に染めながら、ぶっきらぼうに声を重ねる。

「わは。こっちこそ！」

「私たちも、一緒に戦えて嬉うれしかったわ」

「みんなのおかげで、私たちも試合に出ることができたから」

「えへへ、すごく、すごくすごく感かん謝しやしてるよっ」

「おー。かげ、つばき、ひいらぎ、みみ、まさみ。みんな、ありがとう」

　たぶん俺おれと同じように、じんわりと胸に温かさを感じた様よう子すで、真ま帆ほ、紗さ季き、智とも花か、愛あい莉り、ひなたちゃんが返事をリレーすると、五年生たちはそれ以上何も言わずこの場を離はなれていく。

「おーし、じゃあ一時間後にここで再集合な～。それまで私もテキトーにぶらぶらしてるから！」

　五年生にも届くように大声で告げ、最後にはミホ姉もどこかに消えてしまう。

　残ったのは、はじめの一歩からずっと共に歩んできた五人と、俺だけだった。

　なんだか、盛大にお膳ぜん立だてされてしまったな。

「……ん。とりあえず、体たい育いく館かんに行こうか」

　でも、その思いやりが、素直に嬉しかった。

　四月に始まって、たどり着いた十二月。

　共に過ごした九ヶ月のことを想おもいながら、俺たちは静かに歩み始めた。

　六人の、はじまりの場所に向かって。







　夕暮れの体育館内に人の姿はなく、しいんと冷え切っていた。

「この辺に座ろう」

「……はいっ」

　智花の返事に続き、円座を組む俺たち。広い体育館の中にできた小さな輪わが、森に落ちた日だまりのように温ぬくもりを生む。

　少し、照れくさいような。ずっと、こうしていたいような。不ふ思し議ぎな気持ちだった。

「それじゃ、せっかくだしミーティングを始めようか。……まずは、ごめんな。また勝たせてあげられなくて」

「こらこらすばるん。すばるんのせいで負けたなんて、あたしたちが思ってるはずないじゃん。ジンガイだなー」

「心外、でしょ。でも、真ま帆ほの言う通りです。長は谷せ川がわさんがいて下さったから、ここまでたどり着けて、ますます強くなった硯すずり谷だにとも、一点差のゲームができました」

「えへへ。わたしたちの戦う力は、全部長谷川さんに教えてもらったものです」

「ひなたち、今日きようがいちばんいい試合したよ？」

「負けてしまったのは、ただ硯谷の方がほんの少し強かった。それだけだと思います」

　笑え顔がおを絶やさず、俺おれを見つめてくれる五人。

「……ありがとう。うん、その通りだ。みんなは本当に、最高のバスケをしてくれた。ただ、どうしても思っちゃうんだ。もし俺がもっとすごいコーチだったら、あと一点の差を埋められたんじゃないかって。……最後の公式戦を、もっと先に延ばせたんじゃないかって」

　ついに口にしてしまった、『最後』という言葉。

　気がついていながら、あえてずっと触れずにいた。三月の全国大会まで続く今日の公式戦が、ミニバスプレーヤーにとっての、最大目標。敗れた時点で、ひとつの『季節』が終わる。

　もちろん卒業まではまだ間があるが、この先は否いや応おうなしに意い識しきしなくてはならないのだ。

　新たなる、旅立ちの時を。

「…………最後じゃ、ありませんよ」

　ほんのいっとき、目を伏せた五人。しかし真っ先に、智とも花かが変わらぬ笑えみを浮かべてもう一度前を見据えた。

「もう、とっくにみんな決めてるもん！　中学に行ってからも、バスケ続けるって！」

「おー。ひなももっともっと、ずっとずっとがんばる」

「大会が終わっても。……小学校を、卒業しても。わたしたちのバスケは、変わりません」

「長谷川さんから教えて頂いたバスケを忘れずに、この先もがんばり続けます」

　さらには真帆が、ひなたちゃんが、愛あい莉りが、紗さ季きが、芯しんの通った声で想おもいを言葉にして聴きかせてくれる。

「だから、これから先も長谷川さんは、」

「ずっとずっとすばるんは、」

「ひなたちが卒業しても、おにーちゃんは、」

「わたしたちが中学生になっても、高校生になっても、長谷川さんは、」

「今と変わらず、昴すばるさんは」

『──みんなの、コーチです』

　声を揃そろえる五人の気持ちが、じんじんと胸の奥に響ひびく。

「……ありがとう。君たちと出会うことができて、本当に良かった。……ありがとう」

　気どった言葉なんて何も出て来なくて、ただ、そう伝えるのが精一杯だった。

「それにさ！　まだ三ヶ月以上もあるし！　すばるん。卒業までは、今までとおんなじく練習見てくれるよねっ？」

「……ああ、もちろん！　むしろ俺おれの方から、お願ねがいする」

「わーい。まだまだいっぱいうまくなって、おにーちゃんを満足させられるようになる」

「あはは。満足ならいつもしているけど、教えられることはできる限り教えるね」

「合宿も、行きたいです。冬休みとかに」

「おお、ナイスアイデア。いいね紗さ季き、ミホ姉ねえに頼んでみよう」

「クリスマスも、もうすぐですし……はう。ば、バスケに関係ありませんでした……」

「パーティ、しようよ。今までと変わらずに、バスケも遊びも、目一杯楽しもう」

「わくわく、してきちゃいますっ。また昴すばるさんと一いつ緒しよに、たくさん思い出がつくれそうで……」

　口々に、これからの夢や目標を語りあう俺たち。

　楽しくて、幸せで。みんなの笑え顔がおがどんどん膨ふくらんでいく。

　でも、どうしても。

「……っ。たのしみ、だね……っ。たのしみだね、すばるん……っ」

「うん……本当に……楽しみだ……」

　悲しくなんてないのに、とてつもなく嬉うれしいはずなのに、自然と溢あふれてきてしまう涙を抑えることは、できなくて。

「昴、さん……っ。今まで、本当に……本当にありがとうございました……っ」

「これからも……っ、どうか、よろしくお願いします……っ」

「ひな、がんばる。がんばる。がんばる」

　俺たちは、笑いながら泣いて、泣きながら笑って。全員で顔をぐしゃぐしゃにしながら、この日の思い出を胸に刻みつけた。







　そうして、約束通り。次の日からはこれまでと何一つ変わらぬ慧けい心しん女バスでの日常を、全員で共に過ごし──。

　迎えた季節は、三月。

　新たな始まりと旅立ちの時は、いよいよすぐ眼めの前まで迫っていた。
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『──おはようございます。来年度から生徒会副会長に就任する、上うえ原はら一かず成なりです。今日きようの集会ではこの重要な役やく職しよくを担うにあたり、意気込みを表明させて頂くこととなりました。

　さて、早速ですが、私は会長の補佐を万全にこなすことに加え、あるひとつの目標を立てております。目標とは、四月早々から「男子バスケットボール部」の活動再開を認可して頂くことです。

　ご存じの通り、男子バスケ部はいち部員の問題行動の謹きん慎しんという形で現在休部中となっております。その点に対しては異い論ろんを挟む所存はありませんが、しかし圧倒的多数の部員が、責なく活動を自粛させられているというのもまた事実だと思います。現に私も、将来を期待されながら活かつ躍やくの場を失ってしまっている友人を一人ひとり……いえ、二人ふたり知っております。

　彼らは大きく鍛たん錬れんの場を制限されながらも、先の見えない日々を、たゆまぬ努力と夢を捨てない強い心で、じっと堪たえ忍びながら一年間過ごしてきました。私もまた、彼らのひたむきさに心を打たれ、自らの学生生活を実りあるものにすべくあらゆる活動に前向きになることができたと自負しております。今日きよう、こうしてここに立っている理由も、彼らに導みちびかれた部分が少なからずあるはずです。

　皆さんの中にもきっと同じように、バスケへの情じよう熱ねつを諦あきらめきれずにいる方が、他ほかにもたくさんいるのではないでしょうか。その想おもいは、報われて然しかるべきです。一人の生徒が輝かがやくことで、周りの生徒も刺し激げきを受け、きっと学校全体の活気もよりよい方向に向かうはず。私自身の経けい験けんをもってして、そう確かく信しんする次第です。

　つきましてはこの集会終了後、早速男子バスケ部復活のための署名活動を実施させて頂こうと思っております。多くの方々からご協力頂けますことを、願ねがっております。

　次に、新一年生を迎えるにあたってですが──』







「……一成め。恥ずかしい台詞せりふを連発しおって」

　七な芝しば高こう校こう、来期生徒会の所信表明演説を目的とした全校集会が終わった後、俺おれはどうにも身体からだがむず痒がゆくてすぐに教室に戻る気になれず、体たい育いく館かんの裏でしばし風に当たる。

「あーゆー熱あついこと言うヤツだと思ってなかったから、盛大な不意打ちを喰くらった気分だ」

　万ばん里りも同じようにいたたまれなさを感じたらしく、外に出る俺の姿を見つけるや無言で隣となりに並び、ここまで付いてきた。

「……まあでも、ありがたい」

「ん。良いやつだな、あいつ」

「たまに、な」

　通用口の階段に腰掛け、万里と苦笑を交わし合う。昔から突とつ拍ぴよう子しもなくこういうことをやらかすから……憎めないのだ。生徒会に立候補するときは『内申のためだ。やる気なんてまったくナシ！』とか豪語していたのに、蓋ふたを開けてみればあの熱ねつ弁べんである。

　部の再建を絶対に果たさなければならない理由が、また一つ増えたな。

「あ、こんなところにいた」

　短い言葉だけを交わし佇たたずんでいると、ポニーテールを揺らしながら近付いてくるもうひとつの影かげが。

「葵あおい、よくここにいるってわかったな」

「なんとなく、寄り道してそうだなって思っただけ。……ふふふ、照れてるんでしょ？」

「おう、照れてる」

「アレは照れるぞ。しかたなかろう」

　しゃがみこんでわざとらしく上うわ目め遣づかいを向けてくる葵に、繕つくろわず頷うなずきを返す。噓うそ吐ついてもどうせバレバレだろうしな。

「ま、気持ちはわかるけど。……よかったね。私も早速署名してきたけど、もう結構集まってるみたい。先生たちも、あの数を見たらいろいろ考えてくれるんじゃないかな」

「そっか……。葵も協力してくれてありがとう。一かず成なりには、今度学食で福ふく神じん漬づけでも奢おごってやらなくちゃな」

「とびきり赤いところをな」

「……タダで入れ放題のやつじゃない、それ」

　甲か斐い性しよう無し、と言わんばかりに、葵は自分の膝ひざの上で頰ほお杖づえを突く。もちろん冗じよう談だんだけど。まあ、最低でも毎日限定十食のスペシャル定食くらいは手配する心こころ積づもりだ。

「……はは。なんか、ようやく『動いてきた』って感じだよな」

　万ばん里りが空を見上げながら大きく息をつく。

「そうだな。もちろん人任せじゃなくて、俺おれたちもできることは残さずやっておかないと。少なくとも、四月までに新入生が入部してもいいって思えるくらいの環かん境きようを整ととのえなくちゃ」

　水面下で地道に行ってきた部員探しも、もっともっと力を入れる必要がある。課か題だいを一つ一つクリアしていって、男子バスケ部を必ず再起動させる。そのための努力は、断じて惜しんだりはしない。

「一成、お前の犠ぎ牲せいは無む駄だにしないぞ！」

「へへっ。あいつ……無む茶ちやしやがって……」

「いや、死んでないから」

　白い雲めがけて敬礼を送る俺と万里に、葵が冷たく突っ込む。いい加減ふざけすぎたかな。だって恥ずかしいのだ。気を抜くと本気で感動してしまいそうで、つい裏腹な態度で誤ご魔ま化かしたくなる。

「……ほんと昴すばると万里くん、気がついたら異常に仲よくなってるよね」

「そうか？　まあ、しょっちゅういっしょにいるからな」

「知ってるけど。……でも、そんなんだから校舎裏の廃材に『昴すばる×万ばん里り』とか落書きされちゃうんだよ」

「うむ、あの犯人は必ず見つけなければ」

「俺おれと万里の対戦カードを想像するくらいだ。きっとかなりのバスケ好きか、もしくは部活に未練がある人間に違いない」

「否定はしないでおいてあげるわ……。知らない方が良いことって、きっとこの世にはたくさんあるでしょうから」

　なぜかますます顔つきをどんよりさせる葵あおい。

「ん、とにかく！　これからもっともっと頑張ろうね！　無事復活した男バスで、目指すは全国！　私も気合い入れとくから！」

　しかし、すぐ気を取り直すように立ち上がって右みぎ拳こぶしを力強く突き出す。

『…………』

　それを見て、逆に俺と万里は胸にわだかまった気持ちを確かく認にんするように、真顔で視し線せんを酌くみ交わした。

「……ちょっと。ノリ悪いわね」

「いやな、荻おぎ山やま」

「応援してくれるのは、本当に嬉うれしい。……でも、葵は葵で、自分の目標を大事にして欲しいんだ」

「…………また、女バスに入れって話？」

「ずっと同好会でいっしょに活動してきたから、はっきりわかる。荻山は、マネージャーじゃなくてプレーヤーだ」

「腕が衰えてないとか、そういう意味だけじゃない。葵は今も変わらず心の底から、自分でバスケするのが好きで好きでしょうがないだろ。ならその気持ち、頼むから曲げないでくれ。同じプレーヤーとして、お願ねがいする」

「……………………」

　ぷっくり頰ほおを膨ふくらませて、うつむき加減になる葵。きっと、気分を害してしまうことになるだろうとはわかっていたけど、どうしても言わずにはいられなかった。

「……なによ、人の気も知らないで」

「感かん謝しやしてるよ。葵には、すごく。でも……いや、だからこそ。葵には選手として活かつ躍やくして欲しい」

　ちゃんと理解している、なんて傲ごう慢まんなことは言えない。その一方で、こんなにも長い間共にボールを追いかけてきて、葵自身のバスケに対する情じよう熱ねつが伝わってこないほど、もうろくはしていないつもりだ。

　訪れた、沈ちん黙もく。俺おれも万ばん里りも、しばし口を閉ざして葵あおいの答えを待つ。

「……るさい。あーもーうるさい！　私自身のことは、私が決めるんだから！　お説教なんてされる筋合い無いわよっだ！」

　交渉、決裂。葵は腕組みしてくるりとＵターンを決め、大おお股またで立ち去ってしまった。

「難むずかしいもんだな……」

　万里が溜ため息いきを漏らす。しかし俺の方は、思いの外悲ひ観かんを抱いていなかった。

「ま、なるようになるよ。あいつ素直じゃないから、口で言ってることが本心とは限らんし」

「お前、それ荻おぎ山やまに聴きかれたら蹴けられるぞ。いろんな意味で」

「……？」

　そんな致命的なＮＧワードを口走っていただろうか。

「とにかく、焦る必要はない。俺たちの意志ははっきり伝えた。あとは、葵自身の決断に委ゆだねるだけだ」

「……ん、そうだな。こっちはこっちで、やること山やま積づみだし」

「最大の壁かべは、顧こ問もんと監かん督とくだよなあ。部員の方なら、何人か希望持てそうなのがいるが」

「先生方には、バスケ経けい験けん者しやいないみたいだしなあ……っと、そろそろ教室戻らないと次の時限に間に合わないかな」

　はっとして腕うで時ど計けいを覗のぞき込む。気付けばもうだいぶ長い間、道草を食ってしまっていた。

「──ふぉっふぉ、そうしなされ。サボリはいかん、サボリは」

「へ……うわっ!?」

　いい加減腰を上げようと力を込めた瞬しゆん間かん、明らかに万里とは違う声が聞こえて隣となりを見れば、なんとそこには見知らぬご老人が俺たちの間に挟まっているではないか。

　危うく階段を踏み外すところだった……。い、いつから居たんだ。全然気がつかなかったぞ。

「え、ええと……」

「い、いやその……」

　面食らい、盛大にどもる男二人ふたり。ど、どちら様だろう。教員……ではないと思う。まったく見覚えがないし、それに、印象だけで言えば齢よわいは八十をとうに超えている。大学教授の名誉ならいざ知らず、高校教きよう諭ゆとしては明らかにご年配過ぎた。

　真っ白な長い髭ひげを携え、眉まゆ毛げも目元が隠れるほど伸びきっている。これで、身に纏まとっているのがこざっぱりとしたスーツではなく和服だったら、山から仙人が下りてきたのかと勘違いしていたかもしれない。

「ほれ、はよう教室へいかんか」

「は、はい……。っと、その前に。あなたは、学校の職しよく員いんの方でしょうか……？」

　不ふ審しん者しや扱いするつもりはないが、まったく無関係な人物なら一応報告しておいた方が良いかもと思い質問すると、老人は手に持っていた杖つえに力を込め、ゆっくりと立ち上がってほのかに口元を緩ゆるめる。

「職しよく員いんではない、かの。ひとまず、今のところは」

「今のところ……？」

「ふぉふぉ、気にせずとも良い。もし運命が向き合えばまた会えるじゃろ……。長は谷せ川がわ、昴すばる君」

「え……!?」

　なぜ、俺おれの名を……？

「ほう。当てずっぽうじゃったが、正解か。……なるほど、確たしかにあやつの面おも影かげがある。特に、眼めなんかそっくりじゃ」

　ますます、混乱が深まる。当てずっぽう？　面影？　どういう、意味だ？

「じゃあの。ダメもとじゃったが目的も達成できたし、わしゃ帰るよ」

「あ、あの……！　すみませんが、お名前を教えて頂けませんか！」

　謎なぞだけを残し立ち去ろうとする老人に、衝しよう動どうのまま尋たずねる。このまま何も知らずに別れたら、気になって夜も眠れなそうだ。せめて、この方が誰だれなのか手がかりが欲しい。

　といっても、絶対に面めん識しきはないと思うのだが……。

「ふむ」

　俺の声に振り向いた体勢のまま、老人は思案を続ける。

「…………伝えといてくれ、長谷川銀ぎん河がに。『気に入った』とな。儂わしの──嘉か堂どう定さだむの最後の仕事として、あやつの息子むすこを育ててみるのも、悪くない」

「──!?」

　それから不意に、長い眉まゆの奥で刮かつ目もくした瞳ひとみをきらりと光らせ、俺に衝しよう撃げきを届けた。

「また会おう、少年。そっちのデカいのもな」

　絶句したきりの俺たちを置き去りに、その人はもう振り返ることなく遠ざかっていく。

「おい昴、知り合い……なのか？」

「……いや。直接、会ったのは今が初めてだ」

「直接？」

　顔を合わせたことなんて、あるはずもない。

　でもその名前は、記き憶おくの中にはっきりと刻まれていた。

「嘉堂定。……元、監かん督とくだ。七な芝しば高こう校こうバスケ部の。……親父おやじが、現役だった頃ころの」

「……！　お前の親父ってあの、伊い戸と田だ商しよう業ぎようを倒して大波乱を起こしたっていう伝説の世代だろ!?　じゃああのじいさんが、その時の……！」

　俄が然ぜん万里の顔に浮かぶ、驚きよう愕がくと、予感に導みちびかれた期待。

　……どうやら、極秘裏に俺たちのサポートを計画していたのは、一かず成なりひとりだけではなかったらしい。





＊






「ふぅ……。毎度のことながら万ばん里りの攻めを延々受け続けるのは身体からだに応こたえるな。腹がパンパンだぜ」

　夜風を浴びながら、自宅の前で深呼吸をする。放ほう課か後ごは同好会で汗を流してきたのだが、葵あおいは急用が出来たとかで欠席だったので、今日きようはずっと万里と１ｏｎ１を繰くり返すことになった。パワータイプの選手とやり合うと、妙に腹筋が疲れるな。

　言うまでもなくとても実りある時間だったので、不平は皆無だが。

「ただいま～。……っと、やっぱりか」

　玄関を開けた瞬しゆん間かん、苦笑が漏れる。俺おれのものではない、バカでかいバスケットシューズが脱ぎ捨てられていたせいで。

「おう、お帰り。愛する息子むすこよ！」

　リビングに顔を出すと、やっぱり親父おやじがいた。相変わらず帰国が唐突すぎて、本当にハワイで仕事してるのか微妙に疑いたくなってしまう。

「……今日きよう、会ったよ。嘉か堂どうさんに。どうせ親父が連絡してくれたんだろ」

「わはは、監かん督とくなしじゃ部活も大変だろうからな。つか、いきなり学校に乗り込んだのか。あのジジイらしい。んで、なんか言ってたか？」

　ジジイ呼ばわりか。そういえば、親父があの人のことを話すときはいつも渋い顔だったような。結構衝しよう突とつとかしていたのかな。

「面おも白しろそう、だって。あの人自身は、引き受けてくれそうな感じだった」

　学校の方針とか、不透明な部分は残っているけど。

「そかそか、そりゃ何より」

　まるで、『明日あしたの天気は晴れ』という予報を聞いた程度の軽さで頷うなずき、手に持っていた缶ビールをあおる親父。

「昴すばるくん、おかえりなさい。うふふ、良かったわね」

　母かあさんが台所から顔を出して俺に笑いかけつつ、夕食前の軽い肴さかなをテーブルに置いていく。

　なんだかな、もう。これじゃさすがに、なおざりにはできない。ちゃんと襟えりを正して、真摯に礼を告げないわけにはいかないではないか。

「……んと。ありがとう、親父。いろいろ気を遣つかってくれて。恩を無む駄だにしないよう、できるだけ早く復活させるよ。バスケ部」

　食卓の向かいに腰掛け、深々と頭を下げる。普ふ段だんはこんな風に親父に対して畏かしこまる機き会かいなんてほとんどないから異様に照れるが、やむなし。致し方なし。

「礼を言うのは、まだ早いかもな」

　慣なれないことするんじゃねえ、とか茶ちや化かされるかと思ったが、親父おやじの反応は予想とは全然違った。急に顔つきを険しくして、ビールを手放しまっすぐに俺おれを見据えてくる。

「……なんで？」

「あのクソジジイな、鬼だぞ。部の先せん輩ぱいとして言えることはただ一つ。……死ぬな、息子むすこよ」

「…………厳きびしいのか？」

「俺はかねがね、サド侯こう爵しやくの転生した姿なんじゃないかと本気で疑っている。人をいびり続けていられれば飲まず食わずで百五十まで生きられるようなヤツだ」

「じょ、上等じゃねーか」

　何割かの強がりを混ぜて、俺は腕を組む。この親父にそこまで言わせるとは、一体どんな修しゆ羅らがあの穏おだやかそうな面持ちの奥に潜ひそんでいるのか。知らぬが仏だったような気がしないでもない。

　だとしても、ほとんどが本心だ。その程度の脅おどしで揺らぐほど、復活に懸かける想おもいは軽くないのだから。

「わはは、よく言った。……やっぱり時代に合わなかったんだろうな。俺らが卒業した後に、だんだんと生徒の不満が大きくなって、退部者続出で、ストなんかもくらって。何年かしたらジジイ自ら身を退ひいちまった。でも、俺たちはぶーぶー言いつつも最後まで残った。そんで、県でトップに立った。あんまり認めたくないが、ヤツがいなきゃ無理だったよ。確かく実じつに」

　後に伝説と語られる、親父たちの世代。その立役者は、もう一人ひとり居たということか。

「ま、暴ぼう力りよくを振るってきたことは一度も無かったし、時間ばっかりダラダラかける非効率な練習もあんにゃろう自身が大嫌いだったから、そこは安心しろ。そんな腐れ外げ道どうだったら、自分の息子に差し向けたりなんてしないさ。……いや、腐れ外道だとはハッキリ思ってるけど」

「どっちなんだよ」

　にかっ、と歯を見せる親父に溜ため息いき交じりの苦笑で答えつつ、それを聴きいて俺の中で覚悟が完全に固まる。いわゆる『悪あしき風習』なしでどうやったら親父にここまで言わせられるんだと謎なぞを感じないでもなかったが、どのみち一年間も休部していた身。並の方法では、順じゆん調ちように練習を重ねてきたチームに追い付くことなんてできはしないだろう。

　なら、やってやる。

　絶対に口には出せない、出したくないことだけど。

　──俺たちの代で、親父たちの伝説を再現する。

　その想いを胸に、伝説を知る者の背中を追いかけようと、俺は密ひそかに誓いを立てた。

「おまたせ。晩ご飯できたわよ～」

　ひたすら上じよう機き嫌げんな母かあさんが、俺と親父の間に大皿を置く。

　今日きようのメインは、具だくさんなオムレツだった。







「うぐ、親父おやじががっつくから腹の中までパンパンだぜ……」

　大好物を取られまいと勢い任せにオムレツを頰ほお張ばって、うっかり晩飯を食べ過ぎてしまった。デザートにチーズケーキまで控えていたのは大きな誤算だった。

「ふー。……っと、くつろぐ前に洗せん濯たく物もの出しておかないと」

　椅い子すに腰掛け腹をさすり始めたところで、練習着が鞄かばんに入ったままだということを思い出す。たっぷり汗をかいたし、熟じゆく成せいさせようものなら化学兵器が完成してしまうこと請うけ合あいだ。

「ん？　メールが来てる」

　気合いを入れて立ち上がり、鞄を開くと携帯の着信ランプが眼めに止まった。差し出し人は……葵あおいか。昼に口こう論ろんしたばかりだから、ほんのり緊きん張ちようを感じてしまいつつフォルダを開く。

「……………………マジか」

　記されていた文面は、ごく短いもの。しかし、俺おれに様々な感情を巻き起こさせるには、充分すぎるパワーが込められていた。




『女子バスケ部、入ってきた。

　でも、男子のマネージャーもやるから。絶対やるから。


葵』






　たった二行に、葵の葛かつ藤とうと覚悟が凝ぎよう縮しゆくされている。悩みに悩み抜いて出た結けつ論ろんなのだとわかってしまうから、もはや異論反論など少しも浮かんでこない。

「あいつらしい、のかな」

　頑固で、素直じゃなくて。でも、思し慮りよ深ぶかくて想おもいやりに溢あふれている。そんな葵が選ぶ道は、もしかしたら初めから運命付けられていたのかもしれない。大変だぞ、なんて誰だれが返信できようか。そんなの、俺以上にわかった上で決意したに決まってる。

『ありがとう。がんばろう、一いつ緒しよ』

　だから、ごく短い文面で応じる。何を付け足しても蛇だ足そくになる。そんな気がしたから、他ほかに言葉は添えなかった。

「なんだか、めまぐるしい一日だったな」

　多くの恩人たちが橋渡しをしてくれて、休止状態だったモーターに歯車が積つみ重なっていくような、不ふ思し議ぎで、胸の奥がじんとしてしまう感覚。俺も目一杯自らのギアを回して、繫つながなきゃ。全すべてが嚙かみ合い、一斉に動き出す、その日に向けて。











Ｆｅａｔｕｒｅ　～荻おぎ山やま葵あおい～






「もう！　昴すばるも万ばん里りくんも好き放題言ってくれちゃって！」

　肩をいからせながら、葵は七な芝しば高こう校こうの敷しき地ちを大おお股またで歩く。会話を断ち切ってもなお身体からだから熱が引かず、顔も赤いままだ。

　とはいえ、憤いきどおっているわけではなかった。悶もん々もんとしている、というのが正しく内面を表現している言葉だろう。

　図ず星ぼしだった。自身もとうに、気付いていた。バスケットボールそのものに対する愛が、コートの中で走り回っていたいという欲求が、僅わずかばかりもすり減ってはいないという事実に。

「……二人ふたりだって、私のもう一つの気持ちの方もわかってくれてるんだろうけど。わかってて、それでもやっぱり私のことを心配して、背中押してくれてるんだろうけど、さぁ」

　いっぽうで、昴たちとのバスケももはや他ひ人と事ごとでは済まされない。一年まるまる同好会で活動を共にし、葵の『同じ夢を見ていたい』という想おもいもまた、際限なく広がるばかりだった。

「どーすれば、いいんだろ」

　思わず空を見上げて溜ため息いき。雲一つ無い青さが、何となくねたましい。

「──どうしたんだいＤカップ。元気がないね？」

「うぇ、わ、ちょっ!?」

　突然後ろから肩を抱かれ、しかも指先が胸に迫っていることに気付いた葵はおののいて身を翻ひるがえす。不意打ちを仕掛けてきたのは、背の高いショートカットの女生徒だった。

「惜しい、摑つかみ損ねたか。やぁやぁ、おはＤ」

「その呼び方、お願ねがいですから止やめてくれませんか。……島しま崎ざき先せん輩ぱい」

　面めん識しきのある人物だとわかっていくらか緊きん張ちようを弱めつつ、半はん眼がんで溜ため息いきを漏らす葵。

　島崎きらら。男おとこ勝まさりなルックスとは裏腹にキラキラした名前を持つ、二年生の生徒だ。

　──所属は、女子バスケ部。次期キャプテンに内定しているとのこと。

「私は巨乳が好きだ。よって、最大限の敬意を込めてそう呼んでいるのだが」

「セクハラです」

「同性でも？」

「セクハラです」

「そうか。ならば君の胸に対する劣情は心の内側だけに秘めておこう。改めてごきげんよう、葵くん」

　執事のごとき立たち居い振ふる舞まいで、きららは踊おどるように礼を披ひ露ろうする。その中性的な美しさは、口さえ開かなければ男女を問わず多くの人間を魅み了りようしてやなまいことだろう。口さえ開かなければ。

「ごきげんよう、です。……また、勧誘ですか？」

「そろそろ新年度。一年生が入ってくる前の方が、君も気が楽かと思ってね」

「なんだかもう、私が女バスに入部するのは決まっていることみたいに聞こえるんですけど」

「入るさ。君は、必ず入る」

「どうしてそんなことが言えるんですか」

「見ればわかる。葵あおいくんの谷間になら私の指は余裕で根元まですっぽり収まる」

「……失礼します」

「冗じよう談だんだよ。逃げないでくれ」

　ならせめて逃がさない努力をしろ、と叫びたくなったが、上級生相手なので飲み込む。

　きららと面めん識しきを持ったのは、去年の学園祭。あの時巻き込まれた散々なトラブルについてはまだ笑い話として語れるほど葵には心の余裕が持てないが、とにかく渦中で二人ふたりは出会い、以後ながらく勧誘する側とされる側、という関係を保っている。

　その事実もまた、葵の葛かつ藤とうを如によ実じつに表していると言えた。他ほかの部からの誘いに対してはきっぱりと断りを入れたのに、よりにもよって性格的に一番危険な人物に対し、あやふやな態度を貫き続けてしまっているのだから。

「君は七な芝しば高こう校こう女バスに入るよ。そういう運命だ」

「私、負けず嫌いなので。運命とかそういうの、つい逆らいたくなっちゃいます」

　しかし、根が頑固者な葵である。相手の断定的な物言いには、よけい意い固こ地じになってしまう悪あく癖へきがここでも飛び出す。

「いいね。不屈の闘とう志しはプレーヤーとして最高の資質だ。私もますます諦あきらめるわけにはいかなくなった」

「どうしてそんなに私にこだわって下さるのか、わかりません」

「わからないのはこっちの方だ。あれから君の中学校時代の戦せん績せきを調しらべさせてもらったよ。……きっと、悔しい場面も多かっただろう。あと一人ひとり、長身のセンターさえいれば君たちはもっともっと上を目指せたはずだ。たとえばこの私のような、ね。負けず嫌いならば、なおさら高校でリベンジを誓わない理由がわからなくなる」

「………………」

　きららの身長は、目測で１８０センチ強。確たしかに、彼女と組むことができれば葵はフォワードとして、本来の適性に合った役割を存分に果たすことができるだろう。

「他の部員たちとうまくやっていけるかどうか心配しているのならそれは杞き憂ゆうだよ。みんな気のいい仲間だ。でなければ、この私が部長に推すい薦せんなんてされるはずがあるまい」

　すごい説得力だった。踏ふみ留とどまっている理由とは関係ないが。

「……他に、やりたいことがあるんです」

「男子バスケ部、かい？」

「!?　どうして、それを」

　沈ちん黙もくに音ねを上げ、とうとう本音をもらした葵あおいはきららの切り返しに驚おどろく。自分から昴すばるたちについて語ったことは、一度もない。

「興きよう味みが湧わけば、いろいろ調しらべたくなるものさ。いつだったか、休日に街で偶然君をみかけてね。尾行したらそれはまあ楽しそうにバスケをしているじゃないか」

　さらりと聞き捨てならない単語が飛び出す。なぜブラのサイズがバレているのかもようやく合が点てんがいって、空恐ろしさまで膨ふくらんできた。

「次期副会長の演説、なかなかに感動的だった。微力ながら、早速私も署名をしてきたよ。葵君も、彼らを支えてあげたいと考えている人間のひとりなんだね」

「……思って、しまったんです。同じ夢を、追いかけたいって。だから、高校からは、マネージャーとしてバスケと向き合っていこうって、そう決めたんです」

「でも、未練はたっぷりだ」

　きららにまでも、完全に見透かされている。それほどあからさまなのだろう。葵の、バスケに対する未いまだ消えぬ熱ねつ意いは。

　再び言葉に詰まってしまい、葵は自らの足あし許もとをじっと見つめる。

「両方、やればいいじゃないか」

「……えっ」

　はっとして、顔を持ち上げる葵。

　まったく、考えなかった可能性ではない。しかし、それは……。

「現に、うちのマネージャーも選手と兼任だ。何も付きっきりで顔を出さなければサポートできないというわけではないだろう。練習は女バスに参加して、傍かたわらで庶務をこなす。男バスが試合の時はそちらに行けば良い。大会でもたいがい男女の会場は同じだ。試合時間まで被かぶってしまったらさすがに選手として出てもらうことになるだろうが、そうそう起こることでもあるまい。充分可能だと、私は思うけどね」

　確たしかに、理屈の上では可能かもしれない。だとしても、おいそれと頷うなずける話ではなかった。

「そんな中途半端な気持ちで、部に参加させてもらうわけにはいかないです……。両方をやっつけ仕事みたいにこなそうとしたって、きっとどっちにも迷惑をかけてしまいます」

　自らのわがままで、足手まといになるなんて最悪だ。ひとつの夢を叶かなえるためには、ひとつの夢を諦あきらめる覚悟が、きっと必要なのだ。

　そんな葵の苦渋の決断を、きららは心底意外そうな顔で迎むかえ撃うつ。

「なんだ、中途半端にするつもりだったのか。ならば、スカウトも再考せねばなるまいな」

「ち、違います！　そういう意味じゃなくて、もちろんやるとしたら全力で取り組みます！　それでも、きっと」

「始める前から、逃げるんじゃない」

「……え」

「本気で叶かなえたい夢が二つあるのなら、二つとも本気で追えばいい。二に兎とを追う者は一兎をも得ず……なんて言うがね。あんなのは過去の教訓だ。二兎を追ってばっちり二兎捕まえる人間が出てくる可能性を、なんら否定できる根拠などないじゃないか。それに、君自身が言っていたよ。運命に逆らいたい性分だってね。運命に逆らう気概があって、教訓ごときに屈してどうする」

　あまりに大胆な論ろん法ぽうに、葵あおいはぽかんと口を開け呆ほうけてしまう。

　許されるの、だろうか。追いかけても、いいのだろうか。

　欲張りな自分を肯定しても、いいのだろうか。

「ほら、私を見たまえ。バスケに青春を捧ささげる傍かたわら、一日の半分くらいは君の胸を揉もむことばかり考えている。どっちの夢にも──本気だ」

「一いつ緒しよにしないで下さい！　揉ませませんから絶対に！」

　ぎゅっと拳を握り込むきららに対し、つい先せん輩ぱいであることを忘れ声を荒げてしまった。

「………………あはは」

　そして、次第に笑えてくる。真顔で発せられたあまりにもあまりな宣言に感化されたのか、自分が長らく携えてきた悩みが、実はひどくちっぽけなものだったのではという気さえしてしまう。

「……先輩。ひとつ、お願ねがいがあります」

「なんだい？　なんでも言ってみたまえ」

「もし、私が自分のバスケに集中しきれていないように見えたときは、どうか必ず、隠さずに伝えて下さい。その時は……女バス一本に活動を絞ります」

　女バスに絞る、と。マネージャーの方を諦あきらめると宣言した方がより強く意地を張れるような気がしたから、葵はあえてそう告げる。

「かしこまった。じゃあ、もう一度改めて勧誘するよ。……君が欲しい。女子バスケ部に入部してくれないか、荻おぎ山やま葵君」

　右手を差し出し、涼やかな顔を向けるきららに対し、葵は深々と腰を折る。

「よろしく、お願いします。……私も先輩と、バスケがしたいです」

　言い切った瞬しゆん間かん、憑つき物ものが落ちたように肩が軽くなる。顔を上げると、整ととのった面おも持もちから放たれる名前の通り煌きらびやかな笑え顔がおがまっすぐ向けられていた。

「ようこそ、女子バスケ部へ」

　葵も眼めを細め、一度、二度と大きく頷うなずきを返す。

　──がんばろう。やりたいこと、全部。倒れるまで本気で、追いかけてみよう。

　希望と覚悟を抱きしめて、心の中で何度も思う。

　ついでに、握手を求めていると見せかけ葵の胸めがけて一いつ直ちよく線せんに伸びてきたきららの手をはね除のけながら、こうも思う。

　──貞てい操そうも、本気で死守しよう。
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Ｆｅａｔｕｒｅ　～柿かき園ぞのさつき・御み庄しよう寺じ多た恵え～






「さ、さあさあショージ！　新たな世界の扉をその手で開いちゃってくれ！　ガバッと！」

「ゾ、ゾノにリードしてほしいなぁ。弊へい社しや、基本受け体質なので……」

　東ひがし高こうの体たい育いく館かん前で、柿園と御庄寺は互いの身体からだを抱きしめる。

　愛し合っているわけではない。怖おじ気け付づいているのだ。通用口の奥から響ひびく激はげしい足音とボールの残ざん響きように気け圧おされ、一大決心が早くも揺らぎかける。

　壁かべ一枚を隔てた先で、母校の女子バスケ部は今日きようも練習に励んでいる。その厳さびしさは、未いまだ身体がはっきりと覚えていた。

　一度は身を置き、すぐに逃げ出した場所。もう、門を叩たたくことはあるまいと思っていた。

　それなのに今、二人ふたりは震ふるえる足を押さえつけながらここまで戻ってきた。

　しかし、あと一歩。残されたほんの数メートルが、詰め切れない。

「今日来ようって言ったのはショージだろー！　あちしは来週までに覚悟決めてくるつもりだったのに！」

「部活中に来ようっていったのはゾノだよぉ。弊社は終わった後の方が邪じや魔まにならないと思ったのにぃ」

「練習後だと疲れてて話聞いてもらえないかもしれないじゃん！」

「来週に入ったらもう春休みまですぐだし、部活やってないかもしれないよぉ！」

　不毛な言い争い。要は、先送りにしたいだけなのだと相互に気付き、長い溜ため息いきが重なる。

「……来週の、部活後にしよっか」

「そだね。きっとまだ、間に合うよ」

　そして、心が折れた。延ばせば延ばすほど覚悟が薄うすれることはわかっていても、悪い結末ばかりが頭に浮かんで、惨ざん敗ぱいよりも不戦を選びたくなってしまう。

　どうせ、必要とされない。

　才能なんてないことは自覚している。どうして今さら、わざわざお荷物を増やそうと思ってもらえるものか。

　やはり、全すべてが終わってしまった後なのだろう。練習の辛つらさに耐えかねて逃げ出してしまったあの日に、柿園と御庄寺の、プレーヤーとしての道は閉ざされた。

　やがて、どちらともなく方向転換し、二人は来た道を引き返し始める。

「──ちょっと」

「はうっ!?」

　一歩目を踏み出した直後、背後で勢いよく扉が開いた。振り向けば汗だくの女生徒が、バスケットボールを小こ脇わきに抱えこちらを睨にらみ付けている。確たしか、副キャプテンだった二年生の部員だ。他ほかの部員からの信頼も厚そうだったので、来期のキャプテンかもしれない。

「ずっと騒さわがしかったけど、何か用？」

「バ、バレてました……？」

「この扉の前、人集まるとこだし。……あれ、あんたたち。前入部してたよね。シュートフォームとかドリブルとか綺き麗れいだったから見込みあると思ってたのに、すぐ辞やめちゃってがっかりしたもん。よく覚えてる」

「……え」

　驚おどろきで、柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じは首だけでなく身体からだ全体を上級生の方に向ける。記き憶おくされているとも思わなかったし、それに。

　見込みがある、なんて言われたことが、心底意外だった。

　ドリブルも、シュートも。中学の頃ころずぶの素人しろうとだった柿園たちに、葵あおいと昴すばるが念入りに伝授してくれたもの。

　少しくらいは、根付いているのかもしれない。こんな逃げ腰で、うだつの上がらない人間にも、二人ふたりの熱ねつ意いが。

　そう思うと、小さな勇気が湧わいてくる。

「で、何か用なの？　用ないならもう行くけど」

「あっ、あの……あちし……私たち」

「その、何といいますか、ええとぉ」

　震ふるえる声で要領を得ない言葉だけを漏らす二人に、上級生は大きく溜ため息いきをついて、再び扉に手をかけようとする。

　……閉じられたら、終了だ。今度こそ完全に、ここに戻ることはできなくなる。

　背水の陣が、二人の背中を同時に強く押した。

『あの！　お願ねがいします！　もう一度バスケ部に入部させて下さいっ！』

　完全にシンクロする、柿園と御庄寺の叫び。ついに、言ってしまった。もう後戻りできない。そう悟った瞬しゆん間かん、二人の心に本当の意味での断固たる決意が宿る。

　そうだ、やる。やりたい。もう一度ちゃんと、バスケがやりたい。

「………………ダメ」

「っ」

　ようやく迷いを断ち切れたというのに、現実は厳きびしかった。上級生の冷たい声が、ざくりと胸の奥に刺さる。

「軽い気持ちで出たり入ったりされても、困るんだよね。練習メニューも微び調ちよう整せいしなきゃだし、手続きだってめんどくさい」

　ぐうの音も出ないほど正せい論ろんだった。甘い気持ちでうろちょろしていい部活ではないことが伝わったからこそ、柿園たちは逃げたのだ。

　やはり、諦あきらめるしかないのだろうか。睨にらむ上級生は怖いし、部に戻らないと楽しい高校生活が送れなくなるわけでもない。むしろ、辛つらくなることの方が多いだろう。




　……………………………………………………………………………………まだだ。




　昴すばるは。葵あおいは。小学生たちは。この程度の試練なんてものともせず乗り越えていった。

「……すごい試合を、見たんです」

「ん？」

　ぎゅっと唇を嚙かんでからぼそりと漏らした柿かき園ぞのの声に、上級生は首をかしげる。

「まだ、小学生のかわいい女の子たちなんですけど。四月からずっとずっと頑張って、強い相手に最後まで諦めないで、とっても惜しい勝負をして」

　御み庄しよう寺じも言葉を重ね、胸の内に積つもる想いを吐と露ろし始めた。

「あの子たちのこと見てたら、なんか自分が情けなくなって。せっかく中学で三年間バスケ続けてきたのに、簡かん単たんに逃げちゃって。なにやってんだろって思って」

「それに、やっぱり好きなんだって、気付いちゃいました。練習がきつくて、辞やめたあとはほっとしたんですけど、だんだん毎日が物足りなくなってきて。それで、あの試合ではっきりわかりました。自分で考えていたよりも、もっと。バスケが好きだったんだって」

　柿園も、御庄寺も。離はなれてからはじめて憧あこがれた。小学生たちの、葵の、昴の、バスケに青春の全すべてを捧ささぐ生き様に、今さら憧れてしまったのだ。

　だからもう一度、激げき流りゆうに身を投げ打つのも悪くないと思った。自分たちは自分たちなりに、輝かがやいてみたいと、そんな夢を見た。

　才能なんて、きっとない。友人たちの高みには、至れる気なんてまるでしない。

　それでもせめて、生き様だけはかっこよくありたい。バスケに夢中だと、胸を張って言えるようになりたい。

　十六歳の二人ふたりの少女は、同時に価か値ち観かんを塗り替えた。

　自慢の友人たちと、小学生の濁にごりなき瞳ひとみに魅みせられて。

　告白を受け、上級生はしばし押おし黙だまる。その覚悟を確たしかめるように、二人の顔をじっと見据えたままで。

　柿園も御庄寺も、それ以上何も言わない。言葉ならばこれでもう全部だ。あとはもう、信じてもらえるかどうかだけ。

「………………20km、かな」

「えっ？」

「今日きようから、三月末まで。二人とも部活の時間に毎日20kmのランニングな。やり遂げたら、入部許可」

「う……」

　20km。思い浮かべただけで二人ふたりにとっては目め眩まいがする数字だった。

「言っとくけど、それくらいできなかったらとてもじゃないけどウチの練習にはついてこれないよ。タイムは設定しないでおいてあげるけど、ちんたら走ってクリアしても合流してから死ぬだけだから本気出しなさい。本気の20kmランを、三月中毎日。やるもやらないも二人の意志と覚悟に任せるわ。それじゃ」

　返事を聞かず上級生は踵きびすを返し、ぴたりと扉を閉じた。

　残された二人はしばしひきつり顔で向き合い、互いの瞳ひとみを見つめる。

　ようやくその場を離はなれるまでには、きっかり三分の時間が必要だった。

　そして、カップ麵めんが熱ねつ湯とうの力でほぐれるように。柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じはくすぶってがんじがらめに凝こり固まった日常と、別れを告げた。







「──うひ～！　そろそろ10キロ超えたかなしょーじ～」

「まだ２キロくらいじゃないかなぁ……」

「十分の一かよ～！　らめぇ死んじゃうぅぅ」

「でりゅうぅ！　おくちからお昼ごはんでちゃうのぉぉ」

　この日が体育の授業日であったことは二人にとって幸運だった。一度袖そでを通した運動着を再び纏まとうのは抵抗があったものの、制服で走るよりはマシだろう。

「ねー。これ、走ったことにしてしれっと四月に顔出したらどうなると思う……？」

「最初の練習でバレて追い出されるんじゃないかなぁ……」

「ＤＡＹＯＮＥ。言ってみただけ……」

　いつも通りの軽口を時折織おり交ぜつつも、二人の足取りは決して緩ゆるむことなどなかった。誰だれかのためではなく、自分のためなのだから。たどり着きたい景色けしきに至る近道などどこにもないと、二人はもうとっくに気付いている。

　だから、走る。馬ば鹿か正しよう直じきに全ぜん身しん全ぜん霊れいの熱量を速度に乗せて、計算せず打算を忘れ、柿園と御庄寺はひたすら前へ前へと進んでいった。

「ブチョーには、四月まで黙だまってよう……。リタイアしたら、情けなさすぎるからな……」

「その発想自体が非常に情けないですが、弊へい社しや大だい賛さん成せいであります……」

「……なーショージ。もしあちしが諦あきらめても、ショージは行けるところまで行ってな」

「ゾノこそねぇ。弊社が倒産しても、ゾノまで道連れになることないよぅ」

　わき腹の痛みを堪こらえつつ、冗じよう談だんめかして苦笑いを交わす二人。

　しかし内心では、柿園は御庄寺なら必ず耐え抜くと信じ切っていたし、

　御庄寺もまた、柿園がリタイアする可能性は万にひとつもないと決めつけていた。

　自分さえ諦あきらめなければ、これからもずっと共に肩を並べていられる。

　そんな想おもいを糧かてに、二人ふたりは走り続けた。











＊






　未いまだ肌寒さは残るが、着実に春はすぐそこまで近付いている。

　新たな出会い。ターニングポイントを迎える仲間たち。俺おれ自身のことも含め、最近はそこかしこに萌ほう芽がの息吹いぶきが満ちあふれていた。

　そんな中でもなお、『変わらないこと』に幸せを感じる瞬しゆん間かんも、少なくなくて。

「よーし。シャトルラン、ラスト五本！　もう少しだぞ！」

　慧けい心しん学がく園えん初等部の体たい育いく館かんで、俺は声を張る。

　大会を終えた後も、女バスとの関係はもちろんずっと続いていた。三ヶ月の間、六年生は来たるべき中学での活動に向けて、五年生は六年生に追い付け追い越せをモットーに、さらなる上達を繰くり返している。

「マホ、しょーぶだ！」

「今日きようこそボクたちの方が、先にフットワーク練習終わらせるもんね！」

「くふふ、そーはいくか！　中学生パワーを見せてやる！」

　我先にと肩を並べ全力ダッシュする竹たけ中なか姉妹に、真ま帆ほが望むところと挑戦を受けて立つ。

「ふふ、まだ小学生でしょ。もう少しだけっ」

　やれやれと息を弾ませる紗さ季きも、言葉とは裏腹に自分が先頭でゴールすべく両足の回転数を上げていく。

　十人それぞれがライバルで、仲間。見み慣なれた光景が、えも言われぬ安心感をプレゼントしてくれる。

　三月も半ばをとうにすぎ、春休み突入も秒読み。こうして一堂に会する機き会かいはもうそれほど多くないことを思うと、ますますこの空気感に愛いとおしさがこみ上げてくる。

　でも、寂しさは不ふ思し議ぎと感じていなかった。控えているのは別れじゃなくて、それぞれの旅立ち。別の目標と向き合う時が来ても、俺たちはずっと仲間だ。

　時は過ぎても、絆きずなは残る。

　それに、なにも遠く離はなれて暮らすわけではないからな。俺も必ず、要所要所で子どもたちの成長を見届けに来なくては気が済まないだろうし、中等部と初等部なんてそれこそ隣となり合わせだ。会える機会は減るとしても、ゼロになることなんてありえない。

「わーい。ごーるー」

　いつでも天てん衣い無む縫ほうなひなたちゃん。

「きょ、きょうはわたしが一番……だったりしないかなっ……？」

　前向きさがますます溢あふれてきた愛あい莉り。

「いえ、残念ながら、ワタシとししょーがならんで一位だったように思いマス」

　発音の流りゆう麗れいさが日ごとに増し続けるミミちゃん。

「外国人のくせに虚偽報告するとは日に本ほんに溶け込みすぎ。今日きようのトップはこの藤ふじ井い雅まさ美み。異い論ろんは認めないわ」

　最近は誰だれとでも自然によく喋しやべる雅美さん。

「雅美よりは、私と姉ねえ様さまの方が少し速かったと思うんだけど……」

　いい意味で遠えん慮りよが抜けてきたかげつちゃん。

「あ、あはは。みんな同着で良いんじゃないかな」

　控え目な性格はそのままに、ここぞというときには十人の中心に立ってくれる智とも花か。

　次の季節が来ても、バラバラになんてなるはずがない。みんなそう分かっているから、浮かぶ笑え顔がおは今日もこんなに朗らかだ。

「すばるんすばるん、誰が一番速かったっ!?」

「ボクたちだよね！」

「ついでに言うと、ボクの方がつばよりほんのちょっと速かったよね！」

　フットワーク練習を完了するや全員が余力たっぷりに駆け寄ってきて、俺にジャッジを求める。結構きついメニューだったと思うんだけどな。小学生の成長力には、いつまでも驚おどろかされっぱなしだ。

「うーん。際どくてほとんど互角だったよ。決着は最後のミニゲームに持ち越しでどう？」

「おっしゃ！　そんならまたまた得点王目指しちゃうぜ！　つばひーはグーパーでおなじチームになれるよう祈らないとね～」

「なにおー！　別にボクたち、もうとっくにコンビプレーだけの選手じゃないし！」

「ひとりでも、マホと互角に戦えるし！」

　提案に、真ま帆ほも竹たけ中なか姉妹も、他ほかの子たちもますますやる気を燃もやす。ちなみに互角と言ったのは本心だ。今はもう、体力面でなら完全に十人横並びという感じだし、チーム分けをランダムにしても必ず接戦になる。そんなハイレベルな競きそい合いを何度も目まの当あたりにできたことは、役得としか言いようがなかった。おかげで俺おれも、絶えず向上心を焚たき付けてもらえるのだから。

「さて、それじゃまずは基き礎そ練習を一通り終わらせちゃおう」

「おー。……おー？　おにーちゃん、ちょっと待ってて」

「ん？　ひなたちゃん？」

　ぱんと手を叩たたきみんなに次のメニューを伝えようとしたところ、どうしたのかひなたちゃんが急に首をかしげて、渡り廊下に至る扉の方へ走っていった。

「おきゃくさん、いらっしゃい？」

「ひゃっ!?」

　そして、取っ手に指をかけがらりと開く。するとそこには、慧けい心しんの制服に身を包んだ面めん識しきのない女の子が三人、身を寄せ合っていた。年のほどは、たぶん五年生たちより幼い。三年生か四年生くらいではなかろうか。

　しかしひなたちゃん、よく誰だれかがいるって気付いたな。特に物音とかはしていなかったと思うんだけど。

　天使だからかな。うん、きっとそうだ。

「なになに、ボクたちになんか用事？」

「ドウジョウヤブリ、でしょうか」

　興きよう味み津しん々しんで、続々とひなたちゃんの傍そばまで歩み寄る部員たち。俺おれも遅れて後に続く。とりあえず、道場破りではないと思うけど。

「あ、あの、えっと……」

「私たち、四年Ｃ組の……その……」

　扉の向こうにいた三人は身を寄せ合い、おっかなびっくり話し始める。やっぱり四年生か。となると上級生に対しては少し気き後おくれしてしまうかも。

「はじめまして。ええと、どうしたのかな？」

　そう思って、俺からも問いかけてみた。もしかしたらさらに怖おじ気けづかせちゃう可能性だってなきにしもあらずだけど、なるべく警けい戒かい心しんを解いてもらえるよう声を柔らかくして笑え顔がおで接する。

「じ、実は私たち………………興味があって！」

　その甲か斐いがあったかどうかは定かではないが、三人の真ん中にいたいちばん背の高い子が一歩前に踏み出して、大きめの声でそう切り出してくれた。

　……ふむ、これはもしかすると。

「興味って、バスケに？」

「は、はいっ。なんどか、みなさんが練習をしているところが外から見えて」

「それで……かっこいいな、私たちにも、できるかなって……その、思って……」

　三人の言葉を聞いているうちにみんなにも予感がよぎったのだろう。だんだんと十人の表情が華やぎだし、期待感を露あらわに視し線せんを交わし始める。

「バスケ、やってみる？」

　優やさしく微笑ほほえむ智とも花か。それを聴きいて、四年生三人も一斉に瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ねぇねぇ、すばるんすばるん！」

　心底嬉うれしそうに俺の服の裾すそを摑つかみ、真ま帆ほが上うわ目め遣づかいで何かを伝えようとする。

　もちろん、その意味するところはすぐ理解した。というか俺もまったく同じ気持ちだ。

「それじゃ、三人とも今から一いつ緒しよに参加してみない？　体たい操そう着ぎはあるかな？」

「あ、ありますっ！　でも、急におじゃましちゃって、いいんですか……？」

「私たち、まだぜんぜん何も、できないです……」

　俺の提案に四年生たちは喜びと戸惑いを同時に浮かべ、遠えん慮りよすべきかどうか迷い出す。

「だいじょぶだいじょぶ！　ボクとひーが三人に簡かん単たんなコンビプレーを教えてあげるよ！」

「ちがうよつば！　三人だから、トリオだよ！」

「ノン。ヌケガケはいけませんツバヒー。まずはワタシが、ドリブルのやりかたを」

「……スナイパーに憧あこがれてる子はいる？　私は厳きびしいけど、付いてきてくれるなら強力な武器を授けてあげるわ」

「君、四年生なのにけっこう大きいね！　私のポジション、センターって言うんだけど、君にも合っていると思うな！」

　そこから先は、子どもたちがとんとん拍子に進めてくれた。六年生ももちろんだが、特に五年生たちは普ふ段だんに輪わをかけて積せつ極きよく的てきで、三人に対し我先にとバスケの魅み力りよくを語り始める。

　……そりゃ、嬉うれしいよな。ついに、自分たちにも後こう輩はいができるかもしれないという瞬しゆん間かんなのだから。

　想像していなかったのであろう肉食系の大歓迎に、三人はしばしおっかなびっくりな雰囲気を残したままだったが、着替えを終えて先輩の優やさしい指し導どうを受けているうちに緊きん張ちようも吹っ飛んだようで、一通りの基本を覚えた頃ころには何度も笑い声を響ひびかせていた。

　最後には混合チームによるミニゲームを観かん戦せんし、大だい興こう奮ふん。『今日きようはありがとうございました！』と何度もお辞じ儀ぎしながら、一足先に体たい育いく館かんを後にしていく。

「また、来るかしら？　私、いきなり厳しくしすぎたかも……」

「ふふ、大丈夫だと思うわ。すごく丁てい寧ねいな教え方で、素す敵てきなお姉ねえさんだったわよ」

「……うるさい」

　紗さ季きに褒ほめられて少し頰ほおを染め、そっぽを向く雅まさ美みさん。半年近く共に過ごした今なら、この仕し草ぐさは嬉うれしいときの照れ隠しだとすぐに察することができる。

「ししょー。もしワタシがバスケをおしえるようになったら、ししょーは大ししょーでしょうか？」

「だ、だめだよそんなの。師匠でも畏おそれ多いのに……。ふふっ、でも、あの子たちとまた一いつ緒しよにバスケできたら素敵だねっ」

「姉ねえ様さま、愛あい莉り先輩。私に、ちゃんと後輩のお手本が務まるでしょうか……」

「おー。かげならだいじょうぶ」

「えへへ。いつも通り、自然にしているだけで平気だと思うよっ」

「楽しみだね、ひー先輩！」

「まったくだね、つば先輩！」

「あはは、気が早いな～。でも、入部してくれたらあたしもめっちゃうれしい！」

　他ほかの子たちも、興こう奮ふん冷めやらずといった感じ。

　……本当に、良かった。俺おれがまだここに居られるうちに、少しだけ気がかりだったことがひとつ解決するかもしれない。智とも花かたちの出会いで生まれたこの女バスの歴史は、やはりできることなら連綿と繫つながって欲しいもんな。それに、入部者がさらに増えれば早い時期から公式大会にも出られる。

　まあ、とはいえ遅かれ早かれこんな日が訪れるのではないかという漠然とした予感はあったから、本気で心残りに感じていたわけではないけど。輝かがやいている場所には、自然と人が集まってくるものだろう。

　心配事と言えばむしろ、『もうひとつの課か題だい』のほうがずっと大きい。

　しかしそちらもまた、かなり意外な形で解決しそうな気け配はいがあるわけだし。次の世代に向けて、慧けい心しん女バスはまさしく順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに動き出していた。







「ん、モップ掛けも終わり。みんな、お疲れ様でした！」

『お疲れ様でしたっ！』

　最後に後片付けを済ませ、この日の活動も完了。みんなが着替え終わるのを待って、俺おれは体たい操そう着ぎのまま出入り口で十人に別れを告げる。

「昴すばるさん、今日きようも頑張って下さいねっ」

「うん、本気出し過ぎてキレられないよう努力するよ」

　集団の最後尾を進む智とも花かに手を振り、自分以外は誰だれもいなくなって静まりかえったコートの上でほっと一息。

　小学校の体たい育いく館かんに単身で居残りというのは改めて考えるとけっこうすごい状況であるが、実は今年ことしに入ってから、練習日は必ずと言って良いほどこうするのが習しゆう慣かんになっていた。

　あいつと、部活の延長戦をするために。

「よ、お待たせ」

　ほどなく、待ち人がやって来た。

　腰まで届く長い髪。子どもたちと大差ない小さな身体からだ。服装はなぜか俺の中学時代のユニフォーム。

「やっと来たか。……ミホ姉ねえ」

　女子バスケ部の顧こ問もん様、練習終了後の重役出勤である。

　かつてはちゃんと責任持って監かん督とくしにこいと不平を漏らしたりもしたが、今は特に何も言わない。肌に浮かんだ玉のような汗を見れば、こいつはこいつで自らの鍛たん錬れんに励んでいたのだと察しがつくから。

　結けつ論ろんから先に言えば。今年になって、ミホ姉もバスケを始めた。

　理由は、説明する必要もないだろう。

「にゃはは、今日こそ吠ほえ面づらかかせてやる」

「マジで俺に勝てるくらいになってたら、安心して任せられるんだけどな」

「心配すんな、来年の今ごろには名将として全国に名前を轟とどろかせてるから」

　もうひとつの課か題だい。俺おれが自分のバスケに復帰した後、ここに残る部員たちを誰だれにコーチしてもらうか。

　五ご里り霧む中ちゆうだった案件は、予想だにしていなかった立候補者の登場で一気に進展を見せた。

　ミホ姉ねえもまた、考えに考え抜いた末の決断だったのだろう。年中おちゃらけ全開のクセして、責任感だけは異常に強いから。急に突とつ拍ぴよう子しもないことをしでかすのはずっと変わらない。

「さ、引いん導どうを渡してやるぜ。安心して死ね、昴すばる」

「死にはしないけど、とにかく今日きようもお手並み拝見だ」

　ミホ姉が投げてきたボールを受け取り、緩ゆるやかなドリブルでセンターサークルに向かう。

　１ｏｎ１で俺に勝つことができたら、合格。それがミホ姉自ら設定した最終テストだ。

　ずぶの素人しろうとだった輩やからと、まがりなりにも小学生からずっと鍛たん錬れんしてきた人間との対戦である。当然ながら、ほとんど勝負にもならないような日が続いた。

　それでもミホ姉は持ち前の運動神経と生きつ粋すいの負けず嫌いを原動力として、小学生たちに勝るとも劣らない日進月歩の成長を見せている。

　さて、今日は一体どんな驚おどろきを体たい験けんさせてくれるか。

　俺自身、最近はこの時間が楽しみで仕方がなかった。

「──クソが～～～～～～～～～～～～～～～！」

　……だからといってまあ、さすがに負けそうになるということはないのだが。

「心配すんな。さらに動き良くなってたぞ。ドリブルなんかちょっと前とは段違いだ」

「うるせーバカ。あー腹立つ。昴ごときにドヤられるの、マジで腹立つ」

　そうかよ。俺もミホ姉をフルボッコにできて十数年分の溜りゆう飲いんが下がる思いだ。

「……くっそ、もう消灯時間か。帰るぞおら。さっさと準備しろ。来週こそ渾こん身しんの前まえ蹴げりとダンクのコンボ決めてやるから覚悟しとけ」

「ダンクはともかく、前蹴りは一発退場レベルのファウルだからな……。ルールの方もちゃんと復習しとけよ。コーチやるんなら実技だけじゃ足りないぞ」

「分かってるっての、教師なめんな。……あー。もうあんまり猶ゆう予よないつーのに。週末は山ごもりかな」

　と、怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いのミホ姉だが、実際問題としてこの短期間で経験者に勝つのが難むずかしいことはちゃんと理解していると思う。要は、覚悟の問題。勝つくらいの気概で取り組まないと、子どもたちの規き範はんは務まらないと思ったからこその全力投球だろう。真ま帆ほ曰いわく、一念発起以来ネットゲームのログイン回数と時間も極端に減っているのだとか。

　だから、俺の中ではもうミホ姉以上に相応ふさわしい後任は存在しないだろうと、おおよそ結けつ論ろん付いている。必要とされればだけど、補佐役として今後もチームの相そう談だんに乗りやすいし。

「……ありがとな」

「は？」

　着替えを終え、体たい育いく館かんを出てミホ姉ねえの車に向かう途中、星空を見上げながらぶっきらぼうに呟つぶやく。

「本当は、自分の都合で勝手にチームを離はなれるのは、申し訳なくもあるんだ。でも、ミホ姉がここまで全力で取り組んでくれるおかげで、心が軽くなった。身勝手ですまないけど、五年生たちのこと。未来の部員たちのこと、よろしく頼む」

　まじめな話をするのがちょっと照れくさくて視し線せんを外したまま伝えると、ミホ姉は『なに言ってんだこいつ？』とばかりに鼻を鳴らして呆あきれる。

「あのな、私が頼んだのは休部期間中のコーチだろうが。もうすぐ部、復活するんだろ。復活させるんだろ。なら、誰だれにも文句なしの任期満了じゃん。それでもコーチ続けたいとか抜かしたら、今度こそ警けい察さつに突き出すぞ。そこまで小学生ばっかりにご執しゆう心しんならな」

「……はは、それもそうか」

「だから、安心してあとのことは私に任せろ。そのために、今できること全部やってんだ」

　ばしん、と俺おれの背中に平手をくれるミホ姉。力強い一いち撃げきででぴんと背筋が伸びる。

　……せっかく注入してもらった気合いだ。このまま身体からだの芯しんに力を入れて歩いていくことにしよう。

「それにさ」

「ん？」

「わりかし、たのしーわ。バスケ。どうせならもっと早く始めてればよかったかもな～。にゃはは」

「……そっか」

　最後の一言が一番嬉うれしくて、一番ほっとしたかもしれない。
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Ｆｅａｔｕｒｅ　～藤ふじ井い雅まさ美み・葦あし原はら怜れ那な～






　春休みに入って雅美が最も喜んでいるのは、部活や予定が無い限りいつでも父の仕事を手て伝つだえることだった。

　もちろん寿す司しを握らせてもらえるわけではない。それでも店内を隅々まで掃除して清せい潔けつに保ったり、簡かん単たんな下ごしらえを任せてもらえるだけで、誇らしい気持ちになれる。

　日本一だと信じて止やまない職しよく人にんの信頼をほんの僅わずかでも得られているという実感が、ひたすらに心地ここちよかった。

　時刻は十一時三分。開店間もない店てん舗ぽにまだ来客の姿はない。大抵の日は十二時を回ってからが本番なので、口開けはもう三十分近く先だろう。

　それでも父は毎日実直に開店時間を守り、まな板の前で直立不動を貫く。まさに、職人の佇たたずまい。その背中を見つめながら、雅美はある種の美しさすら感じてしまう。

　そんなことを考えていた折、がらりと入り口の引き戸が開く。予想に反し、開店直後の来客らしい。穏おだやかな雰囲気に酔っていた最中だったので余計な邪じや魔まが……と幽かすかに思ってしまったりもしたが、繁はん盛じようを嫌いやがるのは道理から大きく外れるのですぐに忘れる。

「なっ!?」

　しかし、入ってきた人物の顔を見た瞬しゆん間かん再び気が変わった。

　雅美よりも小さな身体からだを包む赤いジャンパーと、目ま深ぶかに被かぶったベースボールキャップ。訪問者は、なんとあの葦原怜那だった。

　叩たたき出そう。そう決めて雅美はちょうど都合よく間近にあった食塩の袋をひっつかむ。

　そして勢い任せに調ちよう理り場ばの外まで踏み出したところで、うっかり余計なことに気付いてしまった。

　大会以来の対たい峙じとなった怜那だが、どうも過去とは様よう子すが違う。いつも自信たっぷりで不ふ遜そんの塊みたいだった眼力が、今日きようはやけに弱々しい。どこか自信なさげに辺りをきょろきょろと見回す様子には、明らかな逡しゆん巡じゆんの気け配はいが混じっている。

「何？　何の用？」

「……何の用って、えんぴつでも買いに来たと思うわけ？」

　問答無用で追い返すつもりだったのに、違和感を覚えたせいかつい話しかけてしまった。返ってきた言葉には相変わらず腹立たしさがてんこ盛りだったが、口調の方は見た目の印象と同じく妙に威勢がない。

「寿司屋でしょ、ここ。寿司食べに来たに決まってるじゃん」

「はぁ？　小学生が、一人ひとりで？」

「自分だって小学生じゃん」

「私は簡かん単たんな仕事を手て伝つだわせてもらってるだけよ。タダ飯めしにありつくつもりなら早く出て行って。ご馳ち走そうしてもらえると思ったんなら、本気で神経を疑うわね」

　だんだんと怒りがぶり返してきた。次に何かろくでもないことを言い出したら怒ど鳴なりつけてやろうと、雅まさ美みは密ひそかに息を溜ため込む。

「……え？」

　が、直後に怜れ那なが取った行動は、まったく予想外のもの。めんどくさそうにジャンパーのポケットに手を突っ込むと、五百円硬貨を一枚握りしめて雅美の眼前に突き出したのだ。

「これしか、ないんだけど。これでなんか、食べさせてもらえる？」

　ただの挑発と受け取ることも、可能ではある。一応、単品でならその値段に収まるネタもあるにはあるだろうが、ワンコインで一食済ませられるほど寿すし藤ふじの相場は安くない。店構えを見れば、小学生でも一いつ瞬しゆんで察しが付くはずである。

　いっぽうで、なんとなく心に引っかかる部分もあった。

　──五百円。

　去年、怜那と初めて出くわした祭りの屋台で、商品に付けたのと同じ値だ。

「雅美。お客様なのだろう？　椅い子すを引いて差し上げなさい」

「…………………………はい」

　どう判断すべきか迷っているうちに、父親から促されてしまった。ならばやむなしとお代を前金で受け取り、怜那をカウンターまで案内する。

「いらっしゃいませ。何か、食べたいものはあるかな？」

「……おまかせで」

　五百円でおまかせもくそもあるかと叫びたいのを堪こらえ、雅美はお茶を用意する。主が客と認めた以上、自分もまた寿し藤の店員として恥じぬ振ふる舞まいをせねばなるまい。

　注文を聴き届け、父はほとんど迷うことなく一度厨ちゆう房ぼうに入り、タッパーを手に戻ってきた。蓋ふたが開かれたとたん、醬しよう油ゆの良い香りがほんのりと店内に満ちる。

「……お待たせしました」

　丁てい寧ねいな仕事を経て差し出されたのは、五目いなり。寿し藤の、隠れた人気メニューのひとつだ。きっかり六貫と、付け合わせの厚焼き玉子。屋台で出すはずだったものと寸すん分ぶん違たがわぬ一人前を、父は寡か黙もくに、怜那の前へと並べた。

「…………」

　ひとつ目を、手づかみで頰ほお張ばる怜那。しばし咀そ嚼しやくし、続けざまに二つ目、三つ目。何も言わないが、口に運ぶペースがだんだんと速くなっていく。淹いれ終わったお茶を運ぶ頃ころには、六貫全すべてと玉子焼きが、綺き麗れいさっぱりなくなっていた。

「……どうだった？」

「…………めちゃウマ。ガキの食べ物だと思ってたけど、なかなかどうして」

「ガキのくせに」

「自分もじゃん」

　へらず口を閉じぬままお茶を直じか手てで受け取り、ひとすすりだけして立ち上がる怜れ那な。

「……………………………………ごめん、悪かったよ」

　そして、ついに。怜那は雅まさ美みに向けてぺこりと短く腰を折った。

「こんなうまいもの、台無しにしちゃってごめん。わざとじゃないけど、このアタシとあろうものがおっさんの不意打ちごときで飴あめを落っことしたのはウカツだった。反省した。お金、あんまないから。今はこれ以上払えないけど。……許してもらえたら、ありがたい」

　頭を下げ慣なれていないのだろう。ひどく居い心地ごこちが悪そうで、一度たりとも雅美の顔を見ようとしない。

　その滑こつ稽けいな仕し草ぐさが、かえって逆に雅美の遺い恨こんを鎮しずめる。

「…………ま、良いわ。遅れた分の利子はおまけしといてあげる」

「そう。そんじゃ」

　これで用は済んだとばかりに、いそいそと出て行こうとする怜那。

「ねえ、そろそろ東とう京きようなんじゃないの？」

　その背中に、雅美はほんの気まぐれで話しかけた。

「……あさってから、前入り」

「ふうん。……ま、せいぜい頑張ってくれば。私たちを倒しておいて、情けない試合されたら癪しやくだし」

「調ちよう子しにのんなバカ。慧けい心しんなんて硯すずり谷だにの足あし許もとにも及ばないっつの。今日きよう来たのも、来年ボコボコにする時ヘンな情けかけないで済むようにするためだし。あ、あと今日来たこと絶対誰だれにもゆーなよ。なんか、ウザいことになりそうだし」

　喉のど元もと過ぎれば熱あつさを忘れる──という言葉を地で行くように、怜那の神妙な態度はあっさり途切れてよく知る本性に戻った。そして雅美に言い返す隙すきを与えぬまま、ぴしゃりと戸を閉め立ち去ってしまう。

　構うまいと、雅美は思った。こちらこそ、あまり猫を被かぶられてもペースが狂うし、反はん論ろんなら実際のプレーで見せつけてやれば良い。

「……お父とうさん、ありがとう」

　ひとつ溜ため息いきをついてから、雅美はカウンターの方に向き直って丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎする。二人ふたりの関係を一いつ瞬しゆんで察し、場を繫つないでくれた父の心こころ遣づかいがなければ、わだかまりは解決しないままだったかもしれない。

「礼など必要ない。寿す司し屋やがお客様に寿司を出すのは、当たり前のことだ」

　そう言って顔色ひとつ変えず静かに洗い物を続ける父に対し、雅美はますます尊敬を深めるのだった。





＊






　三月も残り僅わずかとなったこの日、慧けい心しん女バスの全メンバー、それに葵あおいと俺おれはこぞって真ま帆ほの家を訪問した。

　偉業を、しかと各おの々おのの眼めで見届けるために。

『真帆さま、ご覧らん頂けておりますでしょうか？』

「ばっちし！　ちゃんと映ってるよやんばる～！」

　大型スクリーンの中で、携帯を耳に当てた久く井い奈なさんが真帆とコミュニケーションを取りながら映像を調ちよう整せいする。

　久井奈さんがいらっしゃる場所は、東とう京きようにある有名な大だい体たい育いく館かん。

　ミニバスケットボール全国大会の熱ねつ戦せんが三日間にわたって繰くり広げられている会場である。

「すごいチームだってことは私たちが誰だれよりも知っているつもりだけど、ここまで来ちゃうなんて……なんか感動だね」

　画面の奥に映るコートに向けて、葵が眼を細める。

　目当ては、もちろん硯すずり谷だに女じよ学がく園えんだ。地区大会をぶっちりぎりで優ゆう勝しようし、県大会も快かい進しん撃げきで突破。そして、見事たどり着いた全国の舞ぶ台たいでも大会初日、二日目と勝ちを重ね、なんと今日きようこれから行われようとしている試合が最終日の最終戦である。

　つまるところ、勝てば優勝。

　硯谷が、今まさに全国の頂点へ王手をかけようとしているのだ。

　もし、俺たちが勝利を収めることができていたら、どこまでやれたか。そんな妄想が浮かばないといったら噓うそになるけど、それ以上に死し闘とうを繰り広げたライバルの栄光を願ねがう。

　きっと目標が高くなればなるほど、慧心の皆もまた揺るぎない大志を抱くことができるであろうから。

　次こそは、きっと。

　戦いの地が中学と小学に分かれてもなお、十人の心は一枚岩のままで、それぞれが新たな目標に全力で向き合う。そんな姿が、目を閉じればありありと浮かんでくる。

「ど、どうしよう。わたし、どきどきしてきちゃったよぅ」

「私も……。未み有ゆ、みんな。がんばって！」

　寄り添って手を重ねながらも、画面からは決して眼を逸そらさない愛あい莉りと智とも花か。県大会も全員で観かん戦せんしに行ったが、未有ちゃんはますます風格を増し、綾あやさんもすっかりチームの中核としてインサイドの要かなめとなっている。互いに意い識しきし合う仲である選手の奮ふん闘とうに抱く二人ふたりの万感は、察して余りあるものがある。

　……試合、観みることができて本当に有あり難がたいな。ミニバスの試合だとさすがにテレビ放送は行われないので、いっそ東とう京きように乗り込むしか場の空気を共有する方法はないかと思われた。しかし、いろいろ日程的な問題もあって実現が難むずかしく弱っていたところ、久く井い奈なさんが中心となって三み沢さわ家けの皆さんが便べん宜ぎを図はかって下さり、会場からのストリーム中継という形で観かん戦せんが叶かなったのだった。

「そろそろ始まるわね。……うわ。相手のチーム、大っきい子ばかり」

「おー。でもでも、くみとあやがいるからだいじょうぶ」

　眉み間けんに力を込めて少し心配するそぶりを見せる紗さ季き。確たしかに、ベンチメンバーまで含めてかなり体格に恵まれたチームのようだ。フィジカルの平均点だけを比べれば、硯すずり谷だにはかなり分ぶが悪い。

　それでも、ひなたちゃんの言う通り久く美みさんと綾あやさんという強力な二枚看板の力を持ってすれば、高さの不利はほとんど埋めることができるはず。加えて、未み有ゆちゃんと怜れ那なさんの突破力はサイズで克服できるものではない。現に全国まで駒こまを進めたチームの中で、硯谷は指折りに小こ兵ひよう揃ぞろいだ。それでもここまで上り詰めたという事実が、バスケは身長のみに非あらずという事実を顕けん著ちよに伝えている。

　俺おれが偉そうに言うことじゃないけど、大丈夫。今まで通り戦えば、必ず結果も付いてくる。

「はじまるよ、ひー！」

「……見せてもらおーじゃん。ボクたちに一点差だったチカラってやつを」

「勝ってください。そのほうが、たおしがいがありマス」

「ミミに全面同意ね。刈り取られる前に、せいぜい育っておくと良いわ」

「しっかり見て、覚えよう。硯谷が、どう戦うか。私たちが、どう戦えば良いか」

　開始のブザーが間近に迫り、身を寄せ合う五年生たちもぐっと前のめりになる。

　さあ、注目だ。正真正銘、今年度最後の公式戦。小学生バスケの集大成に。







「…………………………」

　予想を遙はるかに超えて鮮せん烈れつな試合展開に、誰だれしもが言葉を忘れて画面に食い入る。

　もちろんとうに知っていた事実だが、今あえてもう一度断言する。

　──硯谷は、強い。

『綾、リバウンド！』

『いけます、大丈夫です！』

　久美さんと綾さんを別々に投入する必要があった前半こそやや劣勢に立たされていたが、ツインタワーを結成した第３クォーターに入った途と端たん状況が一変した。数に優まさるはずの相手がまったくリバウンドのグッドポジションを確かく保ほすることができなくなり、攻守の場面を問わずシュート後のボール支配率が硯谷一辺倒に傾く。

『怜れ那な！』

『あいよ～』

　軽々とリバウンドを確かく保ほした綾あやさんはすかさず怜那さんにパスを出し、一気に速攻へと持ち込む。

『っ！　もうあんなちびっ子インサイドに入れんな！　ディフェンス！』

　させじと相手はダブルチームを組むが、

『あーあ、無む駄だなことしちゃって。二人ふたり居るところにわざわざ突っ込んでいくアホがどこにいるんだっつーの……っ！』

『どの口が言うのよ。そしてナイスパス！』

　慧けい心しん戦せんと明確に異なるのは、ここだ。あの怜那さんが、積せつ極きよく的てきに仲間との連携を選択肢に加えている。背中通しの高度なノールックパスでボールを送った先にジャストタイミングで未み有ゆちゃんが飛び込み、難なんなくレイアップを成功させる。電光石火の早業に、ディフェンスはまったく為なす術すべがなかった。

　未完の大器だった少女は新たな価か値ち観かんと出会い、真の覚かく醒せい期きを迎えた。

　すごいな、これ……。少なくとも今この時、このチームと戦うための策を問われても、俺おれ程度では『全力で頑張ろう！』以外の言葉が出て来ない。

　そこから先は、独どく壇だん場じよう。

　最終スコア、46─36。後半で一気に相手を突き放した硯すずり谷だにが、女子小学生の頂きに君くん臨りんする瞬しゆん間かんが大歓声と共に俺たちの許もとへ届けられた。

『……っし！』

　晴れ晴れしい笑えみで拳こぶしを握る麻ま奈な佳か先せん輩ぱいと、珍しく感極まったように目を瞑つむる初はつ恵え先生の姿が画面の端に映し出される。

　先輩も、おそらく今日きようがアシスタントコーチとしては最後の戦い。そんな感慨に溢あふれる試合で大切な仲間と最高の結果を残せた事実は、これから自分自身のバスケと向き合う日々で、いつまでもまっすぐに背中を支えてくれることだろう。

　ちょうど俺や葵あおいと、同じように。

「………………」

　慧心の十人は、未いまだ無言を貫く。このドリームチームとの再戦が叶かなう日は、だいぶ先までおあずけだろう。しかし、五年生たちは来年も残る怜那さん、綾さんたちと。六年生たちは共に中学へ進む未有ちゃんたちとの戦いを想おもい描き、喜びを爆ばく発はつさせる硯谷の面々をずっと凝ぎよう視しし続けていた。

　がんばれ。とんでもない強敵との戦いがこの先も待ち受けているけれど、みんななら必ず五ご分ぶ以上に渡り合える。

　そして、もちろん俺も。須す賀が竜りゆう一いちのいる伊い戸と田だを筆頭とする、高い壁かべとの競せり合あいは絶対に避けられない。だとしても、だからこそ。子どもたちがこれから描く未来に恥じぬだけのバスケを、共に歩んでいってみせるからな。

「マホ、ボクたち帰る」

「ん、もう？」

「今から練習する」

「……くふふ、そか。りょーかい！」

　ようやく椿つばきちゃんが沈ちん黙もくを破るのとほぼ同時に、五年生たちは一斉に立ち上がる。ふふっ、こんな試合を見てしまったらいてもたってもいられなくなるよな。事実俺おれも、今すぐボールに触りたくて仕方がないのだから。

　それに、俺たちは俺たちでとても大切な行事を、翌日に控えている。

「ししょー、ミナサン。明日あしたはよろしくお願ねがいしマス」

「うん。こちらこそだよっ」

「悪いけど、最後に悲しい思い出を残してもらうことになるわ。あの連中に──硯すずり谷だににリベンジを果たすためには、もはや立ち止まることなんて許されない」

「ふふ、それは私たちも同じ。手加減抜きの全力でいかせてもらうから」

　ミミちゃんと智とも花かが、雅まさ美みさんと紗さ季きが、笑え顔がおの奥に闘とう志しを漲みなぎらせて握手を交わす。愛あい莉りも真ま帆ほもひなたちゃんも、竹たけ中なか姉妹もかげつちゃんも、再会のための短い別れを伝え合って、十人は絆きずなで繫つながる五人と五人となり、未来に向けて次なる一歩を踏み出した。

「昴、私も行くね。……きっと最後に、一泡吹かせてみせるわ。といっても、もう私がいじくり回すことなんて何もないだろうけど」

「ああ、また明日な。余計なことをする必要がないのは俺も同じだ。でも、きっと葵あおいが居てくれるだけでみんな心強いよ」

「ふふっ。昴こそ、ね。それじゃ」

　葵も五年生と共に部へ屋やを後にして、六年生と俺だけが残る。

「……あたしたちも、練習しよっか！」

「そうだねっ！　明日ぜんぶ、出し切るために」

「おー。あしたはもりだくさん。すごくたのしみ」

　そしてほどなく、真帆の一声で全員が待ってましたとばかりに立ち上がり、我先にとバスケットリング目掛けて駆け出していくのだった。

　──来たるべき、最終決戦に備えて。





＊






「……ん」

　三月三十一日。今年度最後の日の早朝、俺おれは普ふ段だんよりも少し早く目覚めた。

　おそらく、昨晩から気持ちが昂たかぶっていたせいだと思う。大切なイベントを幾つも控えた、特別な一日だからな。

　部へ屋やを出て、ひんやりとした空気が満ちる廊下を歩く。階段を一歩下るたび、静まりかえった家の中に足音が残ざん響きようする。

　何気なく歩みを止めたのは、玄関の前。もうすぐ訪れるはずの少女に、ふと思いを馳はせる。

　……あれから、ほぼ一年か。

　希望と、絶望。嬉うれしさと、悔しさ。喜怒哀楽を共にしながら、俺たちは共に一歩一歩前を向いて進み続けてきた。

　そして、今日きようもまた。

　静かに息を吸い込むと、呼応するように呼よび鈴りんが鳴る。少しの悪戯いたずら心ごころを携えて、俺はほとんど間を置かずに玄関の扉を開いた。

「おはよう。……智とも花か」

「ふぁっ!?」

　早すぎる応対にびくりとして、その場でのけぞる小学生の少女。

　いや。もうその表現は、正しくないのかもしれない。

「……おお。すごく、似合ってるね。なんだか大人おとなっぽく見える」

「そ、そうでしょうか……。え、えへへ」

　はにかみながら、智花は制服の袖そでをゆっくり撫なでる。

　よく見み慣なれた、いつものワンピースではない。上品で落ち着いた雰囲気を持つ……中学生のための制服だ。

　今日これから、慧けい心しん学がく園えん初等部では卒業式が催される。一般的な日程よりも少し遅めなこの巣立ちの時を、新しい制服に身を包んで迎えるのがずっと続く習わしなのだそうだ。

「おはようございます、昴すばるさん。開けて頂けるのがすごく早かったので、ちょっと驚おどろいちゃってごめんなさい」

「ううん、こっちこそびっくりさせてごめん。珍しく、目覚ましより先に起きちゃってさ。早く智花に会いたかったからかも」

「……わ、私も。早く昴さんにお会いしたくて、いつもより早起きしちゃいました」

　ぺこりと頭を下げると、智花は頰ほおを染めてわずかに俯うつむいた。その姿になぜか心しん臓ぞうが高鳴ってしまい、俺は次の言葉をうまく紡げなくなる。新鮮な服装のせいか、どうも普段より緊きん張ちようしてしまっているな……。

「ほ、本当によく似合ってるよ。だからこそ、少し勿もつ体たいないかな。ウチに着いたとたん、いきなり全部脱いでもらうのは」

「ふぇっ!?」

　い、いかん。非常に誤解を招く失言をしでかしたような気がする。

「あ、いや！　違うんだ。ほら、朝練習！　今日きようもバスケするなら、せっかく着たのに脱がなきゃいけないよなって」

「あっ……！　す、すみません！　そ、そうですよね！　練習するなら、脱がないと！」

　慌てて釈明する俺おれに、智とも花かも笑えみで応こたえてくれた。この一年、バスケはいくらか上達したつもりだけど、口くち下べ手たなのは全然治らなかったな……。いつもヘンな思いをさせて申し訳ない限りだ。

「それとも、今日はお休みにしようか。この後いろいろ忙しいんだし」

「い、いえっ！　ぜひ、お願ねがいしたいです。着替えも、いっぱい持ってきたので」

　そう言って、智花はちらりと肩に担いだスポーツバッグをこちらに向けてくれる。ん、それなら俺としても、ぜひお手合わせ願いたい。

「そっか、良かった。……小学生としては、最後だからね。わがままを言わせてもらえれば、俺も智花と一いつ緒しよに汗を流しておきたかったんだ」

「………………」

「ん？　あれ、どうかした？」

　ふと気付けば、智花は何かを思い悩むような表情を浮かべている。また、気付かぬ失言を漏らしてしまっていただろうか。

「……昴すばるさん。……わ、私は、明日あしたからもお邪じや魔まして、よろしいのでしょうか？」

「えっ？」

「そ、その……。私が中学生になって、昴さんも部活に戻って。そうなったら、この朝の練習も、もうおしまいにしなきゃダメなのかなって。そのことを、ずっと訊きくのが怖くて……」

　無む理り矢や理り吐き出すように、声を震ふるわせる智花。

　……俺も、悪かったかな。今日の今日までちゃんとはっきり、これからのことを触れずにいてしまったのだから。

「言ったよね。……ずっと、傍そばにいてくれって」

「あっ……」

　なるべく安心させてあげられるように、智花の頭をそっと撫なでてやる。

　というか、嬉うれしかった。智花もまた、この時間を大切に思っていてくれたことが、すごく伝わってきて。

「智花さえ望んでくれるなら、これからもずっと来て欲しい。お願いしても、良いかな？」

　別々の道を歩む日が来ても、もう、コーチとして部に顔を出すことはなくなっても。

　智花と過ごすこの大切な時間だけは、失えない。失いたくない。

「……っ。……はい！　昴さんのおそばに、居させて欲しいですっ！」

　朝日に照らされた智花の笑え顔がおを見て、俺も心の底からほっと安あん堵どを抱く。
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　変わりゆく世界があって。

　でもずっと変わらないものも、確たしかにあって。

　だからこそ、俺おれは今、こんなにも幸せな気持ちで生きていられるのだろう。

　それから、互いの気持ちを確かめた俺たちはいつもに輪わをかけて燃もえ上がり、汗にまみれながら何度も身体からだを重ね合った。







「ごめん、朝っぱらからいきなりハードなプレイをさせちゃって……」

「ふふっ、いえっ。これくらいへっちゃらです」

　たっぷりバスケを堪たん能のうした後、制服姿に戻った智とも花かと玄関先でいっときの別れを告げる。

「昴さんも、式に来て下さるんですよね？」

「うん。会場には誰だれでも入れるみたいだから、後から自転車で追いかけるつもり……ふむ」

「……？」

　ひとまず、しばしの別行動……というつもりだったのだが、話しているうちに変なことを閃ひらめいてしまった。

　自転車……か。懐なつかしいな。

「ねえ、智花。もし良かったらなんだけど、今から学校まで俺に送らせてくれないかな？」

「ふぇっ。自転車で、ですかっ？」

「ある程度傍そばまで行ったら、歩きに切り替えるからさ。もちろん智とも花かが良ければだけど。……『いけないこと』だし」

「あっ……」

　智花も、思い出したのだろう。出会ったばかりの頃ころの思い出を。驚おどろきに満ちていた顔が、少しずつ和やわらいでくる。

「……では、お言葉に甘えてもよろしいでしょうか。え、えへへ」

　そして、ありがたくも頷うなずきを返してくれた。

「──なつかしい、ですね」

「うん。あの頃はまだ、渋ってたんだよな。智花たちのコーチをすること」

　国道沿いの歩道を緩ゆるやかに走りながら、俺おれの腰に手を回した智花と声を弾ませる。

　こんな風に、偶然出会った智花を二人ふたり乗のりで家に連れてきたあの日、俺はそのバスケの才能に心底惚ほれこんで、心変わりのチャンスを得られた。

　あの出来事がなければ、今とはまったく違う一年を過ごしていたのかもしれない。そう思うと、何だか無性にわがままが言いたくなってしまったのだ。

「……昴すばるさん。一年間、ありがとうございました」

　ぎゅっと、俺の背中に頰ほおを寄せる智花。

「こちらこそ、本当にありがとう。……これからもよろしくな、智花」

「はいっ！」

　幸せな温ぬくもりを感じながら、俺たちは青空の下を走り抜けた。

　やがて、学校が眼めの前まで迫ってから今度こそ別れを告げ、俺はそのまま保ほ護ご者しやの方たちに混じって卒業式に参列する。

　生徒のほぼ全すべてが揃そろって中等部に上がることもあってか会場に涙の色はなく、最初から最後まで明るさに満ちた、素す晴ばらしい式典だった。

　新たなスタート。

　変わらぬ友情。

　送辞や答辞、校歌斉唱。どの時間も、そんな希望のテーマに溢あふれていたように思う。

　そして、式がつつがなく終了を迎えた後。バスケ部員たちはこの日のために借りておいた市の体たい育いく館かんに、全員で移動する。

　ここで、もう一つの集大成を形にするために。

「おし、今度こそ勝って、最後にちゃんと俺たちの力を見せつけるぞ！」

「おうよタケ！　女子たちに負けたまんまで終われるか！」

　円陣を組み、気合いを入れているのは竹たけ中なかたち男子バスケ部の六年生だ。

　バスケ部全員というのは、女子だけに留とどまらない。本当の意味での全員なのである。

　女子卒業生と、在校生。

　男子卒業生と、在校生。

　これから行われるのは、四チームによる卒業記念の壮行試合なのだった。

　あれから竹たけ中なかたちは、女子の翌日に開幕した全国大会で県ベスト８まで駒こまを進めるという優ゆう秀しゆうな成せい績せきを収めた。

　それでも今日きようまで、男子が優越感を覗のぞかせる場面など一度もなかった。硯すずり谷だにとの試合内容を、それだけ認めてくれていることの現れだろう。

「さー、マホたちにせつない思い出プレゼントしちゃおうぜ！」

「うん！　今日はにーたんたちにもエンリョなしだ！」

「ワタシたちのつよさを見せて、安心してシンガクしていただきましょう」

「今日は半分中学ルールだから、スリーポイントあり。……ロングシュートの怖さを今まで以上に教えてあげられそうだわ」

「ゴール下は任せて。たとえ姉ねえ様さま相手でも、責任持って止めてみせるから」

　女子五年生も、気合い充分。次にこんな機き会かいを持てるのはいつになるかわからないしな。ここで悔いを残したくないという想おもいがひしひしと伝わってくる。葵あおいも活気に満ちあふれた良い表情をしている。

『先せん輩ぱいたち、がんばってくださ～い！』

　四年生三人組も、応援に駆けつけてくれた。正式な手続きは四月になってからということだけど、あれから毎回部に顔を出してくれているし、もうとっくにみんなの仲間だ。

「くふふ、いよいよ中学生になってはじめてのバスケか～」

「おー。はつたいけん」

「まだほんの少し早い気もするけど……ふふ、そうね。心しん機き一いつ転てんの気持ちでいい試合をしましょう」

「うんっ。これからゴールの高さも変わるんだよね。わたしも、もっともっと高いところに届くようにがんばらないと」

　一番リラックスしてるのは、女子の卒業生たちかもしれないな。もちろん気を抜いているという意味じゃなくて、プレッシャーを力に変えられるような最高のムードに包まれている。

　……はじめての、バスケか。

　俺おれの中学最初の試合って、どんな内容だったっけな。バスケットボールを手にとって初めて相手と競きそい合った時は、何を考えていたんだっけ。

「昴すばるさん、それでは行ってきますっ！」

「うん！　全力で楽しんでおいで！　…………っと、あのさ、智とも花か」

「はい、なんでしょう？」

「こんな時に質問しちゃって悪いんだけど。智花って、バスケをはじめたきっかけって何だったのかな？」

「きっかけ、ですか？」

　いろいろ思い出にひたっているうちに、ふと訊きいてみたくなった。そういえば、智とも花かとそういう話題で語りあったことって、不ふ思し議ぎと今までなかったよな。

　質問を受けて、智花は一いつ瞬しゆんだけきょとん、と首をかしげる。

　かと思えば、今度は一転思い出し笑いを漏らすように頰ほおを緩ゆるませた。

「とっても小さい頃ころの話なんですけど。昔、お母かあさんと──」

「おーし！　じゃあそろそろ始めるぞ～！」

「──あっ。ど、どうしましょう。美み星ほし先生が呼んでいらっしゃいます」

「あはは、ごめん。変なタイミングで尋たずねちゃったね。じゃあ、また今度聴きかせてよ」

「えへへ、わかりました。ではまた、後で」

　残念、教えてもらいそびれちゃったな。

　でも、構わない。話すチャンスなら、これからいくらでもあるんだし。

　智花たちと、俺おれとの、一つの物語が幕を閉じたとしても。

　俺たちの絆きずなは、ずっとずっと続く──。
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Ｆｅａｔｕｒｅ　～湊みなと智とも花か～






　ある、幼き日のこと。

　湊智花は、公園のベンチでひとり俯うつむいていた。

「おかあさんの、ばか……」

　言葉にしてしまってすぐ、後悔で唇を嚙かむ。

　違う。仕方のないことだ。母は日に本ほん舞ぶ踊ようの師し範はんで、急な稽けい古こが入ってしまったのだから。智花と一いつ緒しよに公園で遊ぶという約束を守ることが出来なくなっても、それは仕方のないこと。

　頭ではちゃんとわかっている。なのに、涙が溢あふれてきそうになる。

　そんな自分が嫌いやになって、智花はますます深く首を垂れる。

「次はいっくんが鬼だよー！」

「くっそー、ぜったい捕まえてやる～！」

　家からほど近い児童公園は、今日きようも賑にぎやかだ。すべり台やジャングルジムを障害物にしながら、智花と同年代の男女が仲良く駆け回っている。

　しかし、智花にとってそれは『外の景色けしき』だった。両親以外に声をかけ、遊びの輪わに加わるなんて、可能性としてすら思い浮かぶことはない。

　見知らぬ人と交流を持つのが、とても苦手だった。入学した小学校でもずっと口数が少なく、友人と呼べる存在は乏とぼしい。

　嫌っているわけではなく、ただ、どうして良いのか分からないのだ。他人と仲良くなる術すべを、伝えるべき言葉を、未いまだ智花は見つけられずにいた。

　だから、こうしてひとりで座り続けている。

　心底申し訳なさそうに謝あやまる母に気丈な態度を見せ、笑え顔がおで家を飛び出したのはよかったが、強がりもそこまで。結局なにもできず、母と使うつもりだったゴムボールを抱きしめたまま、鼻をすすり上げるのが精一杯だった。

「……ぐす」

　ついには下した瞼まぶたから水滴がこぼれ落ちそうになって、必死の抵抗で空を見上げる。

　木の陰から大おお時ど計けいが眼めに入った。家を出てからまだ三十分も経過していない。せめて稽古が終わるまではここにいなければ、ますます心配をかけてしまうかもしれない。

　せっかく公園に来たのだから、遊具を使って気を紛らわすべきか。しかし、砂場にも先客が居るし、ブランコは少し怖い。奥の方は鬼ごっこの舞ぶ台たいで近づけない。

　他ほかに園内にあるのは、四角い板に底の抜けた籠かごがくっついた、得え体たいのしれない塔のようなものだけ。学校の体たい育いく館かんでも見たことがあるが、あれはどうやって遊べば良いのだろう。

　使い方すらわからなければ、役に立てようもない。




「おおっ！　マジであった！　やっぱ噂うわさは本当だったぜ！」




「……ふぇ？」

　諦てい観かんと共に籠かごを見上げていると、不意に自転車の急ブレーキ音が背後から響ひびく。

「よっし、誰だれも使ってない。思う存分秘密のシュギョーができるな！」

　振り返れば少年が一人ひとり、茶ちや色いろいゴムボールを小こ脇わきに抱え、笑え顔がおで籠を見上げていた。智とも花かより四つか五つほど年上に見えるその少年の頰ほおを伝う汗が、太陽を真まっ向こうから受けてきらりと輝かがやきを反射する。

「待ってろよ親父おやじ！　今度こそぜってーに勝つ！　もちろんアオイにも勝つ！　俺おれが一番になる！」

　茫ぼう然ぜんと見詰める智花に気付かぬまま、少年は天にそびえる籠めがけて駆け出していった。

「まずはシュート百本！　休きゆう憩けいなし！」

　そして、光の中で舞まいが始まる。

　──舞い。智花には、他ほかの言葉で少年の姿を表すことができなかった。

　その動きの意味は、わからない。それでも、疾はやく、激はげしく、嬉き々きと籠へボールを放り込み続ける一連の動作は、母から教わる舞ぶ踊ようと同じくらい……いや、この時ばかりはもしかするとそれ以上に、智花の瞳ひとみを惹ひきつけた。

　楽しそう。ひとりきりなのに、寂しそうじゃない。

　自分自身でも気付かぬ無む意い識しきのまま、智花は静かにベンチから立ち上がり、ゆっくりと少年に近付いていく。もっと近くで、見てみたい。そんな衝しよう動どうが、身体からだを突き動かす。

「……ん？」

「っ!?」

　突然少年が動きを止め振り返った瞬しゆん間かん、智花はびくりと我に返った。驚おどろきのあまり、足がすくんで逃げ帰ることもできない。

「あ、ごめんごめん。もしかしてゴール、使ってた？」

　智花の胸元に抱えられたままのゴムボールに目を向け、少年は申し訳なさそうに苦笑する。

　──ふるふる。

　おっかなびっくり首を振りかえす智花。『ゴール』の意味は分からなかったが、『先にここで遊んでいたのか？』と問われたことは、なんとなく理解できた。

「そっか。キミもバスケやってたのかと思った」

「……ばす、け？」

「そう、バスケットボール。知らない？　やったことない？」

　──こくん。

　今度は先ほどよりも幾分落ち着いて、首しゆ肯こうを返す。少年のやさしく柔らかな声のおかげか、思いの外ふだんの臆おく病びようさを表に出さずに済んでいる。

「そのおどり……『ばすけっとぼーる』って、いうの？」

「踊おどり？　あはは、踊りじゃないよ。バスケットボールはね、あの籠かごの中に誰だれが一番たくさんボールを入れられるか勝負するスポーツなんだ」

「すぽーつ……」

　また一つ知らない言葉を聞いて智とも花かの中では別の疑問が浮かんだが、尋たずね返すまでの勇気は出なかった。とはいえたびたび目にしていた籠の使い道を知っただけでも、少し賢かしこくなれた気がする。

「俺おれ、ふだんは自分ちで練習してるんだけどさー、今け朝さ親父おやじが無む茶ちやしてゴール壊こわしちゃって、今修理してるとこなんだ。そんで、こっちの方の公園にすいてるゴールがあるって噂うわさを聞いて、エンセーしてきたんだよ。キミは、この辺にすんでるの？」

「……うん。すぐ、ちかく」

「そっか。家のすぐ傍そばにゴールがあるなんていいじゃん！」

　朗ほがらかに笑う少年。未いまだかつてこの籠を使ったことすらなかった智花には、あまり実感がなかったが、

「…………わたしも、できる？　ばすけっとぼーる」

　気付けば少年を見上げながら、そう尋たずねていた。

　きっとこの時、既に魅みせられていたのだろう。陽ひの光と戯たわむれる少年の姿に。

　自分もあんな風に飛べたなら、もっと上手じようずに笑えるようになれる気がする。

　眩まぶしさが、智花に根拠のない確かく信しんを抱かせた。

「もちろん！　すごく楽しいよ！　よーし、見てて」

　智花の質問がよほど嬉うれしかったのか、少年は声を高め、ボールを地に突きながら距きよ離りをとる。あんなに遠くから、籠を狙ねらうつもりなのだろうか。

「ん、これくらい離はなれた方がフォームが分かりやすいかな？　それじゃいくよ。シュートはこうやって打つんだ。それ！」

　両眼を見開く智花の正面で、少年が飛んだ。

　背筋を伸ばし、右手を突き出すのと同時、ボールが高らかに弧を描く。

「よし、われながらナイッシュ！」

　そして籠の中心を射い貫ぬき、ところどころほつれた網あみ目めの布を垂直に翻ひるがえらせた。

「どうだった？　かっこよかった？」

「…………………………きれい」

　訊きかれ、智花は浮かんだままの言葉をぼんやり呟つぶやく。

「えー、どっちかって言うとかっこいい系だと思うんだけど……。でも、褒ほめてくれたんだよね。うん、ありがと！」

　少年は少し不服そうだったが、それが偽りなき感想だった。一点の迷いもなく、自信を漲みなぎらせて空中で掲げられた右手に、智とも花かは心の底から憧あこがれた。

　この少年のように、なりたい。

　智花の内側で、想おもいは確たしかな形となる。

「もっと。もっともっと、見たい……」

「おやすい御用！　ほんじゃーいくよ！」

　それからしばし、智花はボールと共に舞まう少年の姿を見つめ続けた。少しも飽きることなく一心に、その姿を見つめ続けた。

「ふぃー、今日きようはこんなもんかな。なんかごめんね、ずっと付き合わせちゃって」

　気がつけば日も暮れかけ、母の稽けい古こもそろそろ終わる頃ころ。汗だくになりながら頭を搔かく少年に、智花は目を輝かがやかせたままなんどもかぶりを振った。

　取とり繕つくろう必要もなく、この瞬しゆん間かんまで時間を忘れ見入っていたのだから。

「そんじゃ、俺おれはそろそろ帰るよ。またね！」

「あ……」

　立ち去る少年の後ろ姿に智花は声をかけようとして、しかし結局何も言えないまま距きよ離りが開いていく。辛かろうじて出来たのは、自転車の上から手を振る少年に、同じ仕し草ぐさで答えることだけだった。

　──またいつか、会える？

　──名前を、おしえて？

　──わたしも、バスケットボールを……。

　今になって、少年に伝えたかった言葉がとめどなく浮かんでくる。

　膨ふくらむ後悔を振り払うように、智花は籠かごの前まで歩き、自前のゴムボールを構えた。

　どこに住んでいるのかも訊きけなかったけれど。

　バスケットボールを、ずっと続けていれば。いつかまた、少年と会えるかもしれない。

　憧あこがれと信念が、この日幼き智花に小さな強さを与えた。

「たしか、こうやって……」

　見よう見まねで右手を掲げ、ぎこちないジャンプと共に空へ突き出す。

「……ふぁう」

　ボールは、籠の高さの半分に届いた辺りでむなしく地に落ちた。

　智花には、まだ腕力が足りない。

　もしかすると、両手を使えばもう少し高く放り投げられるかもしれない。

　でも、それは嫌いやだった。

　あの少年と同じ、片手一本で放つシュート。

　智とも花かはあくまでも、その美しさに固執した。

　そして明くる日から、ひとりきりの特訓が始まる。

　やがて古くなったリングが公園から撤てつ去きよされてしまった後も、場を小学校の体たい育いく館かんに移し、智花はひたすらシュートを放ち続けた。

　智花の心を一いつ瞬しゆんで虜とりこにしたあのワンハンドシュートに少しでも近づけるように、休むことなくリングと向き合い続けた。

　三年生に進級したとき教師から部活動への加入を勧められ、智花にとってのバスケットボールの世界が広がりを見せたころから、次第に『はじまり』の記き憶おくは深層に沈んでいく。

　それでも、よりどころとして存在する想おもいはいつまでも変わることなどなかった。

　──もっと高く、もっと遠く。

　かつて智花の心を強く惹ひきつけた、美しいフォームに少しでも近づけるように。

　──もっと高く、もっと遠く。

　智花は、ワンハンドシュートを放ち続ける。

　今日きようも、明日あしたも。

　未来も、現い在まも。
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　あとがき




　※今回のあとがきは本ほん編ぺんの後に読んで頂ければ幸いです。




　有あり難がたくも第十五回電でん撃げき小説大賞で銀賞を頂き、二〇〇九年二月に『ロウきゅーぶ！』第一巻を上じよう梓ししてから気付けば四年半もの歳さい月げつが過ぎてしまいました。時の流れの早さに驚おどろきつつも、これほどの長い期間応援して下さった方々のことを思うと胸に感慨深さが溢あふれます。

　ついに作中内でも三月──旅立ちの季節が訪れ、智とも花かたちも小学校卒業の時を迎える運びとなった次第です。名残なごり惜しさがないと言えば噓うそになりますが、彼女たちの過ごした一年は、作者という枠を超え自分にも歩み続けることの大切さを教えてくれました。時々は思い出を振り返りながら、一歩一歩前へ。ひたむきな成長を見ているうちに、趣しゆ味み嗜し好こうは別として人間の持つ類い希まれなる美しさに気付かせてもらいました。

　いっぽうで、限られた時の中だけで放たれる光を切り取り、つなぎ止めることを可能たらしめる小説という媒体の魅力もまた、彼女たちが再さい確かく認にんさせてくれたように思います。育みが美しかろうとなんだろうと、小学生が最高である事実もまた否定しようがないのです。これはもう、仕方のないこと。これからも自分は、幼き一刻のみが放つ輝きを羽虫のように追いかけ回していくことでしょう。いつか地に堕ちるその日まで、自分自身の成長と揺るがぬ信念、ある意味では相反する想いを抱えたままふらふらと彷徨さまよい続けていたいと思います。

　その限られた一いつ瞬しゆんが過ぎ、昴すばると小学生たちとの物語という意味での結末を迎えた以上、『ロウきゅーぶ！』の本編はこの辺でひとまずの終幕とさせて頂くことにいたします。ここまでお付き合い下さり、本当にありがとうございました。

　とはいえ智花たちも、彼女たちの世界の中でさらなる成長を続けていくことでしょう。未来を想像することで、小説では描かれることのなかった『その先』に対し、様々な夢を紡いで頂けたとしたら、まさしく作者冥利につきることでございます。

　それに、時系列的には空白期間が生じてしまいましたし、触れそびれていた出来事などもまだまだ残っていますからね。本編終了とは言いつつ、あともう少しだけこのタイトルの続刊も出していくつもりですので、今後ともお付き合い頂ければとても嬉うれしく思います。

　最後になりましたが、改めまして『ロウきゅーぶ！』に関かかわって下さいました全すべての方々に感かん謝しやを。てぃんくる先生、担当編集の和わ田ださんを筆頭とするＡＭＷの各位様。コミカライズを担当して下さったたかみ裕ゆう紀き先生と三み輪わフタバ先生、アニメに携わって下さいましたスタッフの皆様。そしてそして、拙著を手にとって下さいました全ての方たち。

　今まで本当にありがとうございました！　これからもどうぞよろしくお願いします！


二〇一三年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。様々な出来事を経て、今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し作家デビュー。北海道に行った際、心を洗うためにも動物との触れあいを試みたのですが……気づけば素敵な副業を見つけたみたいで。もちろん断られた模様。
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。「マテリアルゴースト」（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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